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１
　
『
経
済
学
大
辞
典
』

デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
　
ヨ
ゼ
フ
　JosefD

ietzgen

（
一
八
二
八
　
一
八
八
八
）

　
ド
イ
ツ
の
プ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
に
生
れ
た
。
父
は
鞣
皮
業
。
一
八
三
二
年
父
と
共
に
ウ
ッ
ケ
ラ
ー
ト
に
移
り
、

従
前
通
り
の
事
業
に
従
事
し
つ
つ
ウ
ッ
ケ
ラ
ー
ト
の
小
学
校
に
通
学
、
後
ケ
ル
ン
の
高
等
小
学
校
に
暫
く
在
学

し
た
。
其
後
半
年
程
厳
格
な
る
教
育
の
た
め
に
語
学
校
に
送
ら
れ
た
。
幼
年
期
に
は
至
極
粗
暴
で
あ
っ
た
が
、

少
年
期
に
入
る
に
及
ん
で
温
順
と
な
り
鞣
皮
工
の
労
働
の
傍
ら
文
学
、
経
済
学
、
哲
学
等
の
研
究
に
い
そ
し
む
。

一
八
四
五
　
四
九
年
の
間
独
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
フ
ラ
ン
ス
経
済
学
者
の
研
究
を
通
じ
て
社
会
主
義
に

傾
倒
し
、
後
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
共
産
党
宣
言
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
明
白
な
階
級
意
識
を
有
っ
た
社

会
主
義
者
と
な
る
。
一
八
四
八
年
の
革
命
に
参
加
し
た
た
め
に
一
八
四
九
年
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
其
処
で
鞣
皮
工
、
ペ
ン
キ
職
、
教
師
等
の
労
働
に
た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
各
地
を
放
浪
し
、
英
語
を
修

得
し
た
。
一
八
五
一
年
故
郷
（
ウ
ッ
ケ
ラ
ー
ト
）
に
帰
り
二
年
後
愛
妻
を
有
つ
。
ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ャ
イ
ト
で
貿

易
商
、
鞣
皮
工
等
の
職
を
営
む
。
一
八
五
九
年
再
び
渡
米
し
て
南
部
地
方
に
住
む
。
間
も
な
く
南
北
戦
争
の
際

北
方
に
同
情
す
る
彼
は
故
郷
に
帰
る
（
一
八
六
一
年
）
。
そ
こ
か
ら
セ
ン
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
の
官
営
製
革
場

の
監
督
と
し
て
ロ
シ
ア
に
招
か
れ
、
軈



て
又
ド
イ
ツ
に
帰
来
、
ジ
ー
ク
ブ
ル
ク
で
独
立
の
鞣
皮
工
場
を
経
営
す
。
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後
再
び
セ
ン
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
を
訪
れ
た
。
ロ
シ
ア
滞
在
中
主
著
『
人
間
の
頭
脳
、
労
働
の
本
質
、
一
職
工

の
書
け
る
。
純
粋
理
性
及
び
実
践
理
性
の
再
批
判
』
（D

asW
esen

derm
enschlichen

K
opfarbeit,dargestell

tvon
einem

H
andarbeiter.

Eine
aberm

alige
K

ritik
derreinen

und
praktischen

V
ernunft,1869

　
山
川
均

訳
、
弁
証
法
的
唯
物
観
）
を
書
く
。
こ
れ
は
絶
筆
た
る
『
哲
学
の
実
果
』
（D

asA
kquisitderPhilosophie,1

887

　
山
川
均
訳
、
哲
学
の
実
果
）
と
と
も
に
、
彼
の
哲
学
の
基
礎
的
叙
述
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
お
よ
び
ヘ
ー

ゲ
ル
以
後
の
弁
証
法
、
唯
物
論
的
弁
証
法
、
唯
物
史
観
、
階
級
闘
争
等
の
基
礎
的
検
討
と
解
明
と
で
あ
る
。
人

間
の
精
神
に
真
に
固
有
な
思
惟
方
法
は
、
感
性
的
事
物
に
即
し
た
そ
れ
で
あ
り
、
即
ち
経
験
的
な
帰
納
的
な
夫

れ
で
あ
る
。
そ
れ
が
事
物
の
連
関
と
交
互
関
係
と
の
理
論
と
し
て
の
弁
証
法
に
外
な
ら
ぬ
。
思
惟
を
存
在
か
ら

絶
対
的
に
引
き
離
し
て
了
え
ば
、
カ
ン
ト
の
物
自
体
と
い
う
如
き
も
の
も
生
じ
て
来
る
が
、
之
は
同
語
反
覆
に

外
な
ら
な
い
先
天
主
義
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
論
理
学
は
形
而
上
学
の
領
域
を
去
っ
て
自
然
科
学
の
領
域
に
移

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
云
う
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
や
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
さ
え

独
立
に
、
こ
の
独
逸
の
一
労
働
者
は
弁
証
法
を
再
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
彼
の
弁
証
法
に
は
多
分
に
シ

ェ
リ
ン
グ
風
の
同
一
哲
学
や
ス
ピ
ノ
ザ
風
の
汎
神
論
が
混
入
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
対
立
の
代
り
に
調
和
を
、

絶
対
的
な
る
も
の
の
代
り
に
相
対
的
な
る
も
の
を
強
調
し
、
従
っ
て
或
る
意
味
に
於
て
は
唯
心
論
と
不
可
知
論

と
を
許
容
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
夫
に
も
拘
ら
ず
其
核
心
は
全
く
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
唯
物
論
的
弁
証
法

に
帰
着
す
る
。
彼
は
セ
ン
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
在
っ
て
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
」
な
る
論
文
をD

em
okratischesW

ochenblatt

誌
（
一
八
六
八
年
）
に
寄
せ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
一
八
七
二
年
の
ハ
ー
グ
の
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イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
於
い
て
派
遣
委
員
た
る
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
を
「
吾
等
の
哲
学
者
」
と
し
て
紹
介
し
、
資
本

論
二
版
の
第
一
巻
序
文
（
一
八
七
三
年
）
に
は
彼
の
名
を
挙
げ
、
一
八
七
五
年
に
は
自
ら
ジ
ー
ク
ブ
ル
ク
に
彼

を
訪
問
し
て
い
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
も
亦
彼
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
友
人
で
あ
り
彼
と
の
交
通
も
あ
っ
た
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
が
貧
困
の
う
ち
に
死
ん
だ
（
一
八
七
一
年
）
の
を
聞
い
て
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
は
泣
い
た
と
さ
え

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
八
七
八
年
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ノ
ビ
リ
ン
ク
の
独
逸
皇
帝
狙
撃
事
件
の
折
、
ケ
ル
ン
に
於
い
て

彼
が
な
し
た
扇
動
演
説
「
社
会
民
主
主
義
の
将
来
」
の
廉
で
逮
捕
さ
れ
、
三
ヵ
月
間
投
獄
さ
れ
た
。
な
お
又
当

時
は
事
業
に
失
敗
し
た
の
で
、
長
子
を
ア
メ
リ
カ
に
送
っ
て
生
活
資
金
を
得
て
い
る
よ
う
な
次
第
で
あ
っ
た
。

一
八
六
九
　
八
四
年
間
の
ジ
ー
ク
ブ
ル
ク
居
住
中
、
経
済
と
哲
学
と
に
関
し
て
多
数
の
論
文
を
書
き
、V

olkss

taat,

〔V
orw

a:rts

〕,Sozialdem
okrat,N

eue
G

esellschaft,N
eue

Zeit,N
ew

Y
ork

V
olkszeitung

等
の
諸
誌

に
之
を
発
表
し
、
又
多
数
の
冊
子
を
出
版
し
た
。
そ
の
主
な
る
も
の
は
「
社
会
民
主
主
義
の
宗
教
」
、
「
市
民

社
会
」
、
「
国
民
経
済
」
、
「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ー
ベ
に
対
す
る
公
開
状
」
、
「
無
信
仰
者
の
信
仰

に
就
い
て
」
等
で
あ
る
。
之
等
に
よ
れ
ば
宗
教
は
社
会
民
主
主
義
の
精
神
に
基
い
て
改
革
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

又
倫
理
学
も
社
会
的
な
基
礎
に
立
っ
て
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
八
八
〇
　
八
三
年
に
亘
っ
て
、
二
連
の

書
信
の
形
を
有
つ
『
論
理
学
書
翰
、
特
に
民
主
主
義
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
論
理
学
』
（
〔B

riefe
u:berLogik

〕

,spezielldem
okratisch-proletarische

Logik

）
を
書
い
て
い
る
。
之
の
後
半
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
見
地
か
ら
、

経
済
学
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
八
八
四
年
三
度
渡
米
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
於
て
ア
メ
リ
カ
社
会
党
の
機
関
紙
『
社
会
主
義
者
』
の
主
筆
と
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な
る
、
一
八
八
六
年
シ
カ
ゴ
に
移
る
ま
で
其
位
置
に
止
ま
る
。
一
八
八
六
年
シ
カ
ゴ
で
『
社
会
主
義
者
の
認
識

論
の
領
域
へ
の
進
撃
』
（
〔Streifzu:ge

einesSozialisten
in

dasB
ereich

derErkenntnistheorie

〕,1887

　

石
川
準
十
郎
訳
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
認
識
論
）
を
書
き
、
翌
年
絶
筆
た
る
『
哲
学
の
実
果
』
を
脱
稿
し
た
。
同
年

シ
カ
ゴ
無
政
府
党
事
件
に
よ
っ
て
『
シ
カ
ゴ
労
働
者
新
聞
』
の
編
集
者
達
が
逮
捕
さ
れ
る
に
及
び
、
社
会
党
は

無
政
府
党
と
絶
縁
し
よ
う
と
欲
し
た
が
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
は
却
っ
て
自
ら
そ
の
主
筆
と
な
る
こ
と
を
申
し
出
て

そ
の
位
置
に
就
い
た
（
当
時
社
会
党
の
ゾ
ル
ゲ
と
交
わ
る
）
。
彼
は
同
誌
に
拠
っ
て
社
会
主
義
者
と
無
政
府
主

義
者
と
が
必
ず
し
も
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
と
説
き
、
た
め
に
一
部
の
社
会
主
義
者
の
反
対
を
買
っ
た
。

併
し
、
元
来
彼
の
哲
学
に
よ
れ
ば
、
「
た
だ
適
度
の
区
別
だ
け
が
二
つ
の
も
の
の
矛
盾
対
立
を
解
く
こ
と
が
出

来
る
」
、
絶
対
的
な
本
質
的
な
区
別
は
形
而
上
学
に
陥
る
も
の
で
あ
っ
た
。
無
政
府
主
義
を
社
会
主
義
か
ら
絶

対
的
に
区
別
し
て
、
之
を
単
に
排
撃
す
る
の
は
正
し
い
政
策
で
は
な
い
。
な
る
程
無
政
府
主
義
を
終
局
目
的
と

す
る
の
は
愚
の
至
り
で
あ
る
が
、
併
し
之
が
社
会
主
義
の
前
段
階
と
し
て
価
値
を
有
つ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

ぬ
。
無
政
府
主
義
の
背
後
に
之
を
超
え
て
、
社
会
の
共
産
主
義
的
秩
序
を
欲
す
る
者
こ
そ
真
正
の
ラ
デ
ィ
カ
リ

ス
ト
で
あ
る
、
こ
の
場
合
自
分
が
無
政
府
主
義
者
で
あ
る
か
社
会
主
義
者
で
あ
る
か
又
共
産
主
義
者
で
あ
る
か

は
、
単
に
言
葉
の
綾
に
過
ぎ
な
い
。
そ
う
彼
は
云
っ
て
い
る
。

　
政
治
的
活
動
家
と
し
て
の
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
社
会
党
の
た
め
に
は
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
恩

人
で
あ
る
が
、
学
徒
と
し
て
の
彼
が
弁
証
法
を
高
調
し
た
点
で
哲
学
の
領
域
に
於
け
る
功
績
が
大
で
あ
っ
た
こ

と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
彼
は
経
済
学
の
領
域
に
於
て
も
之
に
劣
ら
ぬ
学
的
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功
労
を
有
っ
て
い
る
。
彼
の
烱
眼
は
夙



に
近
代
資
本
主
義
的
生
産
方
法
の
帰
趨
を
洞
察
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
を
目
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
「
未
来
の
土
地
」
で
あ
る
と
な
し
、
之
が
何
時
か
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
脅
威
と
な
る
だ
ろ
う
と
云
っ
て
い
る
。
「
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ア
メ
リ
カ
人
の
遊
山
地
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
に

向
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
労
働
者
が
送
ら
れ
、
之
に
反
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
っ
て
は
ア
メ
リ
カ
の
大
ブ
ル
ジ

ョ
ア
が
押
し
寄
せ
る
だ
ろ
う
」
と
。
云
う
迄
も
な
く
今
日
此
予
言
は
、
可
な
り
の
程
度
に
迄
応
え
ら
れ
つ
つ
あ

る
の
で
あ
る
。
全
集
は
息
子
の
オ
イ
ゲ
ン
・
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
たJosefD

ietzgensG
esam

m
elte

Schriften,1922,
三
巻
で
あ
る
。

デ
ィ
ル
タ
イ
　
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
　W

ilhelm
D

ilthey

（
一
八
三
三
　
一
九
一
一
）

　
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
に
し
て
歴
史
家
。
歴
史
哲
学
、
精
神
科
学
論
及
び
文
化
史
等
の
卓
越
し
た
研
究
に
よ
っ
て
、

直
接
間
接
に
諸
方
面
に
有
力
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
主
に
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
（F.E.D

.Schleierm
a

cher

）
の
思
想
を
継
承
す
る
。
ヘ
ッ
セ
ン
の
ビ
ー
プ
リ
ッ
ヒ
に
生
れ
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
は
リ
ッ
タ
ー
（H

.

R
itter

）
、
ロ
ッ
ツ
ェ
（H

.Lotze

）
等
に
学
ん
だ
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
ラ
ン
ケ
（I.R

anke

）
、
ト
レ
ン
デ
レ
ン

ブ
ル
ク
（F.A

.Trendelenburg

）
等
に
就
い
て
歴
史
・
神
学
・
哲
学
を
研
究
し
た
。
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ

ー
の
研
究
に
傾
倒
し
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
る
。
一
八
六
六
年
バ
ー
ゼ
ル
の
教
授
と
な
り
後
キ
ー
ル
、
ブ
レ
ス

ラ
ウ
諸
大
学
を
経
て
、
一
八
八
二
年
ロ
ッ
ツ
ェ
の
後
を
襲
う
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
。
ツ
ェ
ラ
ー
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（E.Zeller

）
、
エ
ル
ド
マ
ン
（J.E.Erdm

ann

）
、
デ
ィ
ー
ル
ス
（H

.D
iels

）
等
の
哲
学
史
家
達
と
と
も
に

〔A
rchiv

fu:rG
eschichte

derPhilosophie

〕
の
編
纂
に
与
り
、
ま
た
ナ
ト
ル
プ
（P.N

atorp

）
、
シ
グ
ワ
ル

トC
h.von

Sigw
art

）
等
と
共
に
〔A

rchiv
fu:rsystem

atische
Philosophie

〕
の
編
集
に
も
参
加
し
た
。
ア

カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集
の
編
纂
委
員
と
し
て
の
功
績
も
大
き
い
。

　
彼
に
よ
れ
ば
形
而
上
学
は
現
実
的
存
在
の
夫
々
の
或
る
一
面
の
み
を
取
り
出
し
て
整
合
に
齎





す
も
の
に
過
ぎ

ず
、
経
験
的
所
与
を
絶
対
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
形
而
上
学
相
互
の
間
に
は
二
律
背
反
と
解
決
不
能
な
問

題
と
が
生
じ
て
来
る
外
は
な
い
。
夫
故
哲
学
は
か
か
る
形
而
上
学
的
体
系
を
有
つ
べ
き
で
は
な
い
。
哲
学
の
出

発
点
と
な
る
べ
き
現
実
的
存
在
又
は
之
か
ら
来
る
吾
々
の
根
本
経
験
は
凡
て
歴
史
的
に
制
約
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
哲
学
は
形
而
上
学
と
は
反
対
に
、
ま
ず
第
一
に
歴
史
的
方
法
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ

ィ
ル
タ
イ
は
茲
で
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
（J.J.W

inckelm
ann

）
や
ヘ
ル
ダ
ー
（J.G

.H
erder

）
、
ヘ
ー
ゲ
ル

（G
.W

.F.H
egel

）
や
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
に
極
ま
る
歴
史
主
義
の
精
神
に
於
て
、
又
ニ
ー
ブ
ー
ル

（B
.G

.N
iebuhr

）
、
グ
リ
ム
（J.L.G

rim
m

）
、
ザ
ヴ
ィ
ニ
ー
（F.K

.v.Savigny

）
等
に
依
て
代
表
さ
れ

る
独
逸
歴
史
学
派
の
精
神
に
動
か
さ
れ
て
そ
う
考
え
る
。
併
し
此
歴
史
的
方
法
と
し
て
デ
ィ
ル
タ
イ
が
、
初
め

て
独
特
な
意
味
に
於
て
精
細
に
規
定
し
た
も
の
は
解
釈
学
と
呼
ば
れ
る
一
つ
の
哲
学
方
法
で
あ
っ
た
。
元
来
解

釈
学
と
は
文
書
解
釈
の
技
術
の
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
フ
ン
ボ
ル
ト
（K

.W
.v.H

um
boldt

）
等
の
言
語
哲
学

の
発
展
と
し
て
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
、
ボ
ェ
ッ
ク
（A

.B
oeckh

）
等
に
依
て
大
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で

あ
る
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
之
を
単
に
言
語
解
釈
上
の
技
術
に
は
限
ら
ず
、
広
く
現
実
的
存
在
た
る
人
間
生
活
一
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般
の
精
髄
（
生
）
の
解
釈
の
方
法
と
考
え
た
。
夫
が
哲
学
の
方
法
と
な
る
所
以
で
あ
る
。
今
、
解
釈
と
は
理
解

（
了
解
）
と
普
通
呼
ば
れ
る
事
柄
の
具
体
的
学
問
的
な
も
の
を
指
す
。
理
解
の
概
念
か
ら
説
こ
う
。
吾
々
は
正

当
な
意
味
で
は
た
だ
精
神
的
な
る
も
の
（
生
）
の
み
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
自
然
科
学
で
取
り
扱
う
よ

う
な
自
然
は
之
を
説
明
す
る
と
云
う
こ
と
は
出
来
て
も
之
を
理
解
す
る
と
云
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
自
然
は
因

果
的
に
説
明
さ
れ
構
成
さ
れ
得
る
。
之
に
反
し
て
生
は
た
だ
記
述
さ
れ
分
析
さ
れ
得
る
の
み
で
あ
る
。
理
解
と

は
生
の
理
解
の
外
で
は
な
い
。
併
し
、
生
を
理
解
し
得
る
た
め
に
は
初
め
か
ら
生
の
内
に
生
き
て
い
る
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
は
生
の
外
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
が
な
い
（
外
か
ら
理
解
さ
れ
れ
ば
夫
は
精
神
的
な
生
で

は
な
く
て
自
然
と
な
っ
て
了
う
）
。
そ
れ
故
理
解
と
は
「
生
を
生
そ
れ
自
身
か
ら
理
解
す
る
」
こ
と
に
外
な
ら

ぬ
。
併
し
生
と
は
何
か
。
ま
ず
第
一
に
「
夫
を
生
き
る
こ
と
」
（
体
験
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
而

も
体
験
と
は
意
識
現
象
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
外
は
な
い
。
凡
そ
現
実
的
存
在
は
吾
々
の
意
識
を
通
路
と
し
て

の
み
生
と
し
て
生
き
て
あ
る
こ
と
が
出
来
又
体
験
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
（
現
象
性
の
命
題
）
。

併
し
、
か
か
る
意
識
（
又
は
そ
の
意
味
に
屡



々
用
い
ら
れ
る
処
の
理
性
）
は
単
な
る
意
識
で
は
な
く
て
歴
史
的

意
識
（
歴
史
的
理
性
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
現
実
的
存
在
が
歴
史
的
な
の
で
あ
っ
た
か
ら
。
で

体
験
と
し
て
の
生
は
、
そ
の
意
味
に
於
け
る
意
識
は
、
決
し
て
個
人
の
主
観
の
範
囲
内
に
の
み
閉
じ
込
め
ら
れ

て
終
る
も
の
で
は
な
い
。
体
験
は
直
観
の
よ
う
に
は
そ
れ
自
体
の
直
接
性
に
止
ま
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
体
験

す
る
と
は
、
外
な
る
も
の
を
内
な
る
も
の
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
や
が
て
生
は
逆
に
内
な
る
も
の
を

外
な
る
も
の
と
し
て
表
現
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
て
表
現
は
生
の
第
二
の
規
定
で
あ
る
。
一
応
主
観
的
な
精

9



神
（
生
）
と
考
え
ら
れ
た
体
験
は
、
自
己
を
客
観
的
な
精
神
（
生
）
と
し
て
客
観
化
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
生

の
事
実
な
の
で
あ
る
。
人
間
の
歴
史
的
社
会
的
所
産
た
る
科
学
・
哲
学
・
道
徳
・
芸
術
・
宗
教
等
の
文
化
や
国

家
・
教
会
・
家
族
等
の
外
的
諸
組
織
が
取
り
も
直
さ
ず
か
か
る
客
観
的
精
神
と
し
て
の
生
の
表
現
な
の
で
あ
る
。

生
は
外
部
的
に
表
現
さ
れ
て
、
初
め
て
却
っ
て
そ
の
見
え
な
い
奥
底
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
。
さ
て
内
な
る
体

験
を
外
部
化
し
た
こ
の
表
現
を
ば
、
も
う
一
遍
体
験
の
内
部
へ
取
り
も
ど
す
こ
と
、
之
が
理
解
と
い
う
こ
と
の

意
味
で
あ
る
。
歴
史
的
で
あ
る
生
が
具
体
的
に
即
ち
又
歴
史
的
に
、
体
験
さ
れ
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、
生
は

自
己
の
歴
史
的
所
産
た
る
表
現
を
通
っ
て
来
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
理
解
は
生
の
第
三
の
規
定
で
あ
る
。
生
の

以
上
三
つ
の
規
定
は
併
し
同
時
に
生
の
解
釈
の
三
つ
の
規
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
生
を
生
そ
れ
自
身
か
ら
理

解
す
る
と
は
そ
れ
故
、
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
規
定
を
具
え
た
生
の
自
己
解
釈
の
謂
で
あ
る
。
処
で
哲
学
そ
の
も

の
が
、
恰





も
こ
の
生
の
自
己
解
釈
に
外
な
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら
哲
学
の
方
法
は
解
釈
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
当
然
で
あ
る
。
哲
学
が
歴
史
的
方
法
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
で
あ
り
、
従
っ
て
又
夫
が
形
而
上
学
的
体

系
を
持
ち
得
な
い
所
以
で
あ
る
。
形
而
上
学
的
体
系
に
代
る
べ
き
哲
学
は
、
寧
ろ
形
而
上
学
の
基
礎
た
る
諸
世

界
観
の
類
型
の
検
討
を
試
み
る
世
界
観
説
の
如
き
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
夫
は
云
わ
ば
哲
学
で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
関
係
は
実
は
そ
の
ま
ま
同
時
に
精
神
科
学
の
基
礎
で
あ
り
、
そ
の
方
法
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
が
自
然
科
学
に
就
い
て
行
っ
た
処
を
デ
ィ
ル
タ
イ
は
そ
の
所
謂
精
神
科
学
に
就
い
て
行
っ
た
（
精
神
科

学
と
は
リ
ッ
ケ
ル
ト
等
の
文
化
科
学
に
対
応
す
る
が
そ
の
概
念
規
定
を
異
に
す
る
）
。
彼
の
歴
史
学
的
乃
至
哲

学
的
労
作
は
か
か
る
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
学
は
、
何
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よ
り
も
歴
史
哲
学
と
し
て
の
性
格
を
担
っ
て
い
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
生
と
呼
ぶ
も
の
は

云
わ
ば
全
人
間
的
な
夫
で
あ
る
、
人
間
は
そ
こ
に
於
て
表
象
し
感
情
し
意
志
す
る
全
人
と
し
て
生
き
て
い
る
。

人
間
は
自
己
の
環
境
と
の
間
に
、
か
か
る
全
人
的
交
渉
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
作
用
連
関
を
有
ち
、
彼
は
之
を

通
じ
て
歴
史
的
・
社
会
的
連
関
に
密
に
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
諸
作
用
の
ど
の
一
部
分
を
取
っ
て

見
て
も
全
体
（
総
体
）
へ
の
関
係
を
含
ま
な
い
も
の
は
な
い
、
そ
の
意
味
で
部
分
は
常
に
全
体
に
対
し
て
合
目

的
的
な
意
味
を
有
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
精
神
科
学
の
対
象
た
る
こ
の
歴
史
的
・
社
会
的
生
は
、
分
脚
を
具
し
た

全
体
と
し
て
、
全
体
的
な
構
造
連
関
と
し
て
、
現
実
的
に
存
在
し
て
い
る
。
か
か
る
全
体
は
部
分
の
単
な
る
集

合
で
も
な
く
又
内
的
分
節
を
有
た
な
い
単
な
る
一
般
者
で
も
な
い
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
一
対
象
を
そ
の
諸
要
素
か

ら
原
子
論
に
構
成
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
従
っ
て
要
素
と
要
素
と
の
関
係
を
因
果
的
な
も
の
と
し
て
説
明
の
対

象
と
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
吾
々
は
た
だ
之
を
一
つ
の
全
体
と
し
て
分
解
し
記
載
す
る
外
を
許
さ
れ
な
い
。

唯
、
か
く
し
て
の
み
生
は
理
解
（
解
釈
）
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
処
で
生
の
理
解
、
生
の
自
己
解
釈
に
は
、
体

験
、
表
現
、
理
解
の
三
規
定
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
精
神
科
学
に
と
っ
て
は
、
こ
の
夫
々
に
相
応
し
た
三
つ
の
基

礎
が
横
た
わ
る
わ
け
で
あ
る
。
体
験
に
対
応
し
て
は
意
識
の
研
究
と
し
て
の
心
理
学
、
表
現
に
対
応
し
て
は
歴

史
の
研
究
と
し
て
の
歴
史
学
、
両
者
の
総
合
に
当
る
理
解
に
対
応
し
て
は
心
理
学
と
歴
史
学
と
の
結
合
た
る
解

釈
学
。
こ
の
三
つ
の
も
の
が
乃
至
は
こ
の
最
後
の
も
の
が
、
精
神
科
学
の
基
礎
で
あ
り
又
方
法
で
あ
る
。
そ
し

て
之
が
取
り
も
直
さ
ず
哲
学
の
方
法
な
の
で
あ
っ
た
（
但
し
こ
の
心
理
学
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
所
謂
「
記
述
的
分

析
的
心
理
学
」
で
あ
っ
て
、
自
然
科
学
的
な
観
念
連
合
心
理
学
の
こ
と
で
は
な
い
）
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
精
神
科
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学
論
は
、
そ
の
重
心
を
、
心
理
学
の
理
論
か
ら
次
第
に
解
釈
学
の
理
論
の
方
へ
移
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
か
く

て
精
神
科
学
の
基
礎
理
論
は
歴
史
哲
学
と
し
て
の
元
来
の
性
格
を
愈
々
著
し
く
し
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。

　
デ
ィ
ル
タ
イ
は
所
謂
生
の
哲
学
の
代
表
者
と
し
て
フ
ッ
セ
ル
ル
（E.H

usserl

）
等
の
厳
正
科
学
と
し
て
の

哲
学
か
ら
批
判
さ
れ
た
が
、
晩
年
の
彼
は
フ
ッ
セ
ル
ル
か
ら
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
よ
う
に
見
え
る
。
ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
（M

.H
eidegger

）
等
は
丁
度
こ
の
二
人
の
立
場
を
媒
介
す
る
位
置
を
占
め
る
と
も
云
わ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
方
法
か
ら
決
定
的
な
影
響
を
受
け
た
者
の
中
で
は
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
（E.Spranger

）
、

フ
リ
ッ
シ
ャ
イ
ゼ
ン
・
キ
ョ
ー
ラ
ー
（
〔M

.Frischeisen-K
o:hler

〕
）
、
ノ
ー
ル
（H

.N
ohl

）
、
ミ
ッ
シ
ュ

（G
.M

isch

）
、
ト
ゥ
マ
ル
キ
ン
（A

.Tum
arkin

）
等
が
著
名
で
あ
る
。
併
し
元
来
体
系
を
組
織
す
る
こ
と
に

努
力
し
な
か
っ
た
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
学
は
通
常
の
意
味
で
の
後
継
者
を
持
っ
て
い
な
い
。

　
論
著
　
　D

e
principiisethicesSchleierm

acheri,1864;Leben
Schleierm

achers,1870;Einleitung
in

di

　e
G

eistesw
issenschaften,1883;D

ie
EinbildungskraftdesD

ichters,1887;

〔Ideen
u:bereine

beschreib

　ende
und

zergliedernde
Psychologie

〕,1894;D
ie

Jugendgeschichte
H

egels,1905;W
esen

derPhiloso

　phie,1907;D
asErlebnisund

die
D

ichtung,1910-31.
B

riefw
echselzw

ischen
W

.D
ilthey

und
dem

G
r

　afen
Y

ork,1923;G
esam

m
elte-Schriften,8

B
de.,1923-31.

フ
ィ
ヒ
テ
　
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
　Johann

G
ottlieb

Fichte
（
一
七
六
二
　
一
八
一
四
）

12辞典



　
カ
ン
ト
哲
学
か
ら
出
発
し
て
シ
ェ
リ
ン
グ
（F.Schelling

）
、
ヘ
ー
ゲ
ル
（G

.W
.F.H

egel

）
に
直
接
に
影

響
を
与
え
た
ド
イ
ツ
の
有
力
な
哲
学
者
で
あ
り
、
独
逸
観
念
論
の
典
型
的
な
代
表
者
と
看
做
さ
れ
る
。
ザ
ク
セ

ン
州
の
ラ
ン
メ
ナ
ウ
の
貧
し
い
織
紐
工
の
息
子
と
し
て
産
れ
、
道
徳
的
・
宗
教
的
情
操
の
持
主
で
あ
っ
た
。
年

少
に
し
て
レ
ッ
シ
ン
グ
（G

.E.Lessing

）
や
ク
ロ
ッ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
（F.G

.K
lopstock

）
、
ル
ソ
ー
（J.J.

R
ousseau

）
等
に
影
響
さ
れ
、
人
間
社
会
の
良
き
教
師
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
一
豪
族
の
援
助
に
よ
っ
て

一
七
八
〇
年
イ
ェ
ナ
大
学
に
入
り
神
学
を
専
攻
の
傍
ら
言
語
学
、
古
典
学
等
の
研
究
に
従
い
法
律
学
に
は
特
殊

の
興
味
を
有
っ
た
。
後
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
を
経
て
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
大
学
に
転
じ
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
は
家
庭

教
師
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
際
会
し
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
（C

h.d.S.M
ontesquieu

）
や
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

（J.H
.Pestalozzi

）
か
ら
動
か
さ
れ
、
又
ゲ
ー
テ
（J.W

.v.G
oethe

）
や
ウ
ィ
ー
ラ
ン
ト
（C

.M
.W

ieland

）

等
の
詩
人
に
傾
倒
し
た
。
併
し
自
ら
詩
才
に
乏
し
い
の
を
知
っ
て
斯
の
道
を
断
念
し
た
。
未
来
の
忠
実
な
る
妻

ラ
ー
ン
を
得
た
の
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
於
て
で
あ
る
。

　
一
七
九
〇
年
私
講
師
と
し
て
の
フ
ィ
ヒ
テ
は
一
学
生
か
ら
カ
ン
ト
哲
学
の
講
義
を
求
め
ら
れ
之
を
機
会
と
し

て
カ
ン
ト
哲
学
の
研
究
を
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
従
来
彼
を
苦
し
め
て
来
た
決
定
論
と
自
由
意
思
論
と
の

対
立
が
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
始
め
て
解
か
れ
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
た
。
そ
こ
で
翌
年
彼
は
カ
ン
ト
の
神
学
の

立
場
に
立
っ
て
、
『
あ
ら
ゆ
る
啓
示
の
批
判
の
試
み
』
（V

ersuch
einerK

ritik
allerO

ffenbarung

）
を
書
き
、

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
カ
ン
ト
を
訪
ね
、
其
周
旋
に
よ
っ
て
匿
名
の
下
に
之
を
出
版
し
た
（
一
七
九
二
年
）
。

世
人
は
当
時
之
を
カ
ン
ト
の
作
と
評
判
し
た
が
カ
ン
ト
自
身
の
言
明
に
よ
っ
て
フ
ィ
ヒ
テ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
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が
知
れ
、
彼
の
名
は
一
時
に
挙
っ
た
。
一
七
九
三
年
の
第
二
版
で
は
す
で
に
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
（C

.L.R
einhold

）

か
ら
の
影
響
が
著
し
い
。
一
七
九
三
年
シ
ュ
ル
ツ
ェ
（G

.E.Schultze

）
の
著
『
エ
ネ
シ
デ
ム
ス
』
に
対
す
る

評
論
を
発
表
し
、
カ
ン
ト
と
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
と
を
弁
護
し
た
。
こ
の
評
論
は
す
で
に
フ
ィ
ヒ
テ
自
身
の
意
志
と

は
独
立
に
、
こ
の
二
人
の
先
輩
の
立
場
を
踏
み
越
え
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
後
の
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
た
る
「
知

識
学
」
の
萌
芽
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
其
後
直
ち
に
『
知
識
学
又
は
所
謂
哲
学
の
概
念
に
就
い
て
』
（
〔U

:be

rden
B

egriffderW
issenschaftslehre

odersogenannten
Philosophie

〕,1793

）
を
書
き
、
認
め
ら
れ
て
ラ

イ
ン
ホ
ル
ト
の
後
を
襲
っ
て
イ
ェ
ナ
大
学
の
教
授
と
な
る
。
翌
九
四
年
大
著
『
全
知
識
学
の
基
礎
』
（G

rundl

age
dergesam

ten
W

issenschaftslehre,1795

）
に
著
手
し
た
。
当
時
大
学
に
於
け
る
学
生
に
対
す
る
彼
の
影

響
は
極
め
て
大
き
く
、
そ
し
て
彼
自
身
之
に
重
大
な
意
味
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
人
類
の
道
徳
的
教
育
こ

そ
が
『
学
者
の
本
分
』
（
一
七
九
七
年
の
著
書
）
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
（
一
八
〇
五
年
に
は
『
学
者
の
本
質
』

〔U
:berdasW

esen
desG

elehrten

〕
を
講
演
し
た
）
。
さ
て
彼
の
主
著
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
哲
学
の
欠
点
は

統
一
と
体
系
と
に
乏
し
い
こ
と
に
存
す
る
。
カ
ン
ト
哲
学
は
原
理
に
よ
っ
て
組
織
的
に
「
発
生
的
方
法
」
に
従

っ
て
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
そ
う
す
る
た
め
に
は
知
識
の
根
柢
、
諸
学
の
基
礎
を
論
ず
る
「
知
識
学
」

こ
そ
真
の
哲
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
カ
ン
ト
の
所
謂
物
自
体
は
絶
対
自
我
の
概
念
に
ま
で
変
更
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
自
我
と
は
外
で
も
な
い
行
為
的
・
実
践
的
な
事
行
（Tathandlung

）
そ
の

も
の
に
外
な
ら
ぬ
（
カ
ン
ト
に
於
け
る
実
践
理
性
の
優
位
が
こ
れ
）
。
絶
対
自
我
は
自
己
を
自
ら
措
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
初
め
て
自
我
で
あ
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
措
定
作
用
の
過
程
の
中
に
存
在
の
諸
範
疇
が
展
開
し
て
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来
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
自
我
が
理
論
的
な
領
域
で
自
ら
を
措
定
し
て
い
る
限
り
、
夫
は
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も

「
非
我
」
に
撞
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
非
我
は
茲
で
は
却
っ
て
自
我
を
制
限
す
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
併
し

こ
の
非
我
も
実
は
自
我
の
作
用
の
所
産
の
外
で
は
あ
り
得
な
い
筈
で
あ
る
か
ら
、
自
我
は
非
我
を
克
服
し
て
自

ら
の
も
の
と
な
す
べ
き
努
力
の
当
為
を
負
わ
さ
れ
て
来
る
。
こ
の
時
自
我
は
理
論
的
領
域
か
ら
実
践
的
領
域
に

移
り
、
そ
こ
で
初
め
て
非
我
と
の
対
立
を
解
消
し
て
自
我
本
来
の
面
目
に
到
着
す
る
。
之
が
道
徳
の
世
界
で
あ

る
。
処
で
こ
の
叙
述
の
体
系
は
現
実
そ
の
も
の
の
構
造
と
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
云
う

の
は
之
は
現
実
に
関
す
る
思
想
で
は
な
く
て
、
こ
の
思
想
そ
の
も
の
が
現
実
だ
と
云
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て

こ
そ
初
め
て
哲
学
は
真
正
の
意
味
で
の
体
系
を
有
つ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
う
考
え
る
こ
と
が
観
念
論
の
典
型
た

る
所
以
で
あ
る
。
但
し
茲
で
い
う
自
我
は
決
し
て
個
人
的
な
経
験
的
な
自
己
で
も
な
く
又
所
謂
意
識
と
い
う
如

き
主
観
で
も
な
い
。
そ
の
限
り
フ
ィ
ヒ
テ
の
立
場
は
寧
ろ
客
観
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
く
又
よ
り
正
し
く

は
主
客
の
対
立
を
絶
し
た
絶
対
的
な
立
場
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
七
九
六
年
『
知
識
学
の
原
理
に
よ

る
自
然
法
の
基
礎
』
（G

rundlage des N
aturrechts nach den Prinzipien der W

issenschaftslehre

）
を
出
版
。

『
知
識
学
序
説
』
第
一
及
び
第
二
（Erste und zw

eite Einleitung in die W
issenschaftslehre

）
は
九
七
年
、

『
学
者
の
本
分
』
（B

estim
m

ung des G
elehrten

）
も
同
年
、
『
知
識
学
の
新
敍
述
の
試
み
』
（V

ersuch ein

er neuen D
arstellung der W

issenschaftslehre

）
も
同
年
に
出
た
。

　
一
七
九
八
年
の
『
道
徳
論
』
（D

as System
 der Sittenlehre nach den Prinzipien der W

issenschaftslehre

）

に
よ
れ
ば
、
吾
々
の
唯
一
の
信
仰
の
対
象
は
人
格
の
自
由
と
義
務
と
で
あ
る
。
之
こ
そ
が
神
の
世
界
支
配
と
い

15



う
こ
と
の
唯
一
の
意
味
で
あ
る
。
活
き
た
道
徳
的
秩
序
が
そ
れ
自
身
神
な
の
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
思
想
は
、
同

年
フ
ォ
ル
ベ
ル
ク
（F.K

.Forberg

）
の
論
文
へ
の
序
論
と
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
が
書
い
た
「
神
的
世
界
支
配
へ
の

我
々
の
信
仰
の
根
拠
に
就
い
て
」
に
も
現
わ
れ
た
。
処
が
彼
は
、
こ
の
論
文
が
無
神
論
を
説
く
も
の
で
あ
る
と

い
う
理
由
で
、
フ
ォ
ル
ベ
ル
ク
と
共
に
訴
え
ら
れ
、
か
ね
て
の
同
僚
と
の
不
和
や
政
府
に
対
す
る
フ
ィ
ヒ
テ
の

強
情
も
手
伝
っ
て
、
一
七
九
九
年
彼
は
イ
ェ
ナ
大
学
の
教
職
を
失
い
、
ベ
ル
リ
ン
に
移
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
之
が
フ
ィ
ヒ
テ
の
無
神
論
争
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
八
〇
〇
年
『
人
間
の
招
命
』
（B

estim
m

ung
desM

enschen

）
、
『
封
鎖
的
商
業
国
家
』
（D

ergeschlossene
H

andelsstaat,ein
philosophischerEnt

w
urfalsA

nhang
zurR

echtslehre

）
を
書
く
。
前
者
に
於
て
吾
々
は
、
彼
の
『
知
識
学
』
の
中
に
、
平
素
の

宗
教
哲
学
的
研
究
が
如
何
に
次
第
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
か
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
八
〇
四
年
以
降
の
彼

は
新
約
の
ヨ
ハ
ネ
書
の
研
究
に
よ
っ
て
こ
の
傾
向
を
愈
々
著
し
く
し
た
。
一
八
〇
四
年
の
『
知
識
学
』
に
よ
れ

ば
従
前
の
知
識
学
に
出
て
い
た
自
我
の
概
念
は
も
は
や
単
に
倫
理
的
な
努
力
と
い
う
規
定
を
持
つ
も
の
で
は
な

く
な
っ
て
宗
教
的
な
諦
観
の
色
彩
を
以
て
描
か
れ
て
い
る
。
自
我
は
絶
対
的
実
在
と
し
て
の
神
と
な
る
。
世
界

の
根
柢
に
は
愛
が
横
た
わ
る
、
人
間
的
自
由
の
目
的
は
絶
対
知
と
し
て
の
浄
福
で
あ
る
。
一
八
〇
六
年
に
は

『
聖
浄
生
活
へ
の
指
針
又
は
宗
教
論
』
（D

ie
A

nw
eisung

zum
seligen

Leben
od.die

R
eligionslehre

）
が

出
た
。
同
年
『
現
代
の
特
色
』
（
〔G

rundzu:ge
dergegenw

a:rtigen
Zeitalters

〕
）
が
出
て
い
る
。
吾
々
の

存
在
の
根
拠
た
る
こ
の
神
的
愛
に
於
て
初
め
て
吾
々
は
団
体
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
自
己

は
団
体
に
於
て
初
め
て
自
己
の
目
的
を
見
出
す
、
神
的
愛
に
基
い
た
此
真
の
団
体
は
神
の
啓
示
で
あ
る
。
で
今
、
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祖
国
と
い
う
団
体
の
内
に
現
わ
れ
る
神
的
な
る
も
の
を
愛
す
る
こ
と
が
真
の
愛
国
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か

く
て
「
独
逸
国
民
に
告
ぐ
」
（R

eden an die deutsche N
ation

）
が
仏
軍
侵
入
の
際
（
一
八
〇
七
　
一
八
〇
八

年
）
ベ
ル
リ
ン
に
於
け
る
講
演
と
な
っ
た
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
す
で
に
一
八
〇
五
年
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
の
教
授
に

任
命
さ
れ
、
翌
年
亦
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
の
教
授
と
し
て
仮
の
任
命
を
受
け
た
が
、
一
八
一
〇
年
ベ
ル
リ

ン
大
学
が
建
設
さ
れ
る
に
当
っ
て
該
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
対
す
る
社
会
一
般
の
信
望
は
日
に
日

に
大
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
一
二
年
に
再
び
『
道
徳
論
の
体
系
』
を
書
い
て
い
る
が
、
以
前
の

道
徳
論
と
比
較
し
て
宗
教
的
色
彩
が
濃
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
個
人
の
性
格
は
団
体
へ
関
与
す
る
こ
と

に
於
て
初
め
て
成
り
立
ち
、
団
体
意
識
こ
そ
真
の
道
徳
的
意
識
で
あ
る
。
義
務
や
当
為
は
従
前
と
は
異
っ
て
も

は
や
道
徳
の
内
的
本
質
で
は
な
く
、
そ
の
根
柢
に
は
之
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
愛
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
説

か
れ
て
い
る
。
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
の
諸
叙
述
が
次
第
に
論
理
的
な
も
の
か
ら
宗
教
的
な
も
の
に
移
行
し

て
行
っ
た
こ
と
は
興
味
あ
る
事
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
始
め
当
為
や
努
力
の
裡
に
考
え
ら
れ
て
い

た
意
志
の
弁
証
法
は
、
後
に
到
っ
て
は
も
は
や
現
実
自
身
の
も
つ
規
定
で
は
な
く
て
絶
対
者
た
る
現
実
に
関
す

る
体
系
的
叙
述
の
み
が
有
つ
規
定
に
ま
で
限
定
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
　
　
祖
国
の
た
め
に
全
力
を

挙
げ
て
い
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
衛
戌
病
院
に
特
志
看
護
婦
と
し
て
働
い
て
い
た
忠
実
な
妻
が
チ
ブ
ス

で
倒
れ
て
間
も
な
く
、
妻
の
病
気
が
伝
染
し
て
死
ん
だ
。

　
カ
ン
ト
自
身
は
夫
を
承
認
し
な
か
っ
た
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
初
め
自
分
の
哲
学
が
全
く
カ
ン
ト
哲
学
を
原
理
に

よ
っ
て
組
織
化
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
と
信
じ
て
い
た
。
こ
の
組
織
・
体
系
の
概
念
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
の
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体
系
に
到
っ
て
最
も
具
体
的
な
形
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
フ
ィ
ヒ
テ
の
観
念
論
が
カ
ン
ト
の
夫
と
異
な

る
特
色
は
そ
れ
が
何
よ
り
も
専
ら
倫
理
的
或
い
は
宗
教
的
で
あ
っ
た
点
に
存
す
る
。
と
云
う
の
は
フ
ィ
ヒ
テ
に

と
っ
て
は
カ
ン
ト
が
実
は
最
初
の
問
題
と
な
し
、
後
に
は
ま
た
シ
ェ
リ
ン
グ
が
取
り
上
げ
た
処
の
自
然
と
い
う

概
念
は
、
至
極
軽
い
位
置
を
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
全
集
は
同
じ
く
哲
学
者
で
あ

る
息
子
の
小
フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
（
本
集
八
巻
、
遺
稿
三
巻
）
（
一
八
三
四
　
五
年
）
。
メ
デ
ィ

ク
ス
（F.M

edicus
）
の
編
纂
に
か
か
る
選
集
（
六
巻
）
（
一
九
〇
八
　
一
二
年
）
が
あ
る
。

　
参
考
文
献
　
　H

ase,K
.,

〔TenaischesFchte-B
u:chlein

〕,1856;Loew
e,J.H

.,D
ie

Philosophie
Fichte

　s,1862;Lassalle,F.,D
ie

Philosophie
Fichtesund

die
B

edeutung
desdeutschen

V
olksgeistes,1862;

　W
indelband,W

.,FichtesIdee
desdeutschen

Staates,1890;R
ickert,H

.,FichtesA
theism

usstreit,1899;

　Fischer,K
.,FichtesLeben,W

erke
und

Lehre,1900;

〔Le'on

〕,X
.,La

Philosophie
de

Fichte,1902;

　Lask,E.,FichtesIdealism
usund

die
G

eschichte,1902;Fuchs,E.,V
om

W
erden

dreierD
enker,1904;

　M
edicus,F.,Fichte,1905.

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
　
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
　G

eorgiiV
alentinovich

Plekhanov

（
一
八
五

　
　
六
　
一
九
一
八
）

　
ロ
シ
ア
に
於
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
卓
越
し
た
理
論
家
で
あ
り
同
時
に
実
践
家
で
あ
る
。
今
日
の
ロ
シ
ア
・
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マ
ル
ク
ス
主
義
の
た
め
に
哲
学
的
基
礎
を
固
め
た
点
と
、
ロ
シ
ア
共
産
党
の
成
立
及
び
発
展
に
与
っ
て
極
め
て

有
力
で
あ
っ
た
点
と
で
、
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
人
物
。
就
中
政
治
的
指
導
者
の
第
一
人
者
と
し
て
レ
ー
ニ
ン

を
推
す
な
ら
ば
之
に
並
ぶ
べ
き
理
論
家
は
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
を
措
い
て
外
に
な
い
。
タ
ン
ボ
フ
県
に
生
れ
、
学
生

時
代
か
ら
夙
に
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
（
人
民
主
義
者
）
の
群
に
投
じ
て
革
命
運
動
に
参
加
し
、
後
『
土
地
と
自
由
』

誌
に
拠
っ
て
有
力
な
活
動
を
試
み
た
。
一
八
七
八
・
九
年
の
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
刺
戟
さ
れ
て

同
誌
上
に
ロ
シ
ア
労
働
運
動
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
て
い
る
が
そ
こ
に
於
て
は
ま
だ
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
風
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
捨
て
得
な
か
っ
た
に
拘
ら
ず
、
す
で
に
マ
ル
ク
ス
主
義
的
鋒
芒
が
現
わ
れ
て
い
る
の
を
見
逃
せ

な
い
。
之
は
ま
だ
彼
が
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
文
献
を
読
ん
で
い
な
い
時
の
こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
・

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
述
に
親
し
ん
で
愈
々
真
正
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
八
〇
年
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
亡
命
し
た
以
後
で
あ
り
、
こ
の
時
始
め
て
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
完
全
に
脱
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
一
八
八
三
年
『
社
会
主
義
と
政
治
闘
争
』
を
著
す
。
翌
年
ア
ク
セ
リ
ロ
ー
ト
（P. A

kselrod

）
、
ド
イ

ッ
チ
ュ
（L. D

eutsch

）
、
ザ
ス
ー
リ
チ
（V

. Zasulich

）
と
共
に
、
ロ
シ
ア
に
於
け
る
最
初
の
社
会
民
主
主

義
的
組
織
で
あ
る
「
労
働
解
放
団
」
を
組
織
し
た
。
之
が
今
日
の
ロ
シ
ア
共
産
党
の
母
胎
た
る
社
会
民
主
主
義

労
働
党
の
前
身
で
あ
る
。

　
彼
は
単
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
優
れ
た
る
弘
布
者
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
根

本
思
想
の
正
統
を
継
ぐ
深
刻
に
し
て
独
自
な
理
論
的
闘
将
で
あ
り
、
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
の
展
開
擁
護
の
た
め

に
誠
に
輝
か
し
い
独
創
を
示
し
た
。
彼
は
夙
に
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
親
し
む
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
就
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中
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（E.B

ernstein

）
の
率
い
る
マ
ル
ク
ス
修
正
派
が
有
力
に
な
っ
て
来
た
時
（
一
八
九
〇

年
）
、
彼
は
何
が
真
正
の
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
る
か
を
示
す
こ
と
に
於
て
絶
大
な
理
論
的
功
績
を
示
し
た
。

修
正
派
が
当
時
の
現
実
の
経
済
並
び
に
社
会
状
勢
を
理
由
と
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
を
補
正
す
べ
き
で
あ
る
と
説

い
た
に
対
し
て
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
之
等
自
称
批
判
者
達
の
非
弁
証
法
的
思
惟
方
法
が
何
等
マ
ル
ク
ス
主
義
の

補
正
で
は
な
く
て
そ
の
歪
曲
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
一
蹴
し
た
。
国
際
的
「
日
和
見
主
義
」
或
は
ロ

シ
ア
に
於
け
る
そ
の
分
派
た
る
「
経
済
主
義
」
と
「
ス
ト
ゥ
ル
ー
ヴ
ェ
主
義
」
と
に
対
す
る
、
又
「
ロ
シ
ア
社

会
学
派
」
の
主
観
主
義
や
又
は
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
主
義
や
に
対
す
る
闘
争
に
於
て
も
、
彼
の
右
に
出
た
者
を
見
な

い
。
彼
は
か
く
て
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
を
組
織
的
に
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
的
な
社
会
主
義
運
動
の
た

め
に
稀
に
見
る
大
き
な
実
践
的
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
故
レ
ー
ニ
ン
は
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
著
述
を
能
く
学
ぶ
の

で
な
け
れ
ば
マ
ル
ク
ス
主
義
を
根
本
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
云
っ
て
い
る
。
実
際
こ
の
時
期
に
於

て
書
か
れ
た
凡
ゆ
る
領
域
に
於
け
る
彼
の
理
論
的
労
作
は
世
界
的
文
献
と
し
て
通
用
し
た
し
、
又
今
後
も
そ
う

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
『
無
政
府
主
義
と
社
会
主
義
』
は
一
八
九
四
年
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
、
間
も

な
く
英
・
独
語
に
飜
訳
さ
れ
た
。
『
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
研
究
』
も
同
年
に
出
版
、
哲
学
的
著
作
と
し

て
最
も
重
き
を
な
し
て
い
る
『
一
元
論
的
歴
史
観
の
展
開
の
問
題
に
対
し
て
』
（
川
内
唯
彦
訳
、
史
的
一
元
論
）

は
一
八
九
五
年
ツ
ァ
ー
リ
の
検
閲
の
網
を
潜
っ
て
ロ
シ
ア
語
で
出
版
さ
れ
た
。
一
八
九
六
年
に
は
『
唯
物
論
史

の
た
め
の
寄
与
』
（
恐
ら
く
母
語
で
書
か
れ
た
も
の
）
が
出
版
さ
れ
た
。

　
彼
は
一
八
八
九
年
以
来
第
二
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
主
導
者
と
し
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
、
ベ
ー
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ベ
ル
等
と
共
に
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
中
で
も
彼
と
レ
ー
ニ
ン
と
の
関
係
は
最
も
宿
命
的
で
あ
っ
た
よ

う
に
見
え
る
。
後
輩
レ
ー
ニ
ン
の
台
頭
と
共
に
十
数
年
来
の
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
権
威
は
す
で
に
多
少
の
動
揺
を

免
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ロ
シ
ア
社
会
民
主
党
の
第
二
回
大
会
（
一
九
〇
三
年
）
を
経
る
ま
で
は
、
こ
の

二
人
の
代
表
的
闘
士
は
恰
も
各
々
の
分
担
を
協
定
し
た
か
の
よ
う
に
夫
々
政
治
闘
争
と
理
論
闘
争
と
を
以
て
相

寄
り
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
両
者
は
機
関
紙
『
イ
ス
ク
ラ
』
（
火
花
）
と
『
ザ
リ
ャ
ー
』
（
黎
明
）

と
に
拠
っ
て
経
済
主
義
へ
の
偏
向
の
克
服
と
中
央
集
権
的
革
命
党
へ
の
結
成
と
の
た
め
に
戦
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
回
大
会
に
当
っ
て
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
が
分
裂
す
る
に
到
っ
た
時
、
『
イ
ス
ク
ラ
』

を
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
指
導
の
下
に
編
集
す
べ
く
選
ば
れ
た
の
も
こ
の
二
人
で
あ
っ
た
。
之
に
拠
っ
て
プ
レ
ハ

ー
ノ
フ
は
昔
日
の
才
能
を
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
し
て
再
び
思
う
ま
ま
に
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
処
が
そ
の

後
数
ヵ
月
を
出
な
い
中
、
彼
は
イ
ス
ク
ラ
編
集
者
と
し
て
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
人
々
を
も
迎
え
る
事
を
提
言
す

る
に
到
っ
た
が
、
レ
ー
ニ
ン
は
之
を
却
け
て
イ
ス
ク
ラ
を
脱
退
し
た
。
か
く
て
イ
ス
ク
ラ
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

の
も
の
と
な
り
、
レ
ー
ニ
ン
と
袂
別
し
た
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
爾
後
暫
く
の
間
全
く
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
し
て

止
ま
っ
た
（
『
吾
等
の
批
判
者
の
批
判
』
が
一
九
〇
六
年
ロ
シ
ア
語
で
出
版
さ
れ
た
）
。
併
し
社
会
民
主
党
が

そ
の
苦
難
期
（
一
九
〇
七
年
後
の
数
年
間
）
に
入
る
や
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
結
果
に
於
て
再
び
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
の
味
方
と
な
り
党
の
た
め
に
計
り
知
れ
ぬ
功
績
を
立
て
た
。
彼
は
再
び
レ
ー
ニ
ン
と
共
に
一
方
に
於
て
は
党

内
の
経
験
批
判
論
者
に
対
し
て
、
他
方
に
於
い
て
は
党
清
算
主
義
者
に
対
し
て
、
奮
闘
を
続
け
た
（
レ
ー
ニ
ン

の
『
唯
物
論
と
経
験
批
判
論
』
は
一
九
〇
九
年
に
出
て
い
る
、
そ
し
て
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
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根
本
問
題
』
は
一
九
〇
八
年
に
出
た
）
。
特
に
当
時
依
然
と
し
て
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
権
威
で
あ
っ
た
彼
が
、

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
し
て
止
り
な
が
ら
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
党
清
算
主
義
者
に
対
し
て
破
壊
的
な
演
説
を
敢

行
し
た
こ
と
は
、
レ
ー
ニ
ン
等
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
と
っ
て
は
百
万
の
味
方
に
値
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ボ
リ
シ

ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
へ
の
彼
の
接
近
は
一
九
一
二
年
ま
で
続
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
然
る
に
欧
州
大
戦
に
臨
ん
で
は
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
極
端
な
る
社
会
愛
国
主
義
的
立
場
を
取
り
、
一
九
一
七
年

の
三
月
革
命
を
経
て
も
そ
の
立
場
を
棄
て
な
か
っ
た
。
彼
は
死
に
到
る
ま
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
権
力
を
承
認
し
な
か

っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
十
月
革
命
（
一
九
一
七
年
）
の
成
就
し
た
後
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
及
び
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政

府
に
対
し
て
公
然
の
敵
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
を
躊
躇
し
た
。
一
九
〇
五
年
（
党
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
第
三
回
大

会
・
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
第
一
回
大
会
の
年
）
以
来
、
『
ロ
シ
ア
社
会
思
想
史
』
の
著
述
に
取
り
掛
り
、
一
九
一

四
年
第
一
巻
を
出
版
し
た
が
、
こ
の
書
物
に
於
け
る
研
究
方
法
の
中
に
す
で
に
、
何
故
彼
が
祖
国
防
衛
主
義
者

と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。

　
上
記
以
外
の
労
作
は
多
くN

eue
Zeit

誌
上
に
発
表
さ
れ
た
が
邦
訳
と
な
っ
た
著
述
は
『
階
級
社
会
の
芸
術
』

（
蔵
原
惟
人
訳
）
、
『
芸
術
論
』
（
外
村
史
郎
訳
）
、
『
文
学
論
』
（
外
村
史
郎
訳
）
、
『
マ
ル
ク
ス
主
義
宗

教
論
』
（
川
内
唯
彦
訳
）
等
で
あ
る
。
何
れ
も
マ
ル
ク
ス
主
義
的
文
化
理
論
の
典
型
と
看
做
さ
れ
る
。
全
集

（
リ
ヤ
ザ
ー
ノ
フ
編
集
、
ロ
シ
ア
版
二
六
巻
、
一
九
二
三
　
二
五
）
が
出
て
い
る
。
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弁
証
法
　
ベ
ン
シ
ョ
ウ
ホ
ウ
　
【
英
】D

ialectic

【
独
】D

ialektik

【
仏
】D

ialectique.
　
ギ
リ
シ
ア
語 

〔dialektike^

〕 

に
基
く
。
弁
証
法
と
も
訳
す
。
本
来
会
話
の
技
術
又
は
弁
論
の
仕
方
を
意
味

す
る
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
哲
学
上
の
一
定
の
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
様
々
の
変
遷

を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
一
応
の
哲
学
史
の
上
で
は
弁
証
法
は
、
特
定
の
幾
人
か
の
併
し
多
く
は
非
常
に

優
れ
た
哲
学
者
の
、
思
想
の
内
に
だ
け
現
わ
れ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
併
し
実
は
之
は
意
識
す
る
と
否
と
に

拘
ら
ず
、
殆
ん
ど
凡
ゆ
る
思
想
に
於
て
見
出
す
こ
と
の
出
来
る
根
本
的
な
一
関
係
で
あ
る
と
云
っ
て
も
好
い
。

　
弁
証
法
は
一
切
の
存
在
と
一
切
の
思
惟
と
に
関
す
る
根
本
的
な
規
定
で
あ
っ
た
し
、
又
現
に
そ
う
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
で
あ
る
か
ら
存
在
を
根
本
的
に
思
惟
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
問
題
が
お
の
ず
か
ら
弁
証
法
に
関
係

し
て
来
る
と
い
う
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
実
際
、
存
在
に
関
す
る
思
惟
の
比
較
的
特
色
あ
る
場
合
を
、
吾
々
は

エ
レ
ア
主
義
と
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
主
義
と
の
典
型
的
な
対
立
に
於
て
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
之
が
ま
た
同
時
に

弁
証
法
の
様
々
な
出
発
の
仕
方
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
エ
レ
ア
学
派
の
祖
で
あ
る
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
（
〔Par

m
enide^s

〕
）
に
よ
れ
ば
、
凡
そ
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
一
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
存
在
は
常
に

一
つ
で
あ
り
且
つ
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
性
格
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
存
在
は
多
で
あ
り
得
ず
差
異
を
有
ち

得
な
い
、
従
っ
て
又
変
化
・
運
動
な
る
も
の
も
存
在
に
は
在
り
得
な
い
。
エ
レ
ア
の
ゼ
ノ
ン
（
〔Ze^no^n

〕
）

は
こ
の
主
張
を
裏
か
ら
証
明
す
る
た
め
に
、
吾
々
が
経
験
上
信
じ
て
い
る
運
動
及
び
多
の
概
念
を
仮
定
し
た
上

で
、
之
を
理
性
に
よ
っ
て
分
析
し
て
見
る
と
様
々
の
逆
説
が
生
じ
て
来
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
之
等
の
逆
説
は

無
論
要
す
る
に
逆
説
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
逆
説
を
指
摘
す
る
と
い
う
こ
と
は
結
局
、
運
動
及
び
多
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が
平
面
的
な
理
性
に
よ
っ
て
は
構
成
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
を
無
意
識
的
に
気
付
い
て
い
る
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。

即
ち
運
動
及
び
多
は
（
吾
々
の
言
葉
で
云
え
ば
）
た
だ
弁
証
法
的
に
し
か
把
握
出
来
な
い
こ
と
を
適



々
裏
か
ら

告
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ゼ
ノ
ン
に
よ
れ
ば
存
在
は
矛
盾
を
含
む
こ
と
が
出
来
な
い
、
然
る
に
運
動
及
び
多
は

矛
盾
的
に
し
か
把
握
出
来
な
い
、
だ
か
ら
運
動
及
び
多
は
存
在
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
矛

盾
の
あ
り
得
る
場
所
は
決
し
て
存
在
で
は
な
い
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
主
観
的
な
思
惟
に
於
て
で
あ
る
。
か

く
て
彼
の
意
図
に
反
し
て
彼
自
身
が
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
所
の
弁
証
法
は
、
主
観
の
内
に
そ
の
位
置
を

持
つ
（
後
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
こ
の
点
か
ら
ゼ
ノ
ン
を
弁
証
法
の
鼻
祖
だ
と
書
い
て
い
る
。
ゼ
ノ
ン
は
運
動

及
び
多
の
概
念
を
一
旦
肯
定
す
る
事
に
よ
っ
て
其
の
否
定
を
導
き
出
し
た
、
こ
の
点
に
於
て
も
亦
彼
は
弁
証
法

的
で
あ
っ
た
）
。
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
（
〔H

e^rakleitos

〕
）
は
エ
レ
ア
学
派
と
全
く
正
反
対
な
存
在
の
概
念

を
有
っ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
存
在
は
一
者
で
は
な
く
て
多
で
あ
り
、
従
っ
て
分
裂
で
あ
り
闘
争
で
あ
る
。
存

在
は
相
互
に
闘
争
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
生
成
す
る
の
で
あ
り
（
「
闘
争
は
万
物
の
父
」
）
、
従
っ
て
存

在
は
変
化
、
運
動
を
そ
の
性
格
と
す
る
。
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
生
成
、
変
化
、
運
動
す
る
こ
と
に
外
な
ら

な
い
。
存
在
は
運
動
す
る
も
の
で
あ
っ
て
固
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
人
々
は
こ
の
点
か
ら
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト

ス
を
弁
証
法
の
祖
と
呼
ん
で
い
る
。
彼
の
弁
証
法
は
ゼ
ノ
ン
の
夫
と
は
異
っ
て
存
在
自
身
の
内
に
位
置
す
る
所

の
客
観
的
な
弁
証
法
で
あ
る
。
云
う
な
ら
ば
ゼ
ノ
ン
の
は
思
惟
の
弁
証
法
で
あ
り
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
は
存

在
の
弁
証
法
で
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
弁
証
法
は
存
在
に
対
す
る
二
種
類
の
態
度
か
ら
結
果
し
た
の
で
あ
り
、

後
々
の
諸
弁
証
法
の
二
つ
の
典
型
の
源
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
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経
験
的
知
識
の
客
観
性
を
疑
っ
た
点
で
エ
レ
ア
の
ゼ
ノ
ン
と
同
じ
態
度
を
取
っ
た
ソ
フ
ィ
ス
ト
達
は
、
ヘ
ラ

ク
レ
イ
ト
ス
が
存
在
に
与
え
た
矛
盾
性
を
ば
思
惟
に
付
与
し
て
相
対
主
義
を
取
り
（
「
人
間
は
万
物
の
尺
度
」

）
、
之
を
主
張
す
る
た
め
に
詭
弁
を
用
い
て
論
敵
を
破
っ
た
。
こ
の
弁
論
術
を
自
ら
弁
証
法
と
名
づ
け
た
の
で

あ
る
。
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
（
〔Pro^tagoras

〕
）
に
対
立
し
て
彼
自
身
恐
ら
く
最
大
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
で
あ
っ
た
所

の
ソ
ク
ラ
テ
ス
（
〔So^krate^s

〕
）
は
併
し
、
却
っ
て
真
理
の
絶
対
性
の
信
念
の
下
に
、
世
人
の
持
つ
誤
っ

た
独
断
的
知
識
の
粉
砕
に
力



め
、
対
話
、
問
答
を
用
い
て
知
者
と
自
称
す
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
達
を
追
求
し
た
。
こ

の
対
話
術
が
彼
の
弁
証
法
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
対
話
術
の
精
神
は
プ
ラ
ト
ン
の
諸
対
話
篇
と
な
っ
た
の
で

あ
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
其
等
対
話
篇
を
通
じ
て
、
諸
概
念
の
帰
納
と
演
繹
と
を
極
め
て
理
論
的
に
展
開
し
た
。
こ

の
彼
独
特
の
概
念
分
析
を
プ
ラ
ト
ン
は
最
高
の
知
識
の
形
式
（
哲
学
）
と
考
え
、
こ
の
学
乃
至
方
法
を
弁
証
法

と
名
づ
け
た
。
弁
証
法
は
プ
ラ
ト
ン
に
至
っ
て
初
め
て
哲
学
的
方
法
の
名
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
弁
証
法
が
プ

ラ
ト
ン
に
於
て
か
く
も
積
極
的
な
も
の
と
な
り
か
く
も
質
量
あ
る
も
の
と
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
之
が
結
局
の

処
存
在
そ
れ
自
身
に
は
関
わ
り
な
い
主
観
の
概
念
分
析
の
内
側
に
留
ま
っ
て
い
た
弁
証
法
で
あ
る
こ
と
を
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
成
程
弁
証
法
は
存
在
と
い
う
対
象
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
方
法
に
違
い
な
い
の
で

あ
る
が
、
併
し
プ
ラ
ト
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
存
在
そ
れ
自
身
が
全
く
固
定
し
た
、
地
上
か
ら
浮
き
上
っ
て
凝
結
し

た
、
イ
デ
ア
な
の
で
あ
る
。
見
ら
れ
る
も
の
を
意
味
す
る
イ
デ
ア
の
概
念
は
、
そ
れ
に
就
い
て
の
近
代
風
の
解

釈
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
も
、
要
す
る
に
何
か
幾
何
学
的
図
形
を
表
象
さ
せ
る
よ
う
な
そ
う
い
う
一
定
形
態
（
形

相
、
形
式
、
エ
イ
ド
ス
、
本
質
）
を
指
し
示
す
。
そ
れ
は
生
成
変
化
す
る
も
の
の
正
反
対
物
で
あ
り
、
又
そ
れ
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で
あ
れ
ば
こ
そ
感
性
界
の
有
為
転
変
の
彼
岸
と
し
て
プ
ラ
ト
ン
が
召
し
出
し
た
所
の
も
の
で
あ
る
。
も
し
仮
に

存
在
自
身
が
弁
証
法
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
存
在
は
仮
現
の
世
界
で
あ
っ
て
ま
だ
真
の
存
在
界
に
は
属
さ
な

い
で
あ
ろ
う
。
イ
デ
ア
自
身
は
、
で
あ
る
か
ら
到
底
弁
証
法
的
で
は
な
い
。
か
く
て
プ
ラ
ト
ン
の
弁
証
法
は
か

の
主
観
的
弁
証
法
に
属
す
る
峻
峯
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
夙
に
対
話
篇
的
な
労
作
を
脱
し
て
実
証
的
な
諸
材

料
を
科
学
的
に
整
理
し
よ
う
と
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
併
し
、
プ
ラ
ト
ン
の
理
論
の
も
つ
弁
証
法
の
意
義
を
、

単
に
学
問
の
準
備
的
手
段
・
思
惟
の
訓
練
と
論
争
と
の
手
段
に
過
ぎ
ぬ
も
の
に
ま
で
堕
し
た
。
プ
ラ
ト
ン
の
主

観
的
弁
証
法
が
積
極
的
で
あ
る
な
ら
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
夫
は
消
極
的
と
呼
ば
れ
て
好
い
（
積
極
的
と
消
極

的
と
の
こ
の
区
別
は
後
に
夫
々
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
カ
ン
ト
と
の
弁
証
法
に
就
い
て
も
一
応
通
用
す
る
で
あ
ろ
う
）
。

　
以
上
の
一
連
の
主
観
的
弁
証
法
に
対
し
て
客
観
的
弁
証
法
を
取
っ
た
も
の
は
、
新
プ
ラ
ト
ン
学
派
の
最
後
の

代
表
者
プ
ロ
ク
ロ
ス
（Proklos

）
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
師
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
（
〔Plo^tinos

〕
）
に
よ
れ
ば

真
の
存
在
た
る
神
性
は
一
者
で
あ
り
、
こ
の
一
者
が
形
相
（
形
式
）
か
ら
初
め
て
質
料
に
至
る
ま
で
の
凡
て
の

範
疇
を
ば
自
ら
を
損
ず
る
こ
と
な
く
分
出
す
る
の
で
あ
り
、
而
も
こ
れ
等
諸
分
出
は
終
に
一
者
の
内
を
出
な
い

の
で
あ
る
か
ら
結
局
一
者
へ
の
復
帰
を
意
味
す
る
。
か
か
る
一
者
の
一
般
か
ら
特
殊
へ
の
展
開
過
程
（
分
出
過

程
）
を
プ
ロ
ク
ロ
ス
は
弁
証
法
と
考
え
た
。
云
う
ま
で
も
な
く
之
は
思
惟
乃
至
方
法
と
し
て
の
弁
証
法
で
は
な

く
て
実
在
の
過
程
と
し
て
の
夫
で
あ
る
。
併
し
こ
の
客
観
的
弁
証
法
は
新
プ
ラ
ト
ン
学
派
自
体
が
そ
う
あ
る
よ

う
に
単
に
東
邦
の
宗
教
意
識
に
動
機
さ
れ
て
い
る
意
味
で
ば
か
り
で
は
な
く
、
理
論
的
解
明
を
容
れ
難
い
点
で

神
秘
的
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
実
際
客
観
的
弁
証
法
の
最
も
重
大
な
要
点
は
如
何
に
し
て
凡
ゆ
る
意
味
で

26辞典



の
神
秘
主
義
を
脱
却
す
る
か
に
あ
る
だ
ろ
う
。
今
の
場
合
は
然
る
に
却
っ
て
こ
の
困
難
の
最
も
著
し
い
典
型
で

あ
る
。
ニ
コ
ラ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
（N

. C
usanus

）
等
の
所
謂
「
反
対
の
一
致
」
は
、
実
は
弁
証
法
（
無
論
客

観
に
於
い
て
の
）
の
神
秘
主
義
的
断
念
に
外
な
ら
な
い
。

　
ギ
リ
シ
ア
哲
学
乃
至
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
哲
学
以
来
、
弁
証
法
を
そ
の
体
系
に
上
程
し
た
の
は
カ
ン
ト
（I. 

K
ant

）
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
批
判
主
義
の
精
神
は
、
従
来
の
形
而
上
学
の
批
判
、
又
は
真
の
形
而
上
学
の
た
め

の
理
性
の
批
判
に
外
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
で
第
一
に
問
題
と
な
る
の
は
従
来
真
の
存
在
と
考
え
ら
れ
て
来
た
在

り
の
ま
ま
の
物
（
物
自
体
）
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
物
が
そ
れ
自
体
に
何
で
あ
る
か
、
如
何
に
あ
る
か
、

と
い
う
こ
と
は
理
性
（
但
し
理
論
的
理
性
）
に
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
得
な
い
。
理
性
は
た
だ
、
感
性
に
現
わ
れ

た
、
経
験
的
材
料
と
結
合
し
て
初
め
て
、
経
験
と
い
う
一
定
内
容
あ
る
認
識
を
有
つ
こ
と
が
出
来
る
に
過
ぎ
な

い
。
こ
の
経
験
界
を
超
越
し
た
物
自
体
に
就
い
て
理
論
的
理
性
は
何
物
を
も
決
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
併

し
事
実
上
理
性
は
物
自
体
の
存
在
を
仮
定
す
る
要
求
を
捨
て
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
そ
こ
で
物
自
体
に
就
い
て

何
等
の
内
容
的
な
規
定
を
も
与
え
得
な
い
理
性
が
、
経
験
界
を
超
越
し
た
こ
の
物
自
体
に
就
い
て
何
か
を
規
定

し
得
る
か
の
よ
う
な
仮
象
を
産
む
の
が
事
実
で
あ
る
。
こ
の
超
越
的
（
先
験
的
）
仮
象
の
論
理
（
批
判
）
が
カ

ン
ト
の
名
づ
け
る
先
験
的
弁
証
法
で
あ
る
。
彼
の
先
験
的
弁
証
法
は
（
特
に
二
律
背
反
の
如
き
は
）
批
判
哲
学

の
生
成
の
た
め
の
最
も
有
力
な
槓
杆
と
し
て
役
立
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
系
上
の
秩
序
か
ら
云
え
ば
、
消
極

的
な
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
之
を
弁
証
法
と
名
づ
け
た
所
以
は
、
仮
象
の
常
と
し
て
相
反
す

る
主
張
の
対
立
と
抗
争
と
を
伴
う
か
ら
で
あ
る
が
（
弁
証
法
的
仮
象
）
、
か
か
る
対
立
と
抗
争
と
の
由
っ
て
来
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る
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
従
来
の
形
而
上
学
を
批
判
す
る
こ
と
の
消
極
的
な
一
面
に

相
当
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
こ
の
弁
証
法
の
実
質
上
の
意
味
は
よ
り
積
極
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

理
性
が
単
独
に
理
性
と
し
て
使
用
さ
れ
れ
ば
、
即
ち
感
性
と
結
合
し
な
い
で
超
越
的
に
使
用
さ
れ
れ
ば
、
か
の

仮
象
が
生
じ
る
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
弁
証
法
と
は
茲
で
は
、
理
性
が
完
全
に
は
独
立
性
を
有
ち
得
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
言
い
現
わ
し
て
い
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
も
っ
と
限
定
し
て
云
え
ば
、
弁
証
法
と
は
形
式
論
理
の

論
理
と
し
て
の
完
全
な
る
独
立
性
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
こ
そ
弁
証
法
は
カ
ン
ト
に
於
て

先
験
的
論
理
学
（
形
式
的
一
般
論
理
学
に
対
し
て
）
の
内
に
属
し
て
い
る
、
そ
し
て
、
実
際
先
験
的
論
理
学
と

は
感
性
と
理
性
と
の
結
合
の
（
独
立
の
で
は
な
い
）
理
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
弁
証
法
が
先
験
的
論

理
学
の
消
極
的
な
部
分
に
止
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
論
理
の
独
立
性
の
否
定
が
ま
だ
、
論
理
自
身
の

内
に
論
理
性
の
否
定
で
あ
る
矛
盾
が
含
ま
れ
る
と
い
う
形
に
於
て
意
識
さ
れ
る
ま
で
に
至
ら
ず
、
矛
盾
は
全
く

論
理
外
に
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
単
純
に
斥
け
ら
れ
て
了
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
要
す
る
に
カ
ン
ト
の
先
験
的
論

理
学
は
ま
だ
弁
証
法
的
論
理
学
に
ま
で
行
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
彼
の
先
験
的
論
理
学
の
中
心
概
念

た
る
範
疇
は
な
お
ま
だ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
判
断
表
か
ら
の
引
用
に
外
な
ら
ず
、
そ
の
限
り
先
験
的
論
理
学

（
こ
の
存
在
の
論
理
学
す
ら
）
は
ま
だ
形
式
的
論
理
学
の
支
配
を
脱
却
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
弁
証
法
を
分

析
論
と
区
別
し
て
使
う
カ
ン
ト
の
用
語
も
亦
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
）
。

　
カ
ン
ト
自
身
が
呼
ん
だ
弁
証
法
は
以
上
の
よ
う
に
、
吾
々
の
区
別
に
従
う
な
ら
ば
主
観
的
弁
証
法
に
属
し
て

い
る
が
、
客
観
的
弁
証
法
も
ま
た
カ
ン
ト
の
体
系
の
内
に
見
出
さ
れ
得
な
い
の
で
は
な
い
（
尤
も
彼
自
身
は
何
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も
之
を
弁
証
法
と
呼
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
が
）
。
自
然
哲
学
に
於
け
る
所
謂
自
然
弁
証
法
【
本
書
二
六
ペ
ー

ジ
】
の
認
識
が
夫
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
（I. N

ew
ton

）
が
物
質
に
引
力
を
付
与
し
た
に
対
し
て
カ
ン
ト
は
更

に
之
に
対
抗
す
る
斥
力
を
も
付
与
し
、
こ
の
相
抗
争
す
る
二
力
に
よ
っ
て
初
め
て
物
質
と
そ
の
運
動
と
の
概
念

の
構
成
が
可
能
に
な
る
と
考
え
、
之
を
そ
の
自
然
哲
学
の
根
柢
と
し
た
。
後
に
シ
ェ
リ
ン
グ
（F. W

. J. v. Sch

elling

）
が
そ
の
自
然
に
於
け
る
分
極
の
概
念
を
引
き
出
し
た
所
の
も
の
が
之
で
あ
り
、
又
ヘ
ー
ゲ
ル
（G

. W
. 

F. H
egel

）
の
自
然
哲
学
（
自
然
の
弁
証
法
）
の
見
本
と
し
て
役
立
っ
た
の
も
実
は
又
之
で
あ
る
。

　
カ
ン
ト
は
第
一
批
判
に
於
て
理
論
的
理
性
か
ら
排
除
し
た
物
自
体
の
占
め
る
位
置
を
、
第
二
批
判
に
於
て
実

践
理
性
の
対
象
界
と
し
て
の
道
徳
の
世
界
に
与
え
た
。
理
論
的
な
経
験
の
世
界
と
倫
理
的
な
実
践
の
世
界
と
が

か
く
て
二
元
論
的
に
対
立
す
る
。
両
者
は
判
断
力
批
判
（
第
三
批
判
）
を
俟
た
な
け
れ
ば
統
一
さ
れ
得
な
い
、

両
者
は
直
接
に
は
統
一
を
持
て
な
い
。
カ
ン
ト
哲
学
を
統
一
的
に
独
特
の
原
理
を
以
て
展
開
し
よ
う
と
企
て
た

フ
ィ
ヒ
テ
（I. H

. Fichte

）
は
、
カ
ン
ト
の
物
自
体
を
ば
事
行
（Tathandlung

）
と
し
て
の
自
我
に
ま
で
純
粋

に
し
、
理
論
的
自
我
と
し
て
の
事
行
が
必
然
的
に
実
践
的
自
我
と
し
て
の
事
行
に
ま
で
移
り
行
か
ざ
る
を
得
な

い
所
以
を
示
し
た
。
か
く
て
フ
ィ
ヒ
テ
自
身
の
信
ず
る
所
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
哲
学
は
カ
ン
ト
自
身
の
実
践
理

性
の
優
位
と
い
う
精
神
に
従
っ
て
一
元
的
に
叙
述
さ
れ
組
織
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
叙
述
乃
至
組
織
の
仕
方
（
哲

学
）
が
フ
ィ
ヒ
テ
の
弁
証
法
な
の
で
あ
る
。
処
が
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
は
こ
の
哲
学
自
身
が
恰
も
事
行
自
身
の

展
開
に
外
な
ら
な
い
。
で
あ
る
か
ら
彼
の
弁
証
法
は
単
に
哲
学
的
方
法
で
あ
る
に
止
ら
ず
又
同
時
に
事
行
と
い

う
も
の
そ
の
も
の
の
根
本
特
色
と
な
る
。
併
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
こ
の
弁
証
法
は
依
然
と
し
て
結
局
主
観
的
で
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あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
事
行
で
あ
る
自
我
は
、
如
何
に
個
人
的
な
夫
で
は
な
く

て
超
個
人
的
な
純
粋
自
我
又
は
絶
対
自
我
で
あ
る
と
し
て
も
、
抑





も
自
我
と
い
う
言
葉
自
身
が
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
優
れ
て
特
に
主
観
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
く
、
又
こ
の
自
我
の
性
格
た
る
実
践

も
ま
だ
決
し
て
感
性
的
な
真
の
実
践
で
は
な
く
、
意
欲
、
当
為
、
努
力
等
の
内
容
と
し
て
倫
理
的
に
意
味
づ
け

ら
れ
た
限
り
の
解
釈
さ
れ
た
実
践
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
実
践
が
結
局
考
え
ら
れ
た
実
践
で

し
か
な
い
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
晩
年
の
フ
ィ
ヒ
テ
が
純
粋
自
我
を
絶
対
者
と
し
て
前

弁
証
法
的
な
も
の
と
看
做
し
、
弁
証
法
を
単
に
之
の
哲
学
体
系
に
於
け
る
叙
述
に
す
ぎ
ぬ
と
考
え
た
の
を
見
れ

ば
、
彼
の
弁
証
法
は
存
在
（
フ
ィ
ヒ
テ
は
初
め
こ
の
概
念
を
避
け
る
た
め
に
事
行
と
い
う
言
葉
を
造
っ
た
の
で

あ
る
が
）
の
側
に
で
は
な
く
て
単
に
哲
学
的
方
法
の
側
に
の
み
行
わ
れ
得
る
も
の
と
さ
え
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う

す
れ
ば
フ
ィ
ヒ
テ
の
弁
証
法
が
愈
々
主
観
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
暴
露
し
て
来
る
。

　
併
し
浪
漫
派
の
思
想
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
は
自
然
の
概
念
で
あ
る
。
専
ら
主
観
を
主
題
と

し
た
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
に
対
し
て
客
観
（
自
然
）
を
主
題
と
す
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学
が
そ
の
権
利
を
要

求
し
た
の
は
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
分
極
を
通
じ
て
自
然
の
内
容
は
順
次
に
そ
の
勢
位
を
高
め
る
、

之
が
シ
ェ
リ
ン
グ
に
於
け
る
弁
証
法
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
所
謂
自
然
哲
学
時
代
の
こ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
は

や
が
て
そ
れ
が
本
来
落
ち
付
く
べ
き
で
あ
っ
た
場
所
に
、
同
一
哲
学
に
、
移
り
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
差

別
が
直
接
に
何
等
の
媒
介
な
く
取
り
も
直
さ
ず
同
一
で
あ
る
と
い
う
関
係
は
、
正
に
弁
証
法
の
正
反
対
物
に
外

な
ら
ぬ
。
弁
証
法
に
於
け
る
同
一
は
差
別
を
通
っ
て
の
同
一
で
あ
っ
て
、
差
別
を
抜
き
に
し
て
の
同
一
で
は
な
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い
筈
で
あ
る
。
弁
証
法
は
安
易
に
考
え
ら
れ
る
と
往
々
同
一
哲
学
と
な
る
、
然
る
に
凡
そ
同
一
哲
学
は
弁
証
法

の
正
反
対
物
な
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
批
評
し
た
と
想
像
さ
れ
る
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
最
高
潮
期
（
自

由
意
志
論
時
代
）
を
支
配
す
る
も
の
は
、
弁
証
法
一
般
に
関
す
る
限
り
、
矢
張
こ
の
同
一
哲
学
で
あ
っ
た
と
云

え
る
で
あ
ろ
う
。

　
唯
物
弁
証
法
に
就
い
て
は
、
た
だ
次
の
事
だ
け
を
語
っ
て
お
こ
う
。
之
は
マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ

っ
て
、
そ
し
て
又
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
（J. D

ietzgen

）
に
よ
っ
て
も
明
白
に
さ
れ
た
所
の
、
一
般
に
弁
証
法
な
る

も
の
の
最
高
の
帰
結
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
的
弁
証
法
が
真
に
弁
証
法
的
と
な
れ
ば
取
り
も
直
さ
ず
之

に
な
る
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
場
合
弁
証
法
は
相
互
に
連
関
し
た
三
つ
の
部
門
を
有
つ
。
（
一
）
、
弁
証
法
的

論
理
、
（
二
）
、
唯
物
史
観
、
（
三
）
、
自
然
弁
証
法
。

　
な
お
近
来
バ
ル
ト
（K

. B
arth

）
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
（E. B

runner

）
等
は
、
神
学
を
ば
、
人
間
の
達
し
得
な
い

実
在
た
る
神
と
人
間
と
の
間
の
根
本
的
な
矛
盾
を
取
り
扱
う
べ
き
も
の
と
な
し
、
弁
証
法
的
神
学
を
主
張
し
て

い
る
。
こ
こ
で
の
弁
証
法
は
キ
ー
ル
ケ
ゴ
ー
ル
（S. K

ierkegaard

）
の
弁
証
法
（
「
之
か
あ
れ
か
」
）
の
系
統

を
引
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
（F. E. D

. Schleierm
acher

）
の
特
色
あ
る
調
和
的
な

弁
証
法
を
斥
け
る
意
味
を
有
っ
て
い
る
。
キ
ー
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
シ
ェ
リ
ン
グ
を
見
限
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
風
の
思
想

（
弁
証
法
）
に
走
っ
た
思
想
家
で
あ
る
。
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唯
物
論
に
対
立
す
る
所
の
一
種
の
存
在
論
。
世
界
観
と
し
て
は
理
想
主
義
と
も
訳
さ
れ
認
識
論
と
し
て
は
観

念
論
と
訳
さ
れ
る
の
が
従
来
の
習
慣
に
な
っ
て
い
る
。
最
近
は
一
概
に
観
念
論
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
代
用
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

　
唯
物
論
に
も
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
形
態
が
あ
り
、
夫
々
の
間
に
は
絶
対
的
に
相
容
れ
な
い
よ
う
に
さ
え
見
え
る

距
離
と
対
立
と
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
唯
心
論
に
於
て
も
哲
学
の
歴
史
は
様
々
な
種
類
を
示
し
て
い
る
。
同

じ
く
唯
心
論
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
バ
ー
ク
レ
ー
（G

. B
erkeley

）
の
所
謂
唯
心
論
と
カ
ン
ト
（I. K

ant

）
の

所
謂
理
想
主
義
と
で
は
そ
の
理
論
的
効
果
が
全
く
正
反
対
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
併
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

古
来
の
一
切
の
哲
学
は
、
終
局
に
於
て
、
唯
心
論
か
そ
れ
で
な
け
れ
ば
唯
物
論
か
に
所
属
す
る
。
何
故
な
ら
ば

存
在
は
最
も
含
蓄
あ
る
意
味
に
於
け
る
精
神
と
物
質
と
に
区
別
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
吾
々
は
こ
の
二

つ
の
も
の
に
対
す
る
第
三
の
項
を
知
ら
な
い
か
ら
、
存
在
の
説
明
は
是
非
と
も
、
精
神
に
よ
っ
て
物
質
を
説
明

す
る
か
、
又
は
逆
に
物
質
に
よ
っ
て
精
神
を
説
明
す
る
か
そ
の
ど
れ
か
の
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
後
の
場
合
が
、
唯
物
論
で
あ
り
、
前
の
場
合
が
唯
心
論
で
あ
る
。
だ
か
ら
唯
物
論
に
と
っ
て
は
、
も
は

や
精
神
と
物
質
と
が
存
在
で
は
な
く
て
、
物
質
こ
そ
存
在
で
あ
り
、
存
在
と
い
う
こ
と
が
物
質
と
い
う
こ
と
で

あ
る
、
と
同
様
に
、
唯
心
論
に
と
っ
て
は
、
存
在
と
い
う
こ
と
が
精
神
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
存
在
は
何
か
精

神
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
哲
学
は
、
こ
の
ど
ち
ら
か
の
存
在
の

概
念
を
自
分
に
と
っ
て
の
存
在
の
概
念
と
し
て
、
選
ぶ
と
云
う
の
で
あ
る
。
唯
心
論
は
観
念
を
其
中
心
問
題
と

し
て
、
選
ぶ
の
で
あ
る
。
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処
が
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
存
在
と
い
う
言
葉
は
、
哲
学
史
の
発
生
当
時
の
条
件
か
ら
云
っ
て
も
、
又
吾
々

の
日
常
的
な
思
惟
の
約
束
か
ら
云
っ
て
も
、
元
来
精
神
的
な
も
の
を
意
味
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
物
質
的
な
も
の

（
そ
れ
は
主
観
を
超
越
し
て
独
立
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
）
を
意
味
し
勝
ち
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

唯
心
論
は
、
存
在
を
存
在
と
し
て
云
い
表
わ
す
代
り
に
、
之
に
対
立
す
る
何
か
の
言
葉
を
選
ぼ
う
と
す
る
。
唯

心
論
に
よ
っ
て
は
だ
か
ら
、
存
在
な
る
も
の
は
存
在
で
は
な
く
て
例
え
ば
観
念
で
あ
る
と
呼
ば
れ
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
る
。
唯
心
論
が
今
日
一
概
に
観
念
論
と
名
づ
け
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
だ
が
、
観
念
論
と
い
う
邦
語

は
元
来
存
在
論
に
関
す
る
よ
り
も
寧
ろ
認
識
論
に
関
す
る
。
夫
は
認
識
論
上
実
在
論
か
ら
区
別
さ
れ
て
観
念
論

と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
実
在
　
存
在
　
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
実
在
に
関
す
る
認
識
が
　
観
念

が
　
ま
ず
第
一
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
、
存
在
よ
り
も
観
念
の
方
が
、

認
識
論
上
、
先
で
あ
る
、
と
云
う
の
で
あ
る
。
併
し
こ
の
認
識
論
上
の
観
念
論
が
存
在
論
上
の
唯
心
論
に
、
直

接
に
対
応
す
る
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
　
　
存
在
は
、
実
在
は
、
吾
々
の
生
活
に
と
っ
て
は
、
現
実
で
あ
る
。

で
吾
々
の
生
活
を
指
導
す
る
筈
の
世
界
観
と
し
て
は
、
存
在
乃
至
実
在
を
原
理
と
す
る
唯
物
論
乃
至
実
在
論
に

対
応
し
て
、
現
実
主
義
（
之
は
色
々
不
都
合
な
連
想
を
持
つ
が
仮
に
そ
う
呼
ん
で
お
こ
う
）
が
あ
る
。
こ
れ
に

対
立
す
る
世
界
観
は
、
理
想
主
義
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
現
実
　
存
在
・
実
在
　
よ
り
も
先
に
、
之
を

支
配
し
て
い
る
、
又
は
支
配
す
べ
き
理
想
が
、
原
理
で
あ
り
又
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
。
世
界
観
上

に
於
け
る
こ
の
理
想
主
義
が
、
存
在
論
上
に
於
け
る
唯
心
論
と
等
価
物
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
吾
々
は
、
か
り
に
哲
学
一
般
の
構
造
を
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
第
一
に
最
初
に
来
る
も
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の
は
世
界
観
、
第
二
に
存
在
論
、
第
三
に
最
後
の
認
識
論
（
乃
至
論
理
学
）
。
そ
こ
で
こ
の
三
段
階
に
相
応
し

て
、
唯
物
論
は
夫
々
、
現
実
主
義
・
唯
物
論
・
実
在
論
と
な
る
。
之
に
反
し
て
唯
心
論
は
、
理
想
主
義
・
唯
心

論
・
観
念
論
の
一
列
の
系
統
を
な
す
と
云
う
の
で
あ
る
。

（
多
く
の
哲
学
者
は
吾
々
が
先
か
ら
「
存
在
論
」
と
云
っ
て
来
た
箇
所
に
、
「
形
而
上
学
」
と
い
う
言
葉
を
入

れ
換
え
る
。
併
し
吾
々
は
形
而
上
学
と
い
う
言
葉
を
、
も
少
し
外
の
連
関
に
於
て
用
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

特
に
存
在
論
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
）
。

　
欧
州
の
哲
学
　
　
そ
し
て
そ
れ
が
今
日
の
吾
々
の
哲
学
で
あ
る
　
　
に
於
て
、
唯
心
論
（
以
下
特
に
断
ら
な

い
限
り
観
念
論
、
理
想
主
義
を
含
む
）
が
最
初
に
最
も
意
識
的
と
な
っ
て
前
面
に
現
わ
れ
た
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
（
〔So^krate^s

〕
）
に
於
て
で
あ
っ
た
。
自
然
の
代
り
に
人
間
が
、
社
会
が
、
道
徳
が
、
哲
学
の
名
に
値

い
す
る
中
心
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
、
こ
の
偉
大
な
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
考
え
た
。
こ
の
理
想
主
義
的
（
そ
れ

は
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
社
会
の
行
き
詰
り
か
ら
の
反
発
な
の
だ
が
）
世
界
観
は
、
プ
ラ
ト
ン
（
〔Plato^n

〕
）

に
よ
っ
て
唯
心
論
的
存
在
論
に
ま
で
、
体
系
化
さ
れ
た
。
プ
ラ
ト
ン
は
現
実
世
界
と
理
想
世
界
と
の
対
立
を
鋭

く
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
そ
の
世
界
観
を
、
ま
ず
第
一
に
感
性
界
と
超
感
性
界
と
の
対
立
と
し
て
組
織
立

て
た
（
二
世
界
説
）
。
感
性
界
は
物
の
世
界
で
あ
り
、
超
感
性
界
は
観
念
　
イ
デ
ア
　
の
世
界
で
あ
る
。
前
者

は
転
変
極
ま
り
な
き
世
界
で
あ
り
、
後
者
は
永
遠
の
世
界
で
あ
る
。
前
者
は
却
っ
て
固
有
の
形
を
も
た
ぬ
質
料

（
後
世
の
言
葉
で
云
え
ば
）
の
世
界
で
あ
り
、
後
者
は
固
有
の
安
定
し
た
形
が
成
り
立
つ
形
相
（
エ
イ
ド
ス
　

イ
デ
ア
）
の
世
界
で
あ
る
。
秩
序
な
き
質
料
の
世
界
は
、
彫
塑
的
な
形
相
に
よ
っ
て
初
め
て
調
和
あ
る
秩
序
を

35



与
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
初
め
て
、
真
と
美
と
善
の
　
価
値
の
　
世
界
が
拡
げ
ら
れ
る
。
で
感
性
界
の
事
物
は
、

超
感
性
界
の
イ
デ
ア
に
、
則





ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
実
の
事
物
は
、
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
の
み
、
存
在
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
存
在
の
原
理
は
、
存
在
は
、
単
な
る
存
在
で
は
な
く
て
、
観
念
・
イ
デ
ア
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
（Idealism

us

な
る
名
は
茲
か
ら
出
て
来
る
）
。

　
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
は
併
し
、
そ
れ
が
主
観
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
少
し
も
ま
だ
自
覚
し
て

い
な
い
。
イ
デ
ア
こ
そ
却
っ
て
世
界
の
彼
岸
に
存
す
る
客
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
イ
デ
ア
・
観
念
を
主
観

に
ま
で
結
び
付
け
た
も
の
は
（
多
く
の
変
遷
を
辿
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
抜
き
に
し
て
）
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ

ィ
ヌ
ス
（St.A

ugustinus
）
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
的
信
仰
の
体
験
に
ま
で
来
て
初
め
て
落
ち
付
く
こ
と
の

出
来
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
当
然
な
こ
と
な
が
ら
、
事
物
の
価
値
の
判
別
を
、
そ
れ
が
内
面
的
で
あ
る
か
外

面
的
で
あ
る
か
に
置
い
た
。
蓋
し
内
面
的
な
も
の
の
み
宗
教
的
体
験
の
名
に
値
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
内
面
的

な
も
の
、
そ
れ
は
意
識
で
あ
る
。
か
く
て
観
念
は
意
識
と
な
る
。
イ
デ
ア
は
意
識
に
ま
で
主
観
化
さ
れ
る
（
今

日
の
欧
州
語
〔Idea,Ide'e

〕
は
茲
か
ら
来
る
）
。
か
く
て
変
質
さ
れ
た
唯
心
論
は
ス
コ
ラ
哲
学
の
底
を
潜
っ

て
、
近
世
の
初
め
に
デ
カ
ル
ト
（R

.D
escartes

）
に
現
わ
れ
る
。
デ
カ
ル
ト
の
有
名
な
哲
学
方
法
に
よ
れ
ば

ま
ず
一
切
の
も
の
は
疑
わ
れ
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
疑
う
と
い
う
こ
と
自
身
、
即
ち
私
が
疑
う

と
い
う
こ
と
自
身
、
は
疑
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
私
が
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
（
我
考
う
　cogito

）
は
疑
え

な
い
。
そ
う
す
れ
ば
少
く
と
も
私﹅
が﹅
あ﹅
る﹅
（sum

）
こ
と
だ
け
は
確
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
結

論
に
到
着
す
る
。
今
や
意
識
は
単
な
る
意
識
で
は
な
い
。
そ
れ
は
意
識
す
る
自
我
の
有
つ
限
り
の
意
識
で
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。
観
念
の
概
念
は
自
我
の
概
念
に
集
注
す
る
。

　
し
か
し
デ
カ
ル
ト
の
「
我
考
う
」
に
於
て
は
、
自
我
は
単
に
表
象
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
そ
れ
は
ま
だ
判

断
す
る
自
我
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
観
念
は
意
識
で
あ
り
自
我
が
有
つ
意
識
で
あ
る
が
、
そ
の
意
識
が
ま
だ
判

断
意
識
に
ま
で
行
か
ず
に
単
に
表
象
意
識
に
止
ま
っ
て
い
る
。
自
我
は
ま
だ
真
理
の
定
立
と
い
う
大
切
な
任
務

を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
カ
ン
ト
は
そ
こ
で
、
こ
の
意
識
を
意
識
一
般
に
ま
で
改
造
す
る
。
蓋
し
意
識
一
般
と

は
、
客
観
的
な
真
理
を
（
夫
は
併
し
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
唯
一
な
自
然
界
と
等
値
物
で
あ
る
）
、
成
立
た
せ

る
資
格
を
有
っ
た
意
識
で
あ
る
。
意
識
は
も
は
や
単
な
る
表
象
で
は
な
く
て
表
象
の
多
様
を
統
一
す
る
統
覚
で

あ
り
、
そ
れ
が
客
観
の
規
準
と
し
て
機
能
す
る
点
で
、
先
験
的
統
覚
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
先
験
的
意
識
の
論

理
的
機
能
に
専
ら
任
じ
る
も
の
は
カ
ン
ト
の
諸
範
疇
な
の
で
あ
る
。
之
は
客
観
に
ぞ
く
す
る
の
で
は
な
く
て
、

正
に
主
観
に
ぞ
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
（
観
念
性
）
、
併
し
そ
う
か
と
云
っ
て
、
主
観
の
任
意
に
委
ね
ら
れ
る

の
で
は
な
く
て
、
主
観
自
身
が
自
ら
則
る
べ
き
規
則
を
意
味
す
る
か
ら
却
っ
て
客
観
性
を
有
つ
。
凡
そ
認
識
の

（
又
カ
ン
ト
に
従
え
ば
存
在
成
立
の
）
客
観
性
は
、
意
識
の
、
主
観
の
、
自
我
の
、
持
っ
て
い
る
観
念
性
に
の

み
、
根
拠
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
之
が
カ
ン
ト
の
先
験
的
（
批
判
的
）
観
念
論
な
の
で
あ
る
（
観
念
論
は

先
天
主
義 A

priorism
us 

に
結
合
す
る
場
合
が
多
い
。
カ
ン
ト
や
ラ
イ
プ
ニ
ツ
の
例
が
夫
で
あ
る
）
。

　
観
念
は
フ
ィ
ヒ
テ
（J. G

. Fichte

）
の
自
我
に
至
っ
て
恐
ら
く
最
高
の
王
座
に
据
え
ら
れ
る
。
彼
に
於
て
は

自
我
は
も
は
や
単
な
る
表
象
意
識
で
も
な
く
判
断
意
識
で
も
な
く
て
、
行
為
意
識
と
な
る
。
観
念
は
、
意
識
は
、

自
己
意
識
（
自
覚
）
と
な
る
。
ド
イ
ツ
観
念
論
は
正
に
フ
ィ
ヒ
テ
の
事
行
（Tathandlung

）
の
概
念
に
至
っ
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て
そ
の
極
点
に
達
す
る
。
之
に
よ
れ
ば
存
在
は
・
事
実
は
真
の
存
在
で
は
な
い
。
真
の
存
在
は
存
在
な
ら
ぬ
活

動
で
あ
る
。
こ
の
活
動
は
存
在
と
い
う
主
体
を
持
た
な
い
純
粋
な
活
動
で
あ
り
、
働
く
こ
と
自
身
の
外
に
存
在

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
事
実
即
行
為
（
事
行
）
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
自
我

の
体
系
は
、
カ
ン
ト
の
先
験
的
観
念
論
の
必
然
的
発
展
な
の
で
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
（G

.W
.F.H

egel

）
に

よ
っ
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
自
覚
は
神
的
な
世
界
精
神
に
、
宇
宙
理
性
に
ま
で
発
展
せ
し
め
ら
れ
る
観
念
は
、
こ
こ

で
は
最
も
含
蓄
あ
る
意
味
に
於
け
る
精
神
（G

eist

）
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
と
共
に
観
念
（Idea

）

は
従
来
何
と
云
っ
て
も
之
に
付
き
纒
っ
て
い
た
主
観
と
い
う
意
味
を
脱
し
て
却
っ
て
客
観
的
な
も
の
に
ま
で
転

化
す
る
（
客
観
的
精
神
）
、
否
、
観
念
は
終
局
に
於
て
は
主
客
の
対
立
を
具
体
的
に
止
揚
し
て
　
　
フ
ィ
ヒ
テ

や
シ
ェ
リ
ン
グ
（F.W

.J.v.Schelling

）
は
主
観
の
対
立
を
抽
象
し
去
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
　
　
絶
対

的
と
な
る
（
絶
対
的
精
神
）
。
之
は
観
念
が
そ
の
行
く
処
ま
で
行
き
着
い
て
了
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
は
す
で
に
観
念
自
身
の
譲
位
が
、
観
念
論
の
終
焉
が
、
用
意
さ
れ
て
い
る
。
人
々
は
之
を
ド
イ
ツ
観
念

論
の
終
焉
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
体
系
の
崩
壊
と
し
て
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
は
ド

イ
ツ
観
念
論
の
総
決
算
で
あ
り
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
観
念
論
は
従
来
の
観
念
論
の
総
決
算
で
あ
っ
た
か
ら
　
　
か

く
て
唯
心
論
は
唯
物
論
に
ま
で
必
然
的
に
転
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
併
し
吾
々
は
残
余
の
唯
心
論
の
二
三
の
特
色
あ
る
も
の
に
就
い
て
語
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
第
一
は
ラ
イ

プ
ニ
ツ
（G

.W
.Leibniz

）
の
単
子
論
（M

onadologie

）
。
単
子
（
モ
ナ
ド
）
は
意
識
（
表
象
）
的
乃
至
精

神
的
単
位
で
あ
り
、
夫
々
の
個
性
を
も
つ
。
こ
こ
か
ら
観
念
論
は
個
性
の
哲
学
と
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
。
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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
〔A

ristotele^s

〕
）
か
ら
系
統
を
引
く
こ
の
個
性
の
哲
学
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
け
る
理
性

の
現
実
化
の
思
想
に
よ
っ
て
消
化
さ
れ
る
。
第
二
は
バ
ー
ク
レ
ー
の
独
我
論
（Solipsism

us

）
で
あ
る
。
大
陸

の
ラ
イ
プ
ニ
ツ
の
対
蹠
の
位
置
に
あ
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
ク
（J. Locke

）
か
ら
始
ま
る
経
験
論
は
、

ベ
ー
コ
ン
（F. B

acon

）
や
ホ
ッ
ブ
ズ
（Th. H

obbes

）
の
唯
物
論
の
発
展
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
バ
ー
ク

レ
ー
の
徹
底
的
な
唯
心
論
を
結
果
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
存
在
す
る
と
は
知
覚
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
知

覚
の
結
合
を
外
に
し
て
存
在
や
世
界
は
な
い
、
一
切
の
も
の
は
観
念
（Idea

）
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

之
は
観
念
論
の
戯
画
と
し
て
特
徴
的
で
あ
る
だ
ろ
う
。
観
念
論
を
こ
の
戯
画
か
ら
救
け
出
し
た
も
の
は
カ
ン
ト

の
先
験
的
観
念
論
（
批
判
主
義
）
で
あ
っ
た
。
第
三
に
今
日
有
力
な
観
念
論
を
吾
々
は
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
（H

. B

ergson

）
の
形
而
上
学
、
フ
ッ
セ
ル
ル
（E. H

usserl

）
の
現
象
学
、
新
カ
ン
ト
学
派
の
価
値
哲
学
、
デ
ィ
ル
タ

イ
（W

. D
ilthey

）
の
生
命
哲
学
、
な
ど
に
於
て
持
っ
て
い
る
。
今
日
の
代
表
的
な
唯
物
論
　
マ
ル
ク
ス
主
義

哲
学
　
は
之
等
の
唯
心
論
と
対
峙
し
、
之
に
対
す
る
批
判
を
課
題
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
観
念
乃
至
意
識
は
、
知
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
場
合
と
意
志
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
場
合
と

が
あ
る
。
前
者
は
主
知
主
義
（Intellektualism

us
）
の
観
念
論
で
あ
り
、
後
者
は
主
意
主
義
（V

oluntarism
us

）

の
夫
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
を
初
め
デ
カ
ル
ト
、
ラ
イ
プ
ニ
ツ
、
バ
ー
ク
レ
ー
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
フ
ッ
セ

ル
ル
等
は
前
者
に
ぞ
く
し
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
（A

. Schopenhauer

）
、
メ
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ン
（M

. d. B

iran

）
な
ど
は
後
者
に
ぞ
く
す
る
。
そ
し
て
、
ま
た
主
知
主
義
は
直
観
主
義
（Intuitionism

us

）
に
結
び
付
い

て
い
る
。
フ
ッ
セ
ル
ル
や
ベ
ル
グ
ソ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。
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唯
物
論
　
ユ
イ
ブ
ツ
ロ
ン
　
【
英
】M

aterialism

【
独
】M
aterialism

us

【
仏
】
〔M

ate'rialism
e

〕.

　
存
在
論
の
一
つ
の
立
場
で
、
唯
心
論
と
対
立
す
る
（
「
唯
心
論
」
の
項
参
照
）
。
世
界
観
と
し
て
は
理
想
主

義
に
対
立
し
、
認
識
論
と
し
て
は
観
念
論
に
対
立
す
る
。
世
界
観
と
し
て
は
、
理
想
が
現
実
の
必
然
的
発
展
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
も
し
そ
う
で
な
い
理
想
を
か
か
げ
る
立
場
が
あ
る
な
ら
ば
、
夫
は
ユ
ー

ト
ピ
ア
を
夢
想
す
る
も
の
だ
と
し
て
斥
け
る
。
現
実
か
ら
出
発
す
る
点
に
於
て
現
実
主
義
と
も
云
う
こ
と
が
出

来
よ
う
。
こ
の
現
実
主
義
が
不
当
に
極
端
化
さ
れ
る
と
併
し
、
夫
は
現
実
と
の
妥
協
主
義
又
は
物
質
生
活
の
無

条
件
的
尊
重
主
義
と
も
な
る
こ
と
が
出
来
る
。
俗
に
は
往
々
唯
物
論
と
い
う
言
葉
を
こ
の
最
後
の
意
味
に
用
い

る
。
併
し
之
は
真
正
の
唯
物
論
と
は
殆
ん
ど
何
の
関
係
も
な
い
。
却
っ
て
唯
物
論
的
世
界
観
は
、
思
想
が
希
望

に
燃
え
て
い
る
時
や
（
ギ
リ
シ
ア
の
自
然
哲
学
）
、
新
し
い
理
想
に
駆
ら
れ
る
時
（
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
期
の
唯
物

論
）
に
こ
そ
、
発
生
し
た
の
が
事
実
で
あ
る
。
認
識
論
と
し
て
は
、
唯
物
論
は
多
く
経
験
論
（Em

pirism
us

）

に
結
合
し
た
り
（
ホ
ッ
ブ
ズTh.H

obbes

の
場
合
）
、
感
覚
論
（Sensualism

us

）
に
結
合
し
た
り
す
る
（
エ

ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
〔C

.A
.H

elve'tius

〕
の
場
合
）
。
（
無
論
経
験
論
や
感
覚
論
自
身
は
唯
物
論
で
は
な
い
。
ロ

ッ
クJ.Locke

の
経
験
論
は
バ
ー
ク
レ
ーG

.B
erkeley

の
唯
心
論
を
結
果
し
た
し
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
クE.B

.

C
ondillac

の
感
覚
論
は
メ
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ンM

aine
de

B
iran

の
唯
心
論
を
結
果
し
た
。
）
唯
物
論
が
之
等
の

も
の
に
結
合
出
来
る
の
は
、
之
等
の
も
の
が
実
在
論
に
帰
着
す
る
場
合
に
限
る
。
認
識
論
と
し
て
の
唯
物
論
は
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観
念
論
に
対
す
る
　
実
在
論
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
よ
う
な
現
実
主
義
的
世
界
観
及
び
実
在
論
的
認
識
論
は
、

存
在
論
と
し
て
の
唯
物
論
の
等
価
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
唯
物
論
的
存
在
論
は
一
般
に
、
物
質
を
以
て
精
神
を
説
明
す
る
原
理
と
考
え
る
。
或
い
は
同
じ
こ
と
に
帰
着

す
る
が
、
物
質
が
即
ち
狭
義
の
存
在
だ
と
考
え
る
。
種
々
な
る
唯
物
論
の
相
違
は
、
こ
の
物
質
の
概
念
の
如
何

に
よ
っ
て
、
又
物
質
を
以
て
如
何
に
精
神
を
も
説
明
す
る
か
に
よ
っ
て
、
与
え
ら
れ
る
。

　
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
　
　
人
々
は
夫
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
自
然
哲
学
と
呼
ん
で
い
る
が
　
　
は
唯
物
論
と

し
て
始
ま
っ
た
。
タ
レ
ス
（
〔Thale^s

〕
）
に
於
て
は
存
在
の
原
理
は
水
で
あ
っ
た
（
尤
も
こ
の
水
は
今
は

吾
々
の
持
つ
水
の
概
念
で
は
な
い
が
）
。
そ
れ
は
何
と
云
っ
て
も
何
か
の
意
味
の
物
質
に
外
な
ら
な
い
。
水
は

存
在
の
原
理
で
あ
る
と
共
に
、
否
あ
る
が
故
に
、
又
存
在
の
生
成
の
原
理
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
存
在
の
運

動
を
与
え
る
も
の
も
亦
こ
の
水
で
あ
る
。
こ
の
物
質
は
運
動
の
動
力
を
自
ら
の
中
に
持
っ
て
い
る
。
人
々
は
こ

の
唯
物
論
を
物
活
論
（H
ylozoism

us

）
と
名
づ
け
る
。
物
活
論
的
唯
物
論
は
ギ
リ
シ
ア
に
於
け
る
代
表
的
な

唯
物
論
者
デ
モ
ク
リ
ト
ス
（
〔D

e^m
okritos

〕
）
の
単
位
物
質
　
ア
ト
ム
　
の
思
想
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。

ア
ト
ム
は
自
ら
の
運
動
を
固
有
し
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
後
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
中
心
は
自
然
哲
学
を
離
れ
、

そ
の
限
り
唯
心
論
に
傾
い
た
と
普
通
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
プ
ラ
ト
ン
の
晩
年
の
思
索
は
専
ら
自
然
哲
学
に
向

け
ら
れ
、
質
料
の
概
念
に
集
注
さ
れ
る
。
質
料
（
プ
ラ
ト
ン
は
夫
を
場
処
　
空
間
　
と
呼
ん
だ
）
は
プ
ラ
ト
ン

に
よ
れ
ば
観
念
乃
至
形
相
（
イ
デ
ア
・
エ
イ
ド
ス
）
の
反
対
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
吾
々
は
プ
ラ
ト
ン
哲
学
　

こ
の
代
表
的
な
観
念
論
　
に
於
て
さ
え
結
局
質
料
主
義
と
し
て
の
唯
物
論
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
て
デ
モ
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ク
リ
ト
ス
の
ア
ト
ム
主
義
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
（Epikouros

）
の
倫
理
説
と
な
り
、
や
が
て
ス
ト
ア
学
派
の
唯
物

論
を
結
実
し
た
。
普
通
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
、
唯
物
論
は
機
械
論
（M

echanism
us

）
と
同

一
視
さ
れ
る
。
併
し
唯
物
論
が
寧
ろ
機
械
論
に
止
ま
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
の
学
位
論
文

に
よ
る
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
と
の
比
較
を
見
れ
ば
好
い
。

　
近
世
の
唯
心
論
が
デ
カ
ル
ト
（R

.D
escartes

）
に
始
ま
っ
た
に
対
応
し
て
、
近
世
の
唯
物
論
は
ベ
ー
コ
ン

（F.B
acon

）
か
ら
始
ま
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
之
を
機
械
論
的
唯
物
論
と
し
て
徹
底
さ
せ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
の
唯
物

論
の
動
機
と
な
っ
た
も
の
は
、
当
時
の
斬
新
な
思
想
で
あ
っ
た
ガ
リ
レ
イ
（G

.G
alilei

）
の
力
学
観
で
あ
っ
た

が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
唯
物
論
は
、
恰
も
こ
の
力
学
的
見
地
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
機
械
論
的
唯
物

論
の
形
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
所
以
で
あ
る
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
を
以
て
代
表
者
と
す
る
十
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
唯
物
論
は
、
や
が
て
大
陸
に
移
っ
て
、
十

八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
と
な
る
。
茲
で
は
唯
物
論
が
生
理
学
的
根
拠
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
。
ラ
・
メ
ト

リ
ー
（J.O

.La
M

ettrie

）
や
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
等
が
之
を
代
表
す
る
。
精
神
作
用
は
感
覚
を
以
て
始
ま
る
が
、

こ
の
感
覚
は
全
く
物
質
的
機
能
に
外
な
ら
な
い
。
感
覚
は
脳
中
に
分
泌
作
用
を
引
き
お
こ
し
、
こ
の
分
泌
作
用

が
と
り
も
直
さ
ず
意
識
な
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
云
わ
ば
生
理
学
的
唯
物
論
は
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
這

入
っ
て
最
も
徹
底
し
た
形
を
取
っ
た
。
之
を
代
表
す
る
も
の
は
フ
ォ
ー
ク
ト
（K

.V
ogt

）
で
あ
る
。
彼
に
従

え
ば
精
神
は
全
然
脳
髄
な
る
物
質
の
所
産
で
あ
る
。
恰
も
肝
臓
か
ら
胆
汁
が
分
泌
さ
れ
、
腎
臓
か
ら
尿
が
分
泌

さ
れ
る
よ
う
に
、
脳
髄
か
ら
分
泌
さ
れ
る
も
の
が
精
神
作
用
に
外
な
ら
な
い
と
云
う
の
で
あ
る
。
モ
レ
ス
コ
ッ

42辞典



ト
（J. M

oleschott

　
オ
ラ
ン
ダ
人
）
も
亦
こ
の
派
の
代
表
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
モ
レ
ス
コ
ッ
ト
は
更
に
こ

の
唯
物
論
に
化
学
的
根
拠
を
提
供
し
て
、
意
識
は
脳
皮
質
に
含
ま
れ
る
燐
に
依
る
も
の
だ
と
説
明
し
た
。
こ
の

生
理
学
的
乃
至
化
学
的
唯
物
論
は
併
し
結
局
力
学
的
唯
物
論
に
帰
着
す
る
外
は
な
い
。
何
故
な
ら
生
理
学
も
化

学
も
力
学
の
特
殊
の
場
合
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。
ビ
ュ
ヒ
ナ
ー
（
〔L. B

u:chner

〕
）
は
そ
れ
故
、
そ
の

唯
物
論
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
滅
則
に
基
け
た
。

　
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
こ
の
唯
物
論
は
、
物
質
の
力
学
的
・
機
械
的
作
用
を
集
積
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
命
乃
至
精
神
が
成
立
す
る
と
考
え
る
。
そ
の
限
り
悉
く
之
は
機
械
論
的
唯
物
論
の
範
疇
を
出
な

い
。
そ
の
際
物
質
と
考
え
ら
れ
た
も
の
は
、
そ
し
て
悉
く
物
理
学
的
範
疇
と
し
て
の
物
質
の
範
囲
を
出
な
い
。

物
質
は
ど
の
よ
う
に
運
動
し
て
も
、
そ
れ
自
身
の
質
を
依
然
と
し
て
変
え
な
い
所
の
、
そ
の
意
味
で
は
動
か
な

い
、
死
ん
だ
存
在
で
し
か
な
い
。
こ
れ
は
精
神
と
の
間
に
永
遠
の
溝
を
有
た
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
（L. Feuerbach

）
は
併
し
、
こ
の
種
の
唯
物
論
者
か
ら
は
非
常
に
距
っ
て
い
る
。
彼
に

と
っ
て
は
、
存
在
と
は
物
理
学
的
な
物
質
で
は
な
く
て
、
よ
り
哲
学
的
な
概
念
と
し
て
の
自
然
で
あ
っ
た
（
人

々
は
唯
物
論
が
自
然
主
義
に
結
び
付
く
場
合
の
典
型
を
こ
の
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
に
於
て
見
る
べ
き
で
あ
る
）
。

自
然
が
最
も
具
体
的
な
内
容
あ
る
存
在
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
自
然
は
本
来
の
存
在
で
あ
り
、
意
識
は
二
次
的

の
存
在
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
併
し
彼
に
よ
る
自
然
は
、
恰
も
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
者
の
よ
う
に
、
永

遠
に
し
て
不
動
な
自
己
同
一
者
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
シ
ェ
リ
ン
グ
風
の
自
己
同
一
で
あ
っ
て

例
え
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
風
の
弁
証
法
的
運
動
で
は
な
い
。
之
に
相
応
し
て
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
は
、
人
間
を
ば
、
単
に
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自
然
を
受
容
す
る
能
力
た
る
感
性
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
る
。
と
云
う
の
は
人
間
は
自
己
の
実
践
に
よ
っ
て
自
然

に
働
き
か
け
る
も
の
で
は
な
く
て
、
単
に
自
然
を
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
れ
ば
好
い
、
こ
の
受
容
の
能
力
が
感
性

な
の
で
あ
る
。
こ
の
人
間
は
で
あ
る
か
ら
歴
史
　
　
そ
れ
は
人
間
的
実
践
の
足
跡
と
軌
道
で
あ
る
　
　
を
有
た

な
い
。
之
は
存
在
（
自
然
）
が
、
自
己
同
一
的
な
静
止
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
こ
の

よ
う
な
自
然
（
物
質
）
は
、
そ
れ
に
如
何
な
る
運
動
と
変
化
と
を
与
え
た
に
せ
よ
、
精
神
乃
至
意
識
に
ま
で
媒

介
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
だ
か
ら
、
丁
度
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
唯
物
論
が
そ
う
で
あ
っ

た
と
同
じ
く
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
の
唯
物
論
（
吾
々
は
之
を
自
然
主
義
的
唯
物
論
と
呼
ぼ
う
）
も
亦
、
機
械
論

的
唯
物
論
の
範
疇
を
出
な
い
。
た
だ
後
者
が
前
者
と
異
る
点
は
、
後
者
が
物
質
の
概
念
を
同
一
哲
学
風
の
広
汎

な
範
疇
に
於
て
理
解
し
た
と
い
う
所
に
横
た
わ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
機
械
論
的
唯
物
論
に
対
す
る
も
の
は
弁
証
法
的
唯
物
論
（
又
は
唯
物
論
的
弁
証
法
）
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主

義
の
哲
学
が
取
り
も
直
さ
ず
之
で
あ
る
。
機
械
論
的
唯
物
論
は
、
物
質
を
そ
の
運
動
に
於
て
、
そ
の
発
展
形
態

に
於
て
、
そ
の
歴
史
に
於
て
、
把
握
し
な
か
っ
た
、
物
質
と
は
こ
こ
で
は
固
定
し
た
形
而
上
学
的
存
在
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
弁
証
法
的
唯
物
論
は
之
に
反
し
て
、
物
質
を
そ
の
歴
史
的
発
展
過
程
に
於
て
理
解
す
る
（
だ
か
ら

之
は
又
歴
史
的
唯
物
論
と
も
名
づ
け
ら
れ
る
）
。
物
質
は
そ
の
運
動
・
変
化
に
於
て
、
一
定
の
量
的
変
化
に
際

し
て
質
的
変
化
を
引
き
お
こ
す
。
物
質
の
発
展
は
質
的
飛
躍
を
有
つ
。
併
し
一
つ
の
質
か
ら
之
に
対
立
す
る
他

の
質
へ
の
飛
躍
は
、
物
質
な
る
も
の
が
同
一
で
あ
り
な
が
ら
な
お
且
つ
起
き
る
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

物
質
は
自
分
自
身
に
止
ま
り
な
が
ら
、
自
分
で
な
い
対
立
物
に
転
化
す
る
。
そ
こ
に
は
同
一
物
の
対
立
と
、
又
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対
立
物
の
同
一
と
が
あ
る
。
存
在
の
こ
の
関
係
を
一
般
に
弁
証
法
と
呼
ぶ
。
だ
か
ら
物
質
は
こ
の
際
弁
証
法
的

な
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
唯
物
論
が
弁
証
法
的
唯
物
論
で
あ
る
所
以
が
茲
に
あ
る
。

　
併
し
こ
の
場
合
、
物
質
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
十
七
世
紀
乃
至
十
九
世
紀
の
唯
物
論
に
於
て
と
は
異
っ
て
、

単
な
る
物
理
学
的
物
質
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
物
理
学
的
物
質
を
そ
の
特
殊
な
現
象
形
態
と
す
る
よ
う
な
、

一
つ
の
哲
学
的
範
疇
と
し
て
吾
々
は
之
を
把
握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
処
で
物
自
体
の
概
念
は
比
較
的
之
を
能
く

捉
え
て
い
る
。
夫
は
主
観
か
ら
独
立
な
、
主
観
か
ら
の
関
与
に
関
係
す
る
事
な
く
し
て
も
独
自
の
運
動
法
則
を

持
つ
所
の
、
客
体
を
意
味
す
る
。
尤
も
物
自
体
を
カ
ン
ト
風
の
形
而
上
学
的
概
念
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
形

而
上
学
的
物
自
体
は
結
局
カ
ン
ト
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
不
可
知
論
的
な
存
在
で
あ
り
、
吾
々
は
夫
に
就
い
て

何
ご
と
を
も
語
る
事
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
は
主
観
が
認
識
を
　
感
性
を
介
し
て
　
開
拓
し
て
行
く
こ
と

に
よ
っ
て
凡
ゆ
る
側
面
か
ら
之
の
認
識
に
迫
る
こ
と
が
出
来
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
の
物
質
は
事
物
の
外

廓
的
な
又
は
天
降
り
式
な
形
式
で
は
な
く
て
、
内
容
の
圧
力
に
よ
っ
て
自
己
の
形
態
を
形
成
し
て
行
く
質
料
で

あ
り
、
事
物
の
具
体
性
の
最
後
の
拠
り
処
で
あ
る
。
夫
は
物
理
学
的
認
識
に
於
て
物
理
学
的
物
質
の
概
念
を
与

え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
間
の
歴
史
的
社
会
に
於
て
は
、
物
質
的
生
産
力
の
範
疇
を
与
え
る
。
之
が
社
会
の

さ
し
当
り
最
も
手
近
か
な
物
質
的
根
柢
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
だ
が
、
物
質
に
対
す
る
主
観
の
関
係
は
、
物

質
の
単
な
る
認
識
に
止
ま
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
そ
れ
の
単
な
る
認
識
で
あ
っ
て
も
す
で
に
実
践
的
性
格
を
有

た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
実
験
が
夫
で
あ
る
。
物
質
は
元
来
、
主
観
に
と
っ
て
実
践
の
対
象
で
あ
る
、
主
観
を
実
践
的

た
ら
し
め
る
た
め
に
は
こ
の
物
質
が
最
後
の
逢
着
物
と
し
て
そ
こ
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
吾
々
は
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実
践
の
尤
な
る
も
の
と
し
て
、
産
業
や
政
治
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
で
は
物
質
は
物
質
以
外
の
存
在
、
意
識
（
観
念
・
精
神
）
に
ど
う
関
係
す
る
か
。
精
神
物
理
学
的
乃
至
心
理

学
的
な
概
念
と
し
て
の
個
人
の
意
識
は
、
物
理
学
的
物
質
の
極
め
て
高
次
の
質
的
飛
躍
と
し
て
之
を
理
解
す
る

外
は
な
い
。
無
論
併
し
そ
れ
は
、
従
来
の
唯
物
論
に
於
て
の
よ
う
に
、
物
質
の
機
械
的
作
用
と
し
て
、
又
は
物

質
か
ら
の
機
械
的
延
長
と
し
て
、
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
弁
証
法
的
唯
物
論
に
於
け
る
物
質
と
意
識

と
の
関
係
は
併
し
所
謂
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
理
論
に
於
て
最
も
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
理

論
に
よ
れ
ば
、
意
識
が
存
在
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
て
、
人
間
の
社
会
的
存
在
が
意
識
を
決
定
す
る
の
で
あ

る
。
意
識
は
、
物
質
的
生
産
力
か
ら
結
果
す
る
物
質
的
生
産
関
係
を
基
礎
構
造
と
し
て
、
そ
の
形
態
が
決
定
さ

れ
る
。
意
識
は
そ
の
よ
う
な
上
部
構
造
　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
　
だ
と
云
う
の
で
あ
る
。
物
質
生
活
か
ら
精
神
生
活

迄
の
一
切
の
人
間
の
生
活
を
包
括
す
る
歴
史
は
、
終
局
に
於
て
、
物
質
的
な
る
も
の
　
　
そ
れ
が
物
質
的
生
産

力
乃
至
生
産
関
係
と
い
う
普
通
経
済
的
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
　
　
を
原
因
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
唯
物
論

は
こ
の
場
合
、
唯
物
史
観
と
し
て
登
場
す
る
。
唯
物
史
観
は
広
汎
な
弁
証
法
的
唯
物
論
の
特
殊
な
部
分
的
な
場

合
に
外
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
夫
が
所
謂
経
済
史
観
な
ど
と
し
て
は
性
格
づ
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
弁
証
法
的
唯
物
論
の
根
本
的
主
張
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
残
る
所
な
く
把
握
さ
れ
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
之
を

補
足
し
て
広
汎
な
適
用
に
ま
で
齎
ら
し
、
レ
ー
ニ
ン
は
之
を
、
マ
ル
ク
ス
自
身
に
劣
ら
ぬ
天
才
を
以
て
追
跡
し

た
。
レ
ー
ニ
ン
の
理
論
を
準
備
し
た
も
の
と
し
て
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
（G

.V
.Plekhanov

）
が
与
え
た
唯
物
論
の

円
熟
し
た
解
明
と
適
用
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
今
日
共
産
主
義
者
乃
至
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
よ
っ
て
展
開
さ
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れ
つ
つ
あ
る
弁
証
法
的
唯
物
論
は
、
か
く
し
て
成
長
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
唯

物
論
が
唯
心
論
乃
至
観
念
論
（
ヘ
ー
ゲ
ル
が
之
を
代
表
し
た
）
の
、
必
然
的
・
正
統
的
な
徹
底
と
発
展
と
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
参
考
文
献
　
　Lange, A

., G
eschichte des M

aterialism
us, 2. B

d., 5. A
ufl., 1896, 7. A

ufl., 1902; Feuerb

　ach, L., G
eschichte der neueren Philosophie von B

acon u. V
erulam

 bis B
. Spinoza, 1833.

自
然
弁
証
法
　
シ
ゼ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ウ
ホ
ウ
　
【
独
】N

aturdialektik.

　
自
然
に
於
け
る
弁
証
法
（
自
然
の
弁
証
法
）
を
い
う
。
弁
証
法
は
古
来
、
存
在
そ
の
も
の
の
弁
証
法
（
客
観

の
弁
証
法
）
と
認
識
・
思
惟
・
乃
至
意
識
の
夫
（
主
観
の
弁
証
法
）
と
の
二
つ
に
分
れ
て
伝
承
さ
れ
て
来
た
観

念
で
あ
る
が
、
唯
物
弁
証
法
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
が
初
め
て
正
当
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
ま
ず
客
観
的
存
在
そ

の
も
の
が
弁
証
法
的
発
展
を
な
し
、
之
の
主
観
へ
の
反
映
と
し
て
人
間
の
認
識
・
思
惟
・
乃
至
意
識
内
容
に
弁

証
法
の
連
関
が
写
さ
れ
、
且
つ
こ
の
主
観
そ
の
も
の
が
又
一
つ
の
存
在
と
し
て
弁
証
法
的
発
展
を
な
す
、
と
考

え
ら
れ
る
に
到
っ
た
。
か
く
て
弁
証
法
は
存
在
の
夫
と
思
惟
の
夫
と
に
区
別
さ
れ
且
其
両
者
が
相
連
関
せ
し
め

ら
れ
る
。
思
惟
の
弁
証
法
は
論
理
学
乃
至
認
識
論
で
あ
り
、
存
在
の
弁
証
法
は
自
然
の
弁
証
法
と
社
会
の
弁
証

法
と
に
分
け
ら
れ
る
。
後
者
は
史
的
唯
物
論
（
唯
物
史
観
と
も
呼
ば
れ
る
）
で
あ
り
、
之
に
対
し
て
前
者
が
自

然
弁
証
法
で
あ
る
。
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観
念
論
的
弁
証
法
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
自
然
弁
証
法
は
成
立
し
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
弁
証
法
は
広
義

に
於
け
る
意
識
自
身
の
内
に
か
、
又
は
意
識
と
存
在
と
の
交
渉
に
於
て
し
か
成
立
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
弁
証
法
と
い
う
も
の
は
何
等
か
の
意
味
に
於
け
る
ロ
ゴ
ス
に
関
係
し
て
初
め
て
意
味
の
あ
る
観
念
で
あ

り
、
こ
の
点
を
外
に
し
て
吾
々
は
之
を
自
証
す
る
術
は
な
い
の
で
、
意
識
か
ら
独
立
し
た
限
り
の
自
然
に
本
来

弁
証
法
が
固
有
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
証
拠
立
て
の
術
が
な
い
こ
と
に
就
い
て
天
下
り
の
主
張
を
な
す
と
い

う
意
味
に
於
て
、
神
秘
的
命
題
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
云
え
ば
客
観
的
存
在
に
し
て

弁
証
法
的
で
あ
り
得
る
も
の
は
、
歴
史
的
社
会
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
コ
ル
シ
ュ
　K

.K
orsch

や
ル

カ
ー
チ
　
〔G

.Luka'cs

〕
等
が
之
を
代
表
す
る
）
。
又
自
然
が
弁
証
法
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
、
自
然

そ
の
も
の
が
主
観
的
契
機
や
意
識
と
し
て
の
或
る
意
味
を
有
つ
と
考
え
、
従
っ
て
所
謂
自
然
そ
の
も
の
に
は
弁

証
法
を
拒
否
す
る
者
も
あ
る
（
田
辺
元
、
西
田
幾
多
郎
の
諸
氏
）
。
　
　
併
し
之
に
対
す
る
反
駁
は
唯
物
論
そ

の
も
の
の
主
張
か
ら
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
必
ず
し
も
自
然
弁
証
法
の
問
題
に
限
っ
た
論
点
で
は
な
い
。

　
広
く
自
然
弁
証
法
を
理
解
す
れ
ば
、
こ
の
観
念
の
歴
史
は
ギ
リ
シ
ア
自
然
哲
学
に
遡
る
（
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
。
だ
が
特
に
問
題
と
な
る
べ
き
も
の
は
十
八
世
紀
以
降
に
属
す
る
。
一
方
に
於
て
ビ
ッ
フ

ォ
ン
（G

eorgesLouisLeclerc
de

B
uffon

）
や
サ
ン
チ
レ
ー
ル
（Saint-H

ilaire

）
の
生
物
乃
至
自
然
の
進
化

の
思
想
（
之
は
実
証
的
検
証
を
経
た
主
張
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
単
な
る
思
想
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
）
、
他
方
に

於
て
カ
ン
ト
（I.K

ant

）
の
天
体
発
達
史
乃
至
宇
宙
発
達
史
の
観
念
が
、
自
然
弁
証
法
の
先
駆
と
な
る
。
之
は

後
に
ラ
イ
エ
ル
（C

.Lyell

）
を
経
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（C

.D
arw

in
）
の
進
化
理
論
と
な
り
生
物
界
に
於
け
る
自
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然
弁
証
法
の
礎
石
を
築
い
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
所
謂
自
然
弁
証
法
は
之
と
は
独
立
に
発
達
し
た
。
カ
ン
ト
の

引
力
と
斥
力
と
の
対
立
の
観
念
や
シ
ェ
リ
ン
グ
（Schelling

）
の
自
然
哲
学
の
分
極
の
理
論
に
基
い
て
、
ヘ
ー

ゲ
ル
（H

egel

）
の
自
然
哲
学
が
組
織
さ
れ
た
が
、
之
は
自
然
が
弁
証
法
（
但
し
概
念
の
弁
証
法
）
に
よ
っ
て

貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
自
然
弁
証
法
は
、
ド
イ
ツ
に
於
け
る
自
然
哲
学
の

テ
ー
マ
と
し
て
発
達
し
た
。
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
（
〔E. D

u:hring

〕
）
は
一
応
唯
物
論
の
立
場
か
ら
、
「
自
然
的

弁
証
法
」
と
い
う
自
然
哲
学
を
試
み
た
。

　
今
日
の
自
然
弁
証
法
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
（F. Engels

）
に
基
く
。
之
は
明
ら
か
に
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
業
績
と
関

係
が
あ
る
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
固
有
な
特
色
は
、
こ
の
自
然
弁
証
法
が
完
全
に
唯
物
論
の
も
の
で
あ
っ
て
、
観

念
論
乃
至
形
而
上
学
の
も
の
で
な
く
、
従
っ
て
自
然
の
真
の
弁
証
法
だ
と
い
う
処
に
存
す
る
。
も
は
や
之
は
自

然
哲
学
で
は
な
く
て
、
却
っ
て
自
然
の
自
然
科
学
的
研
究
に
於
け
る
個
々
の
問
題
（
テ
ー
マ
の
立
て
方
、
概
念

の
構
成
法
、
概
念
の
使
用
法
、
理
論
の
立
て
方
、
其
他
）
に
就
い
て
、
そ
の
統
一
的
な
解
決
指
針
を
見
出
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
自
然
科
学
の
外
に
自
然
哲
学
の
弁
証
法
的
体
系
を
立
て
る
の
で
も
な
く
、
又
自
然
科
学
の

成
果
の
単
な
る
総
合
に
弁
証
法
を
持
ち
込
む
の
で
も
な
い
。
自
然
科
学
の
研
究
の
過
程
そ
の
も
の
の
う
ち
に
弁

証
法
が
必
然
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
自
然
科
学
的
研
究
そ
の
も
の
を
意
図
的
に
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
こ
の
事
は
お
の
ず
か
ら
、
弁
証
法
の
自
然
に
於
け
る
証
明
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
マ
ル
ク
ス
（K

.

 M
arx

）
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
理
論
を
以
て
自
然
界
の
歴
史
の
唯
物
弁
証
法
を
証
明
す
る
に
外
な
ら
ぬ
も
の

と
見
做
し
た
。
彼
の
史
的
唯
物
論
は
そ
の
意
味
に
於
て
社
会
の
自
然
史
（
博
物
学
）
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
か
か
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る
史
的
唯
物
論
の
本
質
（
唯
物
弁
証
法
）
を
自
然
に
於
て
も
貫
こ
う
と
す
る
も
の
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
こ
の
自
然

弁
証
法
で
あ
る
。

　
自
然
弁
証
法
の
一
般
的
な
特
徴
は
、
自
然
が
一
つ
の
歴
史
的
過
程
で
あ
る
こ
と
の
認
識
で
あ
る
。
従
っ
て
自

然
に
は
絶
対
的
に
固
定
し
た
も
の
は
な
く
、
又
他
か
ら
絶
対
的
に
孤
立
し
た
部
分
も
な
い
。
一
切
の
自
然
諸
現

象
、
諸
事
物
は
、
歴
史
的
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
相
互
に
連
関
あ
る
も
の
で
あ
る
。
之
は
諸
事
物
、
諸
現
象

の
相
互
浸
透
即
ち
又
対
立
の
統
一
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
又
自
然
の
一
切
の
事
物
現

象
は
矛
盾
と
矛
盾
の
自
然
的
棄
揚
（
否
定
の
否
定
）
と
に
基
く
。
以
上
は
自
然
と
い
う
主
観
か
ら
独
立
し
た
客

観
的
存
在
そ
の
も
の
の
根
本
法
則
に
他
な
ら
ぬ
。
　
次
に
此
自
然
そ
の
も
の
を
研
究
す
る
自
然
科
学
は
、
自
然

に
関
し
て
弁
証
法
的
な
諸
概
念
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
り
、
事
実
ま
た
自
然
科
学
の
歴
史
は
逐
次
に
自
然

の
弁
証
法
的
観
念
に
向
っ
て
発
達
し
つ
つ
あ
る
の
を
告
げ
て
い
る
の
が
事
実
で
あ
る
。
自
然
科
学
者
自
身
は
弁

証
法
の
観
念
を
自
覚
し
な
い
が
故
に
こ
の
点
の
自
覚
が
欠
け
て
い
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
場
合
だ
が
、
自

然
弁
証
法
の
観
念
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
的
研
究
方
法
は
意
図
的
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

現
代
の
所
謂
自
然
科
学
の
危
機
や
新
物
理
学
に
於
け
る
諸
変
革
は
、
恰
も
自
然
と
自
然
科
学
的
諸
概
念
と
が
、

弁
証
法
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
、
告
げ
て
い
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
之
こ
そ
現
代
に
於

け
る
自
然
弁
証
法
の
証
明
だ
と
見
做
さ
れ
る
。
以
上
は
自
然
科
学
的
研
究
方
法
が
自
然
弁
証
法
に
よ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
を
示
す
。

　
自
然
弁
証
法
の
観
点
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
自
然
は
社
会
や
観
念
界
と
の
世
界
観
統
一
を
得
、
自
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然
科
学
は
他
の
諸
科
学
と
の
方
法
論
上
の
統
一
を
得
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
参
考
文
献
　
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
自
然
弁
証
法
』
（
岩
波
文
庫
上
・
下
）
。
『
自
然
弁
証
法
』
（
唯
物
論
全
書

　
）
。

実
在
論
　
ジ
ツ
ザ
イ
ロ
ン
　
【
英
】R

ealism

【
独
】R

ealism
us

【
仏
】
〔R

e'alism
e

〕.

　
広
く
観
念
論
乃
至
理
想
主
義
に
対
す
。
観
念
乃
至
理
想
で
な
い
処
の
事
実
乃
至
現
実
を
以
て
、
思
考
乃
至
情

意
の
出
発
点
乃
至
根
拠
と
す
る
思
想
。
但
し
こ
の
事
実
乃
至
現
実
が
何
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
実
在
論
に
は
無

限
の
種
類
が
含
ま
れ
て
い
る
。
少
く
と
も
文
化
乃
至
学
問
の
領
域
如
何
に
よ
っ
て
、
問
題
と
な
る
べ
き
事
実
乃

至
現
実
な
る
も
の
が
夫
々
異
る
。
例
え
ば
芸
術
に
於
て
は
写
実
主
義
と
な
り
、
倫
理
乃
至
道
徳
に
於
て
は
現
実

主
義
と
な
り
、
神
学
に
於
て
は
実
念
論
と
な
る
。
哲
学
で
実
在
論
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
主
と
し
て
認
識
理
論

の
一
つ
の
立
場
を
云
い
表
わ
す
。
又
哲
学
で
も
数
理
哲
学
で
は
数
学
的
実
在
論
と
な
る
。
問
題
を
哲
学
乃
至
認

識
論
に
限
定
し
よ
う
。

　
実
在
論
の
最
も
典
型
的
な
模
型
は
、
素
朴
実
在
論
で
あ
る
。
之
は
、
人
間
の
認
識
は
与
え
ら
れ
た
客
観
的
事

物
を
そ
の
ま
ま
模
写
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
立
つ
と
云
わ
れ
て
い
る
。
処
が
観
念
論
者
は
之
れ
を
批

判
す
る
に
際
し
て
様
々
の
改
釈
を
施
す
の
で
あ
っ
て
、
或
い
は
客
観
的
現
実
そ
の
も
の
が
、
全
体
的
に
一
遍
で

あ
り
の
ま
ま
に
模
写
さ
れ
る
と
い
う
主
張
に
直
し
た
り
、
或
い
は
逆
に
、
人
間
の
意
識
に
の
ぼ
る
も
の
が
そ
の
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ま
ま
実
在
に
照
応
す
る
と
い
う
主
張
に
直
し
た
り
す
る
。
前
の
場
合
な
ら
ば
認
識
の
発
達
・
誤
謬
の
発
生
と
い

う
も
の
の
説
明
が
出
来
な
く
な
り
、
後
の
場
合
な
ら
ば
、
空
想
や
妄
想
と
現
実
性
の
あ
る
観
念
と
の
区
別
は
な

く
な
る
、
と
云
っ
て
非
難
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
実
在
が
主
観
に
対
立
す
る
客
観
の
こ
と
で
あ
る
と
か
、
又
認

識
と
は
こ
の
客
観
を
鏡
の
よ
う
に
写
す
も
の
だ
と
か
い
う
考
え
方
は
、
全
く
常
識
的
な
観
点
を
出
な
い
も
の
で
、

批
判
と
反
省
と
を
経
な
い
素
朴
な
認
識
論
に
す
ぎ
な
い
と
非
難
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
然
科
学
者
は
往
々
之
を

採
用
す
る
と
云
っ
て
非
難
さ
れ
る
。

　
併
し
実
際
に
観
念
論
か
ら
す
る
こ
の
二
群
の
非
難
に
相
応
す
る
実
在
論
は
、
恐
ら
く
哲
学
体
系
と
し
て
未
だ

か
つ
て
無
い
の
で
あ
っ
て
、
之
は
観
念
論
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
模
型
と
し
て
、
観
念
論
者
自
身
に
よ
っ

て
考
案
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
素
朴
な
常
識
や
自
然
科
学
者
の
観
念
と
雖
も
右
の
よ
う
な
注
文
の
通
り
に

は
出
来
て
い
な
い
。
客
観
的
事
物
を
そ
の
儘
模
写
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
全
体
を
一
遍
に
写
す
こ
と
が
出

来
る
と
い
う
こ
と
と
は
無
関
係
で
あ
る
し
、
ま
た
夫
を
逆
に
し
て
、
意
識
さ
れ
た
通
り
が
実
在
そ
の
も
の
の
姿

で
あ
る
と
い
う
主
張
と
も
関
係
が
な
い
。
実
在
そ
の
も
の
、
物
自
体
、
を
順
次
に
科
学
的
な
手
続
を
経
て
歴
史

的
に
模
写
し
て
行
く
過
程
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
第
一
群
の
非
難
は
無
意
味
と
な
る
。
　
次
に
実
在
を
客
観
と
考

え
る
こ
と
に
は
実
在
論
固
有
の
理
由
が
あ
る
の
で
、
主
観
的
恣
意
か
ら
独
立
な
処
に
哲
学
の
根
拠
を
求
め
よ
う

と
す
る
必
要
か
ら
来
る
当
然
の
帰
結
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
各
種
の
実
在
の
内
で
も
特
に
客
観
的
存
在
が
就
中

実
在
と
し
て
の
資
格
を
有
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ
っ
て
、
も
し
こ
の
主
張
に
根
拠
が
な
い
と
す
れ
ば
、
同

様
に
観
念
論
の
存
在
観
に
も
根
拠
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
認
識
は
模
写
だ
と
い
う
模
写
説
は
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実
は
認
識
そ
の
も
の
の
一
つ
の
説
明
と
い
う
よ
り
も
、
認
識
と
い
う
こ
と
の
同
語
反
覆
的
な
云
い
直
し
に
他
な

ら
ぬ
。
認
識
は
一
切
の
実
践
的
理
論
的
手
続
を
介
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
認
識
と
認
識
さ
れ
る
客

観
的
事
物
と
の
直
接
関
係
は
、
全
く
の
直
接
関
係
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
何
等
の
媒
介
物
を
有
た
な
い
。
そ
れ

が
あ
り
の
ま
ま
に
写
す
と
い
う
言
葉
の
意
味
で
あ
る
。
之
が
丁
度
現
物
が
エ
ー
テ
ル
と
い
う
虚
空
の
み
を
介
し

て
鏡
に
像
を
結
ぶ
関
係
に
喩



え
ら
れ
て
、
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
を
写
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
所
謂
模

写
説
に
対
す
る
非
難
は
本
末
が
顛
倒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
う
い
う
風
に
弁
護
さ
れ
た
限
り
の
所
謂
素
朴
実
在
論
と
は
、
要
す
る
に
唯
物
論
の
認
識
論
の
こ
と
に

他
な
ら
な
い
。
事
実
唯
物
論
は
そ
れ
が
素
朴
実
在
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
て
来
た
。
処
が

そ
の
素
朴
実
在
論
と
は
、
観
念
論
者
が
唯
物
論
の
実
際
の
主
張
と
は
無
関
係
に
仮
想
敵
と
し
て
造
り
上
げ
た
勝

手
な
改
釈
に
よ
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
常
識
や
自
然
科
学
者
が
信
頼
す
る
と
云
わ
れ
る
所
謂
素
朴
実
在
論

と
は
、
正
確
に
は
唯
物
論
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
唯
物
論
の
哲
学
的
権
利
に
つ
い
て
は
今
日
一
般
に
知

ら
れ
て
い
る
。

　
だ
が
素
朴
実
在
論
と
は
区
別
し
な
が
ら
、
自
分
の
体
系
を
な
お
実
在
論
と
呼
ぶ
こ
と
を
欲
し
て
い
る
哲
学
者

は
可
な
り
多
い
。
「
新
実
在
論
」
や
「
観
念
的
実
在
論
」
（Ideal-R

ealism
us

）
等
が
夫
で
あ
る
。
併
し
之
は

い
ず
れ
も
、
観
念
論
に
も
慊





ら
ず
、
さ
れ
ば
と
云
っ
て
唯
物
論
を
名
の
る
こ
と
に
も
一
種
の
羞
恥
を
感
じ
る
処

の
、
実
際
の
意
図
に
於
て
は
唯
物
論
に
向
っ
て
い
る
が
意
識
さ
れ
た
意
図
に
於
て
は
之
を
承
認
す
る
こ
と
の
出

来
な
い
処
の
、
一
種
の
観
念
論
者
の
自
己
弁
解
の
た
め
の
名
称
と
見
て
い
い
。
即
ち
実
在
論
（
そ
れ
に
は
無
限
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に
様
々
の
種
類
が
あ
る
が
）
と
は
唯
物
論
と
み
ず
か
ら
を
名
の
る
勇
気
の
な
い
場
合
の
、
唯
物
論
の
代
用
物
に

外
な
ら
ず
、
曖
昧
に
さ
れ
い
つ
も
抜
け
道
を
気
に
し
て
い
る
処
の
唯
物
論
で
あ
る
。

　
実
在
論
と
直
接
関
係
あ
る
も
の
に
他
に
経
験
論
が
あ
る
。
経
験
論
は
先
天
主
義
（
先
験
主
義
乃
至
合
理
主
義
）

に
対
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
（I.K

ant

）
の
特
徴
的
な
表
現
を
用
い
れ
ば
カ
ン
ト
の
体
系
の
如
き
は
先

験
的
観
念
論
で
あ
る
と
同
時
に
経
験
的
実
在
論
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
経
験
論
の

立
場
に
立
つ
時
、
認
識
理
論
は
お
の
ず
か
ら
実
在
論
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
　
併
し
経
験
論
は
必
ず
し
も
唯

物
論
的
な
も
の
に
限
ら
ず
（
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ンF.B

acon

の
唯
物
論
と
バ
ー
ク
リB

erkeley

の
観
念

論
、
唯
心
論
と
を
比
較
せ
よ
）
、
経
験
は
主
観
的
な
も
の
と
も
主
客
合
一
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て

実
在
論
に
も
亦
、
そ
れ
が
経
験
的
意
識
の
事
蹟
乃
至
現
実
を
実
在
と
考
え
る
限
り
、
主
観
的
乃
至
主
客
合
一
的

な
型
の
も
の
が
存
す
る
。
先
き
の
「
新
実
在
論
」
の
或
る
も
の
や
ま
た
「
実
在
的
観
念
論
」
（R

eal-Idealism

us

）
が
之
で
あ
っ
て
、
之
は
云
わ
ば
羞
恥





め
る
観
念
論
と
呼
ば
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
羞
恥
め
る
観
念
論
又
は
羞
恥
め
る
唯
物
論
と
し
て
の
実
在
論
は
、
今
日
で
は
更
に
実
在
論
と
い
う
名
称
に
さ

え
羞
恥
を
覚
え
る
の
を
通
例
と
す
る
。
事
実
実
在
論
と
い
う
名
称
は
普
通
過
ぎ
る
の
で
一
定
の
哲
学
体
系
を
特

色
づ
け
る
の
に
有
効
で
は
な
い
。
そ
こ
で
現
在
で
は
存
在
論
と
い
う
名
称
が
選
ば
れ
る
。
「
実
在
」
と
い
う
中

世
的
形
而
上
学
的
実
体
の
観
念
の
代
り
に
、
「
存
在
」
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
的
観
念
が
お
き
か
え
ら
れ
る
。
か
く

て
実
在
論
が
云
い
表
わ
そ
う
と
す
る
唯
物
論
的
同
感
と
同
時
に
又
観
念
論
へ
の
気
が
ね
と
が
、
特
に
特
徴
的
に

統
一
さ
れ
て
、
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

54辞典



プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
　
【
英
】Pragm

atism

【
独
】Pragm
atism

us

【
仏
】Pragm

atism
e.

　
普
通
実
用
主
義
と
訳
す
が
適
訳
で
な
い
。
こ
の
言
葉
は
、
プ
ラ
グ
マ
（
身
廻
り
の
用
具
）
と
い
う
言
葉
か
ら

導
か
れ
、
パ
ー
ス
（C

. S. Peirce

）
の
書
物
〝H

ow
 to m

ake our ideas clear? 1878

〞
に
由
来
す
る
。
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（W

. Jam
es

）
に
よ
っ
て
著
明
と
な
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
哲
学
は
特
に
新

奇
な
哲
学
体
系
を
意
味
す
る
の
で
も
な
く
、
又
新
し
い
見
地
を
意
味
す
る
の
で
も
な
い
。
古
来
の
或
る
考
え
方

に
名
づ
け
た
名
に
す
ぎ
ぬ
。
単
に
知
識
を
獲
得
す
る
た
め
の
方
法
を
説
明
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
之
は
一
定

の
定
説
や
独
断
で
も
な
く
、
研
究
の
結
果
を
意
味
す
る
の
で
も
な
く
て
、
却
っ
て
新
し
い
真
理
の
発
見
へ
導
く

た
め
の
考
え
で
あ
り
、
よ
り
以
上
仕
事
を
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
い
う
。
彼
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
を
、
一
切
の
知
識
が
一
旦
そ
こ
へ
出
な
け
れ
ば
動
き
が
取
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
多
く
の
個
室
に
通
じ
る

廊
下
に
譬
え
て
い
る
。

　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
於
て
最
も
特
色
の
あ
る
も
の
は
そ
の
真
理
の
概
念
で
あ
る
。
真
理
と
は
そ
れ
自
身
に

価
値
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
よ
り
よ
く
理
論
的
実
践
的
な
仕
事
が
選
ば
れ
促
進
展
開
さ

れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
底
の
性
質
を
持
っ
た
も
の
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
人
間
の
生
活
は
理
論
的
な
も
の
も

実
践
的
な
も
の
も
結
局
実
際
的
な
も
の
に
他
な
ら
ぬ
が
、
人
間
の
こ
の
実
際
生
活
を
助
け
る
も
の
が
真
理
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
真
理
と
は
こ
の
意
味
に
於
て
有
用
、
有
益
、
有
利
な
手
段
で
あ
っ
て
、
道
具
の
如
き
性
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質
を
有
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
主
張
が
決
し
て
、
何
に
よ
ら
ず
都
合
の
よ
い
も
の
で

さ
え
あ
れ
ば
真
理
で
あ
る
と
い
う
結
局
真
理
否
定
に
他
な
ら
ぬ
一
種
の
懐
疑
論
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

主
観
の
得
手
勝
手
な
都
合
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
何
等
真
理
を
意
味
し
な
い
。
何
故
な
ら
そ
う
し
た
全
く

主
観
的
な
態
度
を
以
て
し
て
は
実
際
上
決
し
て
や
っ
て
行
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
真
理

を
生
活
に
有
用
な
も
の
と
規
定
す
る
場
合
の
生
活
と
は
人
間
の
社
会
的
な
実
際
生
活
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
の
社
会
的
生
活
を
実
際
的
に
促
進
さ
せ
る
用
具
が
真
理
と
い
う
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ

ば
真
理
と
は
、
「
吾
々
の
経
験
の
ど
れ
か
一
部
か
ら
他
の
一
部
分
へ
、
吾
々
を
成
功
的
に
持
っ
て
行
っ
て
呉
れ

る
よ
う
な
一
切
の
観
念
」
の
こ
と
だ
と
主
張
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
真
理
で
な
け
れ
ば
「
実
在
を

変
革
す
る
」
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
実
践
的
な
真
理
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
於
け
る
卓
越
し
た
観
点
は
、
真
理
の
こ
の
実
践
性
へ
の
着
眼
に
あ
る
。
そ
の
意
味
に

於
け
る
真
理
の
道
具
性
、
有
用
性
を
強
調
し
た
点
に
あ
る
。
し
か
し
こ
の
実
践
の
観
念
は
、
そ
れ
が
個
人
的
な

主
観
的
主
体
の
実
践
で
は
な
く
て
社
会
的
な
（
そ
の
限
り
で
は
）
「
客
観
的
」
な
人
間
の
社
会
生
活
に
於
け
る

実
践
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
本
当
は
客
観
的
な
性
質
を
有
っ
て
い
な
い
。
と
云
う
の
は
、
真
理
が
実
践
的
に
実

在
を
変
革
す
る
た
め
の
も
の
だ
と
云
っ
た
だ
け
で
は
、
そ
の
実
在
と
こ
の
真
理
と
の
関
係
は
一
向
判
っ
て
い
な

い
わ
け
で
、
も
し
真
理
が
こ
の
実
在
に
基
く
（
そ
れ
の
模
写
や
反
映
と
し
て
）
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
唯
物
論
に

な
る
わ
け
だ
し
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
結
局
こ
の
実
在
な
る
も
の
が
何
を
意
味
す
る
か
が
判
ら
な
く
な
る
。

唯
物
論
で
な
い
と
す
れ
ば
少
く
と
も
こ
の
実
在
は
客
観
的
で
は
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
こ
の
実
践
性
＝
真
理
性
は
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何
等
客
観
的
な
実
在
と
の
関
係
に
於
い
て
客
観
的
で
あ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
単
に
人
間
の
主
観
相
互
間
に
社
会

的
な
合
致
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
客
観
性
を
有
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
夫
は
要
す
る
に
イ
ン
タ
ー
サ
ブ
ジ
ェ

ク
テ
ィ
ヴ
（
主
観
相
互
的
）
な
も
の
で
結
局
主
観
的
な
も
の
に
す
ぎ
ぬ
。
夫
故
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
よ
る
真

理
は
、
其
実
践
性
に
も
拘
ら
ず
、
主
観
主
義
の
も
の
で
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
真
理
が
道
具
で
あ
り
有
用
性
で

あ
る
と
い
う
事
も
、
結
局
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
や
、
便
宜
的
功
利
主
義
の
も
つ
主
観
論
を
脱
す
る
こ
と

は
出
来
ぬ
。

　
そ
れ
故
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
真
理
に
就
い
て
（
又
そ
の
哲
学
観
全
般
に
つ
い
て
も
）
自
か
ら
称
す
る
通

り
、
相
対
主
義
な
の
で
あ
る
。
真
理
は
絶
対
的
な
も
の
で
な
く
人
間
社
会
に
即
し
て
人
間
的
に
（
「
人
本
主
義

」
）
相
対
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
世
界
乃
至
宇
宙
も
、
亦
、
絶
対
性
を
有
た
ず
即
ち
唯
一
性
（
一
元

性
）
を
有
た
ず
、
多
元
的
な
宇
宙
と
し
て
相
対
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
之
は
云
う
ま
で
も
な
く
真
理
な

る
も
の
又
実
在
な
る
も
の
の
観
念
を
無
理
に
強
制
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
真
理
の
実
際
性
を
強
調
す
る
に
際
し

て
、
そ
の
実
際
性
・
実
践
性
な
る
も
の
を
初
め
か
ら
客
観
的
実
在
と
無
関
係
に
規
定
し
得
る
と
思
っ
た
こ
と
か

ら
発
生
し
た
処
の
、
避
け
難
い
不
始
末
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
好
敵
手
と
し
て
選
ぶ
者
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
、
そ
の
体
系
・
形
而
上
学
・
絶
対
主
義
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
の
範
疇
組
織
と
い
う
も
の
ほ
ど
真
理
と
し
て
の
有
用
性
を
欠
い
た
も
の
は
な
い
。
哲
学

は
閉
じ
た
体
系
で
は
な
く
て
ど
こ
ま
で
も
閉
じ
る
こ
と
の
な
い
方
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
夫
は
何
等

の
形
而
上
学
（
閉
じ
た
体
系
）
で
も
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
か
か
る
絶
対
主
義
を
結
果
す
る
所
以
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
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於
い
て
の
よ
う
に
正
に
、
主
知
主
義
に
存
す
る
。
知
識
を
実
際
的
行
動
な
る
も
の
か
ら
引
き
離
し
て
夫
か
ら
出

発
す
る
が
故
に
、
知
識
自
身
が
少
し
も
実
際
的
な
も
の
と
し
て
把
握
出
来
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
知
識
が
実
際

的
行
動
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
が
、
遂
に
見
失
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
反
主
知
主
義
は
イ
ギ
リ
ス

の
経
験
論
に
由
来
す
る
処
の
少
く
な
い
の
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
認
識
と
生
活
と
に
関
す
る
進
化
論
的
思
想

に
基
く
処
が
極
め
て
多
い
。
現
に
同
じ
く
進
化
論
に
由
来
す
る
マ
ッ
ハ
の
思
惟
経
済
説
は
一
種
の
プ
ラ
グ
マ
テ

ィ
ズ
ム
に
数
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
場
合
は
可
な
り
異
る
が
、
同
じ
仕
方
で
ニ
ー
チ
ェ
も
亦
一
種
の
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ス
ト
に
数
え
ら
れ
得
る
。

　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
発
展
さ
せ
た
も
の
は
ア
メ
リ
カ
の
デ
ュ
ー
イ
（J.D

ew
ey

）
と
イ
ギ

リ
ス
の
シ
ラ
ー
（F.C

.S.Schiller
）
と
で
あ
る
。
前
者
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
於
け
る
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
タ
リ
ズ

ム
（
道
具
主
義
）
を
徹
底
し
、
後
者
は
そ
の
人
本
主
義
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
を
誇
張
す
る
。
シ
ラ
ー
に
よ
れ

ば
「
人
間
は
万
物
の
尺
度
」
で
あ
る
。
（
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
こ
の
懐
疑
論
的
命
題
は
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

能
動
的
命
題
と
な
っ
た
。
）
か
く
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
於
け
る
主
観
論
、
観
念
論
は
次
第
に
露
骨
と
な
り

つ
つ
あ
る
。

　
参
考
文
献
　
　Jam

es,W
.,Pragm

atism
,1907;D

ew
ey,J.,R

econstruction
in

philosophy,1920;Schiller

　,F.C
.S.,Studiesin

hum
anism

,1907.
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マ
ッ
ハ
　
エ
ル
ン
ス
ト
　ErnstM

ach

（
一
八
三
八
　
一
九
一
六
）

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
物
理
学
者
（
数
学
者
）
、
感
覚
生
理
学
者
に
し
て
哲
学
者
。
キ
ル
ヒ
ホ
フ
（K

irchhoff

）

に
酷
似
し
た
現
象
主
義
（
実
証
主
義
の
一
規
定
）
が
彼
の
思
想
の
一
つ
の
特
色
を
な
す
。
人
間
の
感
覚
は
同
時

に
「
世
界
の
要
素
」
で
あ
り
、
こ
の
感
覚
の
結
合
を
離
れ
て
世
界
が
そ
れ
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う

（
所
謂
マ
ッ
ハ
主
義
）
。
例
え
ば
原
子
も
実
在
性
を
有
つ
の
で
は
な
く
、
単
に
か
か
る
も
の
を
思
惟
す
る
こ
と

が
思
惟
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
経
済
的
に
す
る
が
故
に
、
初
め
て
原
子
を
思
惟
す
る
こ
と
も
真
理
で
あ
り
得
る
と
考

え
る
（
思
惟
経
済
説
）
（
こ
の
点
プ
ラ
ン
ク
（M

.Planck

）
と
の
論
争
が
歴
史
的
）
。
併
し
マ
ッ
ハ
の
最
も

優
れ
た
他
の
一
つ
の
特
色
は
、
自
然
科
学
に
関
す
る
歴
史
的
認
識
の
意
義
を
重
大
視
し
た
こ
と
に
あ
る
。
之
は

進
化
論
の
思
想
を
介
し
て
、
向



の
思
惟
経
済
説
と
現
象
主
義
と
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
物
理
学
の
理
論
的
歴

史
を
こ
の
立
場
か
ら
書
き
得
た
こ
と
は
恐
ら
く
彼
の
永
久
の
功
績
で
あ
る
。

　
主
著
　
　D

ie
G

eschichte
und

die
W

arzeldesSatzesvon
d.Erhaltung

d.Energie,1872;

〔D
ie

Prinzip

　ien
d.W

a:rm
elehre

〕,1886;D
ie

M
echanik

in
ihrerEntw

icklung,1883;D
ie

A
nalyse

d.Em
pfindunge

　n,1885;Erkenntnisund
Irrtum

,1905.

模
写
説
　
モ
シ
ャ
セ
ツ
　
【
英
】Im

itation-theory

【
独
】Im

itationstheorie,A
bbildtheorie.

　
一
般
に
認
識
は
、
客
観
的
実
在
の
主
観
乃
至
意
識
に
よ
る
写
し
（
コ
ピ
ー
）
（
模
倣
・
反
映
）
で
あ
る
と
い
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う
認
識
理
論
を
指
す
。
唯
物
論
に
よ
る
認
識
理
論
は
之
に
立
脚
す
る
。
観
念
論
哲
学
の
多
く
の
場
合
は
、
之
を

客
観
的
実
在
を
そ
の
ま
ま
一
遍
に
全
部
的
に
模
写
し
終
る
こ
と
が
認
識
で
あ
る
と
い
う
主
張
だ
と
し
て
説
明
し

て
い
る
が
、
こ
の
説
明
に
は
説
明
者
自
身
の
方
か
ら
の
誤
っ
た
独
断
が
揷
入
さ
れ
て
い
る
。
実
在
は
一
遍
に
は

そ
の
全
貌
を
あ
り
の
ま
ま
に
写
さ
れ
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
認
識
の
進
歩
発

達
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
独
断
に
立
脚
す
る
者
は
、
そ
の
条
件
を
具
え
た
限
り
の
模

写
説
が
立
脚
す
る
処
の
唯
物
論
を
素
朴
実
在
論
と
呼
び
、
之
れ
を
最
も
常
識
的
で
非
哲
学
的
な
認
識
論
に
立
つ

哲
学
体
系
だ
と
主
張
す
る
が
、
か
か
る
「
模
写
説
」
も
か
か
る
「
素
朴
実
在
論
」
も
、
本
来
の
模
写
説
と
本
来

の
実
在
論
（
即
ち
唯
物
論
）
と
か
ら
は
、
か
な
り
か
け
離
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
唯
物
論
の
認
識
論
と
し
て
の
本
来
の
模
写
説
は
、
実
在
が
意
識
に
よ
っ
て
全
体
的
に
一
挙
に
模
写
し
尽
せ
る

も
の
と
は
考
え
ず
、
常
に
そ
の
模
写
作
用
の
歴
史
的
過
程
に
注
意
を
集
中
す
る
。
之
に
よ
れ
ば
、
客
観
的
実
在

は
、
ま
ず
第
一
に
、
感
性
（
感
覚
乃
至
知
覚
）
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
。
だ
が
無
論
之
は
ま
だ
実
在
の
全
部
を

捉
え
た
の
で
は
な
い
。
感
性
は
経
験
の
最
も
端
初
的
な
形
態
で
あ
る
が
、
経
験
の
歴
史
的
蓄
積
と
整
頓
と
は
や

が
て
理
論
を
生
み
い
だ
す
。
之
が
普
通
悟
性
乃
至
理
性
の
仕
事
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
理
論
は
経

験
か
ら
経
験
的
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
一
旦
理
論
と
い
う
形
に
ま
で
経
験
的
に
抽
象
さ
れ
た
以
上
、

こ
の
理
論
は
そ
の
後
の
経
験
の
指
導
に
当
る
こ
と
が
出
来
る
。
経
験
の
一
つ
一
つ
は
其
後
と
雖
も
無
論
理
論
的

な
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
う
い
う
経
験
が
進
行
す
る
軌
道
を
導
く
も
の
が
理
論
で
あ
る
の
で
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
理
論
は
経
験
か
ら
区
別
さ
れ
る
理
由
を
見
出
し
得
な
い
。
理
論
的
な
原
則
・
原
理
が
経
験
的
な
も
の
で
な
い
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と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
先
天
的
乃
至
先
験
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
易
い
所
以
で
あ
る
。

　
故
に
模
写
と
は
常
に
認
識
構
成
の
過
程
に
即
し
て
し
か
あ
り
得
な
い
。
処
が
こ
の
認
識
構
成
の
原
動
力
は
、

そ
れ
が
感
性
か
ら
始
ま
っ
た
通
り
、
思
考
的
な
も
の
で
は
な
く
て
実
践
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
処
で
実
践
は
感

性
か
ら
始
め
て
実
験
・
産
業
な
ど
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
意
味
に
於
け
る
実
践
を
媒
介
と
し
て
初
め
て

認
識
は
成
立
、
発
達
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
実
在
の
模
写
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
併
し
模
写
説
は
元

来
特
別
な
認
識
理
論
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
認
識
と
い
う
こ
と
は
模
写
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い

と
い
う
、
一
つ
の
端
的
な
事
実
を
云
い
表
わ
す
に
過
ぎ
な
い
。
認
識
は
無
論
真
理
で
な
け
れ
ば
認
識
で
は
な
い
、

処
が
真
理
と
い
う
こ
と
は
実
在
が
あ
り
の
ま
ま
に
捉
え
ら
れ
た
状
態
を
云
う
の
で
あ
る
。
実
在
を
か
く
あ
り
の

ま
ま
に
捉
え
る
と
い
う
直
接
性
を
云
い
表
わ
す
べ
く
、
原
物
が
何
物
の
介
在
を
も
許
さ
ず
に
直
接
に
鏡
面
上
に

像
を
結
ぶ
こ
と
で
之
を
喩
え
た
わ
け
で
あ
る
。
認
識
と
い
う
観
念
の
意
味
は
常
に
、
写
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
写
す
と
い
う
こ
と
の
実
際
が
実
践
に
俟
つ
の
で
あ
る
。
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２
　
『
教
育
学
辞
典
』

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
　
【
独
】Ideologie

【
仏
】
〔ide'ologie

〕
【
英
】ideology

　
【
意
義
】
　
観
念
形
態
と
訳
す
。
こ
の
観
念
は
異
様
な
変
遷
と
変
化
と
を
有
っ
て
い
る
。

　
（
一
）
語
の
起
り
は
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ス
テ
ュ
ッ
ト
・
ド
・
ト
ラ
シ
ーA

.L.C
.D

estuttde
Tracy

（1754-18

36

）
や
カ
バ
ニ
スP.J.G

.C
abanis
（1757-1808

）
等
の
観
念
学
（
イ
デ
オ
ロ
ジ
ー
〔ide'ologie

〕
）
に
あ

る
。
観
念
学
に
よ
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
問
題
は
観
念
哲
学
的
研
究
に
基
い
て
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
、

観
念
の
起
原
発
生
を
感
覚
論
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
哲
学
的
方
法
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
学
問
は
感
覚
論
的
で

あ
る
限
り
一
種
唯
物
論
的
な
特
色
を
有
っ
て
い
た
が
（
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
〔E'.B

.de
C

ondillac

〕
の
感
覚

論
か
ら
由
来
す
る
限
り
）
、
併
し
他
方
例
え
ば
メ
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ンM

aine
de

B
iran

（1766-1824

）
の
内
部

的
人
間
学
へ
連
な
る
も
の
を
有
っ
て
い
る
。
と
云
う
の
は
、
問
題
の
出
発
点
が
観
念
の
問
題
に
限
ら
れ
、
事
物

を
観
念
の
関
係
に
於
て
処
理
し
よ
う
と
す
る
結
果
、
問
題
の
解
決
自
身
が
観
念
的
と
な
り
、
即
ち
ま
た
観
念
論

的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
学
問
に
よ
っ
て
、
事
物
は
現
実
的
に
解
決
さ
れ

る
代
り
に
、
哲
学
的
な
単
な
る
言
葉
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
と
い
う
弱
点
を
将
来
す
る
こ
と
と
な
り
、
空
疎
な
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言
辞
と
大
言
壮
語
の
類
が
イ
デ
オ
ロ
ジ
ー
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
さ
え
な
っ
た
。
同
時
に
哲
学
的
空
言
家
が

イ
デ
オ
ロ
ー
グ 

〔ide'ologue

〕 

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
デ
ス
テ
ュ
ッ
ト
・
ド
・
ト
ラ

シ
を
「
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
巨
頭
」
と
呼
ん
だ
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
以
上
は
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
あ
る
が
、
哲
学
的
空
言
と
い
う
意
味
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
る
語
は
や
が
て
マ
ル
ク
ス K

. H
. M

arx 

に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
、
爾
来
今
日
に
至
る
ま
で
こ
の
言
葉
の
有
つ
意
味
の
一
部
分
を
な
し
て
い
る
。

　
（
二
）
マ
ル
ク
ス
は
ド
イ
ツ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
の
社
会
主
義
乃
至
唯
物
論
者
・
無
神
論
者
が
、
結
局
一
種
の

哲
学
的
空
言
家
で
あ
っ
て
、
社
会
の
現
実
的
革
命
に
と
っ
て
殆
ど
全
く
無
用
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
フ

ォ
イ
エ
ル
バ
ハ L. A

. Feuerbach
（1804-72

）
・
バ
ウ
ア
ー B

. B
auer

（1809-82

）
・
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー M

. 

Stirner

（1806-56

）
・
グ
リ
ュ
ー
ン 
〔K

. G
ru:n

〕
（1813-87

）
等
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
て
之
を
「
ド

イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
名
づ
け
た
。
今
日
我
国
な
ど
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
呼
ば
れ
る
観
念
は
主
と
し
て
こ

こ
に
由
来
す
る
。
こ
れ
は
前
述
の
云
わ
ば
フ
ラ
ン
ス
・
イ
デ
オ
ロ
ジ
ー
に
対
比
し
て
ド
イ
ツ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
こ
こ
で
は
一
種
の
誤
謬
又
は
虚
偽
な
意
識
を
意
味
す
る
。
だ
が
マ

ル
ク
ス
が
こ
こ
で
同
時
に
意
味
す
る
所
は
、
一
方
に
於
て
こ
の
虚
偽
意
識
が
主
と
し
て
社
会
の
問
題
に
関
す
る

社
会
意
識
で
あ
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
一
定
の
社
会
的
原
因
に
よ
っ
て
発
生
し
た
社
会
意
識
の
タ﹅
イ﹅
プ﹅
だ
と

い
う
こ
と
を
暗
黙
の
間
に
想
定
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
虚
偽
な
社
会
意
識
の
類
型
の
常
と
し
て
、
こ
の
意
識
は
一
方
に
於
て
そ
の
誤
謬
を
自
覚
し
得
な
い

と
同
時
に
、
他
方
に
於
て
そ
の
誤
謬
を
自
覚
す
る
こ
と
を
決
し
て
欲﹅
し﹅
な﹅
い﹅
。
だ
か
ら
こ
れ
は
単
な
る
誤
謬
で
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は
な
く
て
正
に
虚
偽
で
あ
り
、
而
も
た
だ
の
嘘
と
は
異
っ
て
一
人
又
は
数
人
の
個
人
が
故
意
に
偽
っ
た
結
果
で

あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
却
っ
て
社
会
の
多
数
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
結
果
そ
れ
が
嘘
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
得
な
い
よ
う
な
虚
偽
で
あ
る
場
合
が
極
め
て
多
い
。
主
に
社
会
に
関
す
る
虚
偽
な
の
だ
か
ら
、
社
会
に
於

け
る
政
治
的
関
心
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
が
ち
で
あ
る
た
め
、
群
集
心
理
や
社
会
に
於
け
る
支
配
権
威
に
動

か
さ
れ
る
場
合
が
甚
だ
多
く
、
純
論
理
的
・
科
学
的
・
理
論
的
・
理
性
的
で
あ
る
よ
り
も
先
に
、
先
論
理
的
・

情
意
的
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
特
色
と
す
る
。

　
（
三
）
右
の
よ
う
な
虚
偽
意
識
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
他
に
、
マ
ル
ク
ス
は
も
う
一
つ
の
規
定
を
与
え

て
い
る
。
『
経
済
学
批
判
』
の
序
論
に
於
け
る
唯
物
史
観
の
公
式
の
条
に
見
ら
れ
る
社
会
の
上
部
構
造
と
し
て

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
観
念
が
そ
れ
で
あ
る
。
人
間
の
意
識
が
存
在
を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
て
、
逆
に
社
会
的

存
在
が
人
間
の
意
識
を
限
定
す
る
。
と
云
う
の
は
社
会
の
物
質
的
な
現
実
的
な
地
盤
で
あ
る
生
産
関
係
が
、
終

極
に
於
て
社
会
に
於
け
る
人
間
の
意
識
の
形
態
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
前
者
の
物
質
的
地
盤
が
社
会

の
下
部
構
造
で
、
後
者
の
意
識
の
形
態
が
社
会
の
上
部
構
造
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
上
部
構
造
が
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
之
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
形
態
と
も
呼

ん
で
い
る
が
、
元
来
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
イ
デ
ア
（
観
念
）
の
理
論
と
い
う
語
の
意
味
で
あ
っ
た
こ
と
を
参
照
し

て
、
我
々
は
こ
の
際
社
会
の
上
部
構
造
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
観
念
形
態
と
訳
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

訳
語
は
相
当
行
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に
上
部
構
造
（
観
念
形
態
）
と
前
の
虚
偽
意
識
と
の
二
つ
の
意
味
の
間
の
関
係
で
あ
る
が
、
相
反
し
た
主
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張
を
有
つ
二
つ
の
観
念
形
態
は
お
互
に
他
を
虚
偽
意
識
と
見
做
す
の
を
常
と
す
る
。
所
が
観
念
形
態
の
内
に
は

社
会
の
下
部
構
造
を
忠
実
に
反
映
し
た
も
の
も
あ
り
得
る
わ
け
で
、
そ
う
し
た
も
の
は
実
は
虚
偽
意
識
に
対
比

し
て
却
っ
て
真
理
意
識
の
資
格
を
有
つ
こ
と
が
出
来
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
於
て
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
や
封
建
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
現
代
に
於
け
る
虚
偽
意
識
を
意
味
す
る
が
、
之
に
反
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
正
に
真
理
意
識
を
意
味
す
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
語
の
意
味
が
も
つ
真
理
意
識
と
虚
偽

意
識
と
の
こ
の
対
立
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
社
会
階
級
上
の
対
立
を
意
味
す
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
従
っ
て
こ

の
際
、
思
想
・
観
念
・
意
識
・
真
理
、
其
他
の
社
会
的
な
階
級
性
質
を
意
味
す
る
わ
け
で
、
今
日
文
学
や
科
学

に
就
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
と
云
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
階
級
的
性
質
乃
至
階
級
政
治
的
特
色
を
指
す
。

　
【
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
教
育
】
　
　
前
述
の
最
後
の
意
味
に
於
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
教
育
に
於
て
占
め
る
役

割
は
絶
大
で
あ
る
。
教
育
が
一
定
の
階
級
乃
至
国
家
、
或
は
階
級
的
社
会
の
支
配
の
下
に
行
わ
れ
る
時
は
、
そ

の
標
榜
す
る
教
育
理
想
や
教
育
方
針
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
実
際
に
於
て
は
、
良
い
意
味
に
於
て
も
悪
い
意
味
に

於
て
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育
で
あ
る
こ
と
を
出
で
な
い
。
こ
の
点
、
所
謂
修
身
教
育
・
公
民
教
育
・
徳
育
・

精
神
教
育
、
其
他
に
於
て
極
め
て
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
的
な
所
謂
知
育
・
職
業
教
育

・
産
業
教
育
・
技
術
教
育
、
其
他
に
於
て
も
根
本
的
な
影
響
を
有
っ
て
い
る
。
支
配
的
勢
力
が
教
育
に
於
て
採

用
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
虚
偽
意
識
で
あ
っ
た
場
合
（
そ
し
て
こ
れ
は
今
日
極
め
て
普
通
に
存
す
る
場
合
で

あ
る
）
、
そ
の
教
育
が
真
理
と
原
則
的
に
全
く
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
不
可
避
な
必
然
な
の
で
あ
る
。

　
【
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
】
　
　
史
的
唯
物
論
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
概
念
を
模
倣
し
た
も
の
は
知
識
社
会
学

65



乃
至
文
化
社
会
学
に
よ
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
」
で
あ
る
（
マ
ン
ハ
イ
ムK

.M
annheim

や
フ
ラ
イ
ア
ーH

.

Freyer

等
）
。
マ
ン
ハ
イ
ム
は
、
歴
史
の
推
移
に
於
て
存
在
が
意
識
を
追
い
越
し
た
場
合
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、

そ
の
逆
の
場
合
を
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
呼
ん
で
い
る
。

　
文
献
　
　A

.B
ogdanov,D

ie
Entw

icklungsform
en

derG
esellschaftund

W
issenschaft,1913

（
林
房
雄

　
訳
『
社
会
意
識
学
概
論
』
昭
和
五
年
）
。K

.M
annheim

,Ideologie
u.U

topie,1929.
K

.M
arx,D

ie
D

euts

　che
Ideologie,1845-46,hrsg.von

M
arx-Engels-Lenin

Institut,unterR
edaktion

von
V

.A
doratskii,19

　32

（
唯
物
論
研
究
会
訳
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
三
冊
、
昭
和
十
　
十
一
年
）;ZurK

ritik
derpolitis

　chen
O

ekonom
ie,1859,hrsg.von

K
.K

autsky,1924

（
河
上
肇
・
宮
川
実
訳
『
政
治
経
済
学
批
判
』
昭
和

　
六
年
）;besorgtvon

M
arx-Engels-Lenin

Institut,1934.
G

.Salom
on,H

istorischerM
aterialism

usund

　Ideologienlehre,

Ⅰ(Jhrb.f.Soziol.,
Ⅱ,1926).

M
.Scheler,D

ie
W

issensform
en

und
G

esellschaft,192

　6.
H

.O
.Ziegler,Ideologienlehre(A

rch.f.Sozialw
iss.u.Sozialpol.,1927)

。
新
明
正
道
編
『
イ
デ
オ
ロ

　
ギ
ー
の
系
譜
学
』
第
一
部
（
昭
和
八
年
）
。
戸
坂
潤
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
概
論
』
（
昭
和
七
年
）
。
【
本
全
集

　
第
二
巻
所
収
】

仮
説
　
【
英
】hypothesis;supposition;assum

ption

【
独
】H

ypothese;V
oraussetzung

【
仏
】
〔hypothe`

　
　se

〕;assom
ption
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【
一
般
的
意
義
】
　
　
こ
の
言
葉
の
古
典
的
な
意
味
は
、
「
下
に
置
く
」
で
あ
り
、
根
柢
に
置
く
と
か
根
柢

を
置
く
と
か
い
う
意
味
で
あ
る
。
根
拠
・
理
由
を
与
え
る
も
の
の
謂
で
あ
り
、
推
理
・
理
論
・
学
を
成
立
さ
せ

る
原
則
を
一
般
に
指
す
。
併
し
特
に
実
証
科
学
乃
至
自
然
科
学
に
於
け
る
仮
説
は
、
既
成
の
諸
経
験
的
事
実
を

統
一
的
に
、
必
要
に
し
て
充
分
な
形
で
、
説
明
し
得
る
よ
う
に
案
出
さ
れ
た
或
る
仮
定
を
云
う
。
こ
れ
は
ま
だ

実
験
的
に
検
証
さ
れ
実
証
さ
れ
な
い
仮
定
で
あ
る
か
ら
、
臆
説
と
も
呼
ば
れ
る
。
か
か
る
仮
説
は
科
学
の
前
進

に
よ
っ
て
、
実
験
的
に
検
証
さ
れ
て
行
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
検
証
が
成
功
す
れ
ば
こ
れ
は
も
は
や
仮
説

で
は
な
く
て
一
つ
の
事
実
の
資
格
を
得
る
が
、
こ
の
検
証
に
よ
っ
て
こ
の
仮
説
に
反
す
る
結
果
を
得
る
な
ら
ば
、

云
う
ま
で
も
な
く
こ
の
仮
説
は
捨
て
去
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
更
に
よ
り
合
理
的
な
新
し
い
仮
説
を
必

要
と
す
る
に
到
る
。
仮
説
は
か
く
の
如
く
し
て
、
科
学
的
研
究
の
途
上
に
於
て
仮
に
設
け
ら
れ
る
仮
定
の
意
味

を
失
う
も
の
で
は
な
い
。

　
併
し
云
う
ま
で
も
な
く
科
学
に
於
け
る
仮
説
は
決
し
て
主
観
的
な
任
意
的
な
又
は
便
宜
的
な
も
の
で
は
な
い
。

何
故
な
ら
ば
こ
れ
は
常
に
や
が
て
実
験
的
に
検
証
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
実

験
的
検
証
の
必
要
は
、
科
学
の
対
象
界
に
於
け
る
実
在
的
関
係
を
何
等
か
の
形
で
言
い
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
科
学
は
探
究
す
る
世
界
自
身
の
客
観
的
関
係
の
一
表
現
で
あ
る
限
り
、
仮
説
は
単
に
主
観
的
な

も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
の
み
な
ら
ず
こ
れ
は
与
え
ら
れ
た
既
成
の
知
識
を
根
柢
的
に
組
織
立
て
る
筈
の
も
の

で
あ
る
か
ら
、
無
論
決
し
て
任
意
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
何
人
も
そ
の
段
階
に
於
て
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
筈

の
客
観
性
を
有
っ
て
い
る
。
そ
し
て
又
、
そ
れ
が
単
に
研
究
の
便
宜
の
た
め
に
一
時
的
に
採
用
さ
れ
た
と
い
う
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意
味
に
す
ぎ
な
い
こ
と
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
仮
説
は
常
に
実
験
的
に
そ
れ
が
真
理
で
あ
る
こ
と
を
実
証
さ
れ
る

こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
即
ち
こ
れ
は
ま
だ
実
証
さ
れ
る
に
は
到
ら
ぬ
に
し
て
も
、
多
分
や
が
て
は
そ
の
真
理

た
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
希
望
す
る
合
理
的
理
由
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
に
於
て

こ
れ
は
単
な
る
便
宜
で
は
な
く
一
種
の
客
観
的
な
真
理
に
属
す
る
。

　
【
作
業
仮
説
】
　
　
単
に
研
究
の
便
宜
だ
け
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
仮
説
は
作
業
仮
説w

orking
hypothesi

s

と
呼
ば
れ
、
研
究
の
便
宜
の
た
め
に
役
立
ち
さ
え
す
れ
ば
目
的
を
達
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
が
客
観

的
真
理
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
で
な
い
。
従
っ
て
之
の
実
験
的
検
証
も
亦
必
要
で
は
な
い
し

又
無
意
味
で
さ
え
あ
る
。

　
【
仮
説
と
理
論
】
　
　
本
来
の
意
味
に
於
け
る
仮
説
は
、
客
観
的
真
理
の
一
表
現
で
あ
る
限
り
、
一
種
の
客

観
性
と
真
理
と
を
有
っ
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
併
し
又
他
面
に
於
て
そ
れ
が
何
と
云
っ

て
も
主
観
の
産
物
で
あ
り
而
も
主
観
の
主
観
的
案
出
に
よ
る
産
物
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
こ
の
意
味
に

於
け
る
主
観
性
は
仮
説
の
免
れ
な
い
特
色
を
な
す
。
ポ
ア
ン
カ
レ
〔H

.Poincare'

〕
な
ど
は
、
仮
説
を
或
る

部
分
的
事
実
認
識
か
ら
の
拡
大
・
拡
張
だ
と
考
え
る
。
特
定
の
経
験
的
事
実
を
、
思
考
的
に
一
般
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
他
の
経
験
的
諸
事
実
を
も
そ
の
一
般
物
の
上
に
含
ま
せ
よ
う
と
す
る
の
が
、
仮
説
構
成
の
目
的
で

あ
り
ま
た
手
続
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
仮
説
を
今
、
こ
の
よ
う
に
経
験
的
事
実
の
一
般
化
だ
と
す
れ
ば
、

我
々
は
仮
説
な
る
も
の
が
理
論
に
於
て
演
じ
る
役
割
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
と
い
う
に
、
理
論
こ
そ
恰

も
、
経
験
的
事
実
を
一
般
化
し
普
遍
的
な
場
合
に
ま
で
拡
大
・
拡
張
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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理
論
は
経
験
的
諸
事
実
か
ら
抽
出
さ
れ
抽
象
さ
れ
た
所
の
も
の
で
あ
る
が
、
理
論
も
亦
や
が
て
実
験
的
検
証

を
受
け
る
こ
と
を
要
求
す
る
義
務
と
権
利
と
を
有
つ
。
こ
の
点
理
論
な
る
も
の
と
仮
説
な
る
も
の
と
の
間
に
は

殆
ど
何
等
の
区
別
が
な
い
。
た
だ
科
学
に
於
け
る
理
論
は
何
等
か
特
殊
の
仮
定
な
し
に
、
全
経
験
的
事
実
を
統

一
的
に
説
明
し
得
る
又
は
得
そ
う
に
思
わ
れ
る
所
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
な
お
何
等
か
特
殊
の

仮
定
を
置
い
て
し
か
許
さ
れ
な
い
場
合
に
、
そ
の
仮
定
が
仮
説
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
仮
説
と
は
、
経
験
的
事

実
か
ら
一
般
的
理
論
（
原
則
）
を
抽
出
導
来
す
る
に
際
し
て
、
ま
だ
そ
こ
に
理
論
上
多
少
の
偶
然
性
が
横
た
わ

っ
て
い
る
よ
う
な
段
階
に
、
必
要
に
応
じ
て
発
生
す
る
所
の
も
の
で
あ
っ
て
、
理
論
へ
の
途
の
恐
ら
く
不
可
避

な
一
中
間
段
階
に
他
な
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
燃
素
説
・
光
粒
子
説
・
原
子
論
又
原
子
小
太
陽
系
説
・

エ
ー
テ
ル
等
々
は
か
か
る
性
質
を
有
っ
た
仮
説
で
あ
っ
た
。

　
所
で
ま
だ
理
論
と
し
て
の
充
分
な
必
然
性
を
有
た
ず
、
理
論
的
に
偶
然
性
を
含
ん
だ
段
階
に
仮
説
が
発
生
す

る
と
云
っ
た
が
、
こ
の
偶
然
性
は
多
く
は
広
義
に
於
け
る
モ
デ
ル
の
利
用
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
と
云
う
意
味

は
、
理
論
的
説
明
を
仮
託
す
る
も
の
と
し
て
、
多
く
の
場
合
我
々
は
、
人
間
が
日
常
経
験
し
つ
つ
あ
る
所
の
影

像 B
ild 

を
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
視
覚
に
訴
え
る
像
を
選
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
事
実
の
理
論
の
譬
喩
的

説
明
は
多
く
か
か
る
直
観
像
に
訴
え
る
。
こ
の
譬
喩
的
直
観
像
が
も
は
や
そ
の
譬
喩
的
意
味
を
脱
却
し
て
、
説

明
さ
れ
る
べ
き
事
実
そ
の
も
の
に
本
質
的
な
直
観
像
と
考
え
ら
れ
る
時
、
そ
れ
が
モ
デ
ル
な
の
で
あ
る
。
燃
素

説
・
光
粒
子
説
・
原
子
論
、
其
他
に
於
け
る
微
小
粒
子
の
直
観
や
、
波
動
の
直
観
や
、
ボ
ー
ア
の
原
子
理
論
に

於
け
る
太
陽
系
的
直
観
像
な
ど
は
、
凡
て
こ
う
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
理
論
は
こ
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
各
種
の
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経
験
的
現
象
を
説
明
す
る
の
を
普
通
と
す
る
。
（
但
し
最
近
の
物
理
学
に
於
て
は
直
観
像
モ
デ
ル
が
成
り
立
た

な
い
よ
う
な
理
論
が
必
要
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
つ
ま
り
空
間
的
時
間
的
な
表
象
で
は
こ
の
理
論
に
モ
デ
ル

を
与
え
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
）
か
く
モ
デ
ル
は
仮
説
と
直
接
関
係
を
有
っ
て
い
る
。

　
物
理
学
に
於
け
る
エ
ー
テ
ル
仮
説
は
極
め
て
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
は
物
理
的
認
識
の
極
限
を
意
味
す
る
（
質

量
の
極
小
無
・
抵
抗
の
極
小
無
等
々
）
。
だ
か
ら
こ
れ
は
物
理
学
的
仮
説
と
し
て
は
慥





に
無
理
な
内
容
の
も
の

で
は
あ
る
が
、
経
験
的
事
実
と
理
論
的
認
識
と
の
連
絡
づ
け
が
仮
説
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
偶
※






よ
く
物
語
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
理
論
を
経
験
の
極
限
と
し
て
導
き
出
す
わ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
因





に
仮
説
が
哲
学
体
系
乃
至

認
識
方
法
に
於
て
占
め
る
意
義
を
最
も
重
視
し
た
の
は
コ
ー
エ
ンH

.C
ohen

で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
仮
説
と

は
経
験
へ
根
柢
を
与
え
る
こ
と
だ
。
認
識
は
こ
の
根
柢
か
ら
生
産
さ
れ
る
。
こ
の
生
産
点
が
、
所
謂
極
限
や
微

分
と
呼
ば
れ
る
所
の
も
の
だ
と
い
う
。

技
術
　
【
英
】
【
仏
】technique

【
独
】Technik

　
【
意
義
】
　
　
技
法
・
手
法
と
呼
ぶ
べ
き
場
合
も
あ
り
、
技
能
と
呼
ぶ
べ
き
場
合
も
あ
り
、
又
技
術
学
又
は

工
学
・
工
芸
・
工
芸
学
と
呼
ぶ
べ
き
場
合
も
あ
る
。
併
し
此
等
の
も
の
は
夫
々
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
一
）
技
術
と
技
法
　
最
も
本
来
的
な
意
味
に
於
け
る
技
術
は
技
法
又
は
手
法
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
技
術
と

は
本
来
、
物
質
的
生
産
の
技
術
の
こ
と
で
あ
り
、
一
般
に
非
生
産
的
な
技
術
又
は
観
念
生
産
の
技
術
（
例
え
ば
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創
作
技
術
）
た
る
単
な
る
技
法
や
手
法
は
、
こ
の
技
術
の
観
念
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
・
拡
大
・
応
用
・
其
他
と
見
ら

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
二
）
技
術
と
技
能
　
こ
の
物
質
的
生
産
の
技
術
は
、
物
質
的
生
産
の
技
能
と
其
他
の
技
術
部
分
と
を
含
ん

で
い
る
。
元
来
物
質
的
生
産
は
物
質
的
生
産
力
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
生
産
力
に
は
人
的
要

因
た
る
労
働
力
と
物
的
要
因
た
る
労
働
要
具
の
体
系
と
が
含
ま
れ
る
。
所
で
こ
の
労
働
力
の
一
つ
の
資
格
が
技

能
で
あ
り
、
こ
の
労
働
要
具
（
機
械
・
道
具
）
の
体
系
が
其
他
の
技
術
部
分
で
あ
る
。

　
技
能
と
機
械
体
系
と
は
併
し
分
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
機
械
体
系
は
人
間
の
機
械
的
な
直
覚
・

熟
練
・
其
他
を
基
準
と
し
て
設
計
さ
れ
る
と
共
に
、
逆
に
如
何
な
る
機
械
体
系
が
社
会
的
に
存
在
す
る
か
に
よ

っ
て
人
間
の
技
能
は
歴
史
的
に
そ
の
性
能
を
強
制
さ
れ
る
。
だ
が
こ
の
際
技
能
の
方
は
労
働
条
件
の
如
何
に
よ

っ
て
は
そ
の
分
担
が
労
働
力
に
と
っ
て
一
応
自
由
で
あ
る
に
反
し
て
、
機
械
体
系
の
方
は
物
質
的
必
然
性
に
よ

っ
て
労
働
力
を
強
制
す
る
か
ら
、
終
局
に
於
て
機
械
体
系
が
技
能
を
決
定
す
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
こ

の
こ
と
は
機
械
体
系
と
技
能
と
が
全
く
別
な
二
つ
の
現
象
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
蔽
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

全
く
異
っ
た
二
つ
の
現
象
が
同
じ
く
技
術
と
呼
ば
れ
る
。
二
つ
の
も
の
を
媒
介
す
る
概
念
と
し
て
の
技
術
は
、

社
会
に
於
け
る
技
術
水
準
と
も
云
う
べ
き
も
の
だ
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
点
ま
だ
定
説
が
な
い
。

　
（
三
）
技
術
と
技
術
学
　
か
か
る
物
質
的
生
産
の
技
術
は
技
術
学
（
工
芸
・
工
芸
学
・
工
学
）
と
往
々
混
同

又
は
同
一
視
さ
れ
て
い
る
が
、
二
つ
の
言
葉
は
区
別
し
て
使
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
社
会
の
技
術
的
水
準
と

も
云
う
べ
き
も
の
が
技
術
で
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
て
い
た
機
械
体
系
と
し
て
の
技
術
に
関
す
る
科
学
が
技
術
学
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な
の
で
あ
る
。

　
【
経
済
的
・
社
会
的
範
疇
と
し
て
の
技
術
】
　
　
一
般
に
技
術
は
人
間
の
社
会
生
活
が
直
接
自
然
と
結
び
つ

い
た
領
域
に
成
立
す
る
。
だ
か
ら
こ
れ
は
一
方
に
於
て
自
然
に
属
す
る
と
共
に
他
方
に
於
て
社
会
に
属
す
る
。

自
然
に
属
す
る
限
り
に
於
て
技
術
は
自
然
科
学
と
不
離
な
関
係
に
立
つ
。
技
術
乃
至
技
術
学
は
自
然
科
学
の
母

胎
で
あ
る
。
社
会
に
属
す
る
限
り
技
術
は
経
済
と
不
離
な
関
係
に
立
つ
。
機
械
も
決
し
て
単
な
る
自
然
科
学
的

・
技
術
学
的
範
疇
で
は
な
く
て
、
経
済
的
・
社
会
的
範
疇
で
あ
る
。

　
併
し
こ
の
こ
と
は
技
術
（
ま
し
て
機
械
）
が
社
会
の
根
柢
で
あ
る
こ
と
を
結
果
し
な
い
。
社
会
の
根
柢
は
物

質
的
生
産
力
で
あ
る
が
、
技
術
は
少
く
と
も
こ
の
生
産
力
の
一
部
分
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
従
来
技
術
の
哲

学
な
る
も
の
が
少
く
な
い
し
（
例
え
ば
デ
ッ
サ
ウ
ア
ーF.D

essauer

）
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ーtechnocracy

な

ど
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
れ
も
技
術
至
上
主
義
で
あ
る
限
り
科
学
的
認
識
と
は
云
え
な
い
。
だ
が
技
術
が
単
に

人
間
の
物
的
生
活
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
人
類
の
も
つ
諸
観
念
に
対
し
て
如
何
に
根
本
的
な
限
定
力
を
も
つ

も
の
か
と
い
う
点
を
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
技
術
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
観
念
・
思
想
・
哲
学
は
終

局
的
な
客
観
性
と
通
用
性
と
を
有
つ
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
事
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
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　er Technik, 1927.
社
会
科
学
　
【
英
】social science

【
独
】Sozialw

issenschaft

【
仏
】science sociale

　
【
歴
史
的
概
観
】
　
　
広
汎
な
意
味
に
於
て
は
社
会
に
関
す
る
理
論
乃
至
科
学
を
指
し
、
主
と
し
て
ギ
リ
シ

ア
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
第
一
の
形
態
は
政﹅
治﹅
学﹅
で
あ
り
（
プ
ラ
ト
ン
・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
は
じ
ま
り
今
日
に

及
ぶ
）
、
第
二
の
形
態
は
経﹅
済﹅
学﹅
で
あ
り
（
ギ
リ
シ
ア
に
於
て
は
家
計
理
論
で
あ
っ
た
も
の
が
十
六
世
紀
以
来

今
日
の
経
済
学
の
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
）
、
第
三
の
形
態
は
、
歴﹅
史﹅
記﹅
述﹅
で
あ
り
（
ヘ
ロ
ド
ト
ス 

〔H
e^

rodotos

〕
・
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス 
〔Thoukydide^s

〕 

に
始
ま
る
）
、
第
四
の
形
態
は
法﹅
律﹅
学﹅
で
あ
る
（
但

し
こ
れ
は
ロ
ー
マ
に
発
す
る
）
。
十
九
世
紀
の
初
め
に
至
る
迄
、
こ
の
種
の
諸
形
態
が
混
合
し
て
漠
然
と
社
会

科
学
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
は
歴
史
哲
学
乃
至
社
会
哲
学
と
あ
ま
り
区
別
を
持
た
な
い
。
だ
が
近
代
科
学
的
な
社

会
科
学
は
二
つ
の
方
向
に
分
離
し
た
。
一
つ
は
人﹅
類﹅
学﹅
・
犯﹅
罪﹅
学﹅
（
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア C

. B
. B

eccaria

）
、
更

に
特
に
社﹅
会﹅
学﹅
（
コ
ン
ト
）
で
あ
り
、
一
つ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社﹅
会﹅
科﹅
学﹅
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社
会

科
学
は
、
サ
ン
・
シ
モ
ン C

. H
. de Saint-Sim

on

・
フ
リ
エ F. M

. C
. Fourier

・
オ
ー
エ
ン
等
の
ユ
ト
ー
ピ
ア

社
会
主
義
か
ら
発
達
し
て
、
科
学
的
社
会
主
義
と
し
て
成
長
し
た
。

　
社﹅
会﹅
学﹅
が
一
般
に
諸
社
会
現
象
の
形
式
的
乃
至
現
象
的
な
体
系
を
組
織
す
る
に
対
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的

な
（
厳
密
な
意
味
に
於
け
る
）
社﹅
会﹅
科﹅
学﹅
は
諸
社
会
現
象
を
貫
く
内
容
的
実
体
的
な
本
質
を
組
織
す
る
。
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【
社
会
科
学
の
構
成
要
素
】
　
　
厳
密
な
意
味
で
の
社
会
科
学
と
し
て
今
日
広
く
承
認
さ
れ
て
い
る
殆
ど
唯

一
の
も
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
そ
れ
で
あ
り
、
史﹅
的﹅
唯﹅
物﹅
論﹅
（
歴
史
の
唯
物
論
）
即
ち
唯﹅
物﹅
史﹅
観﹅
で
あ
る
。

唯
物
史
観
に
は
三
つ
の
契
機
が
含
ま
れ
て
い
る
。
（
一
）
唯﹅
物﹅
論﹅
。
こ
れ
は
十
七
乃
至
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の
支
配
的
な
近
代
哲
学
の
一
つ
に
淵
源
す
る
。
（
二
）
弁﹅
証﹅
法﹅
。
こ
れ
は
近
世
ド
イ
ツ

古
典
哲
学
の
結
論
で
あ
る
。
（
三
）
歴﹅
史﹅
観﹅
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
経
済
学
と
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
理

論
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
も
の
。
こ
の
三
つ
の
契
機
を
も
つ
史
的
唯
物
論
は
所
謂
自﹅
然﹅
弁﹅
証﹅
法﹅
と
合
わ
せ
て
、
弁﹅

証﹅
法﹅
的﹅
唯﹅
物﹅
論
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
一
般
に
漫
然
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
内
容
を
な

す
。

　
【
社
会
科
学
の
方
法
】
　
　
ま
ず
社
会
科
学
は
社
会
を
そ
の
歴
史
的
運
動
に
於
て
観
察
分
析
す
る
。
社
会
と

は
常
に
歴
史
的
社
会
の
謂
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
社
会
の
歴
史
は
併
し
、
単
に
人
類
の
文
化
の
歴
史
と
し

て
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
自
然
自
身
の
歴
史
的
（
自
然
史
的
・
博
物
学
的
）
発
展
の
結
果
発
生
し
た
も
の

に
他
な
ら
ぬ
。
故
に
恰
も
自
然
科
学
者
が
自
然
の
歴
史
を
博
物
学
的
に
研
究
す
る
よ
う
に
、
社
会
科
学
者
は
社

会
の
歴
史
を
自
然
史
的
に
研
究
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
う
し
て
初
め
て
、
社
会
の
認
識
は
科
学
的
と
な
る

（
人
類
社
会
の
自
然
史
）
。
併
し
こ
の
こ
と
は
す
で
に
、
社
会
の
歴
史
の
唯
物
論
的
分
析
と
弁
証
法
的
分
析
と

を
想
定
し
て
い
る
。
従
来
の
非
理
論
的
な
社
会
史
は
、
歴
史
的
現
象
の
単
な
る
発
生
消
滅
を
羅
列
し
乃
至
適
当

に
区
分
す
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
終
局
に
於
て
こ
れ
を
人
類
の
精
神
乃
至
観
念
の
展
開
・
発
達
・
変
遷
の

結
果
と
し
て
説
明
す
る
態
度
を
抜
け
出
な
か
っ
た
と
云
っ
て
い
い
。
社
会
の
自
然
史
は
之
に
反
し
て
、
社
会
の
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歴
史
的
展
開
を
社
会
の
現
実
的
な
物
質
的
地
盤
か
ら
説
明
す
る
。
社
会
の
物
質
的
な
発
展
が
社
会
全
般
の
歴
史

的
発
展
の
終
局
原
因
と
し
て
発
見
さ
れ
る
。
こ
こ
に
社
会
の
自
然
史
が
唯﹅
物﹅
論﹅
を
分
析
方
法
と
す
る
所
以
が
あ

る
。
所
が
更
に
、
社
会
を
如
何
に
自
然
史
的
に
分
析
す
る
と
云
っ
て
も
、
社
会
は
云
う
ま
で
も
な
く
自
然
と
は

別
で
あ
る
。
社
会
は
物
質
的
自
然
の
歴
史
的
な
物
質
的
な
発
展
で
あ
る
が
自
然
自
身
と
は
異
っ
た
発
展
段
階
に

属
す
る
。
そ
れ
自
身
の
発
展
が
そ
れ
自
身
と
は
異
っ
た
新
た
な
性
質
を
生
み
出
す
と
い
う
、
事
物
の
歴
史
的
発

展
の
事
実
が
、
一
般
に
唯
物
論
的
な
弁﹅
証﹅
法﹅
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
社
会
の
自
然
史
と
は
、
社
会
の
弁
証
法
的

発
展
を
想
定
し
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
。
社
会
の
自
然
史
の
分
析
方
法
は
又
、
だ
か
ら
弁
証
法

（
形﹅
式﹅
論﹅
理﹅
に
対
す
）
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
歴
史
的
社
会
の
唯
物
論
的
弁
証
法
的
分
析
方
法
が
社
会
科
学
の
一
般
的
方
法
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
こ

の
方
法
の
出
所
自
身
が
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
歴
史
的
社
会
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
が
物
質
的
で
弁
証
法
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
あ
る
点
で
あ
る
。
唯
物
論
的
弁
証
法
的
方
法
の
強
み
の
一
つ
は
、
こ
の
方
法
自
身
が
事
物
の
物

質
的
弁
証
法
的
性
質
の
避
く
べ
か
ら
ざ
る
結
果
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
法
の
強
み
は
而
も
、
歴
史
的

社
会
の
社
会
科
学
的
分
析
に
際
し
て
最
も
判
然
と
現
わ
れ
る
。

　
【
社
会
科
学
の
内
容
】
　
　
社
会
科
学
的
分
析
に
よ
っ
て
明
か
に
な
る
主
な
点
は
、
第
一
に
社
会
の
活
き
た

動
的
及
び
静
的
な
構
造
で
あ
る
。
社
会
科
学
に
よ
れ
ば
、
歴
史
的
社
会
の
基
礎
で
あ
り
従
っ
て
ま
た
社
会
の
歴

史
的
発
展
の
終
局
的
な
動
力
を
含
む
も
の
は
社
会
の
物
質
的
な
生﹅
産﹅
関﹅
係﹅
で
あ
る
。
こ
れ
は
社
会
に
於
け
る
物﹅

質﹅
的﹅
生﹅
産﹅
力﹅
が
一
定
社
会
に
於
て
受
け
取
る
形
式
で
あ
っ
て
、
普
通
経
済
機
構
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
相
当
す
る
。
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社
会
の
こ
の
現
実
的
地
盤
の
上
に
、
社
会
の
こ
の
下﹅
部﹅
構﹅
造﹅
の
上
に
、
上﹅
部﹅
構﹅
造﹅
と
し
て
イ﹅
デ﹅
オ﹅
ロ﹅
ギ﹅
ー﹅
＝
観﹅

念﹅
形﹅
態﹅
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
（
法
律
・
政
治
・
道
徳
・
科
学
・
哲
学
・
芸
術
）
。
下
部
構
造
は
上
部
構
造
と

の
間
に
交
互
作
用
を
営
ん
で
互
い
に
規
定
し
合
う
に
拘
ら
ず
、
終
局
に
於
て
下
部
構
造
が
上
部
構
造
を
規
定
す

る
。
以
上
は
社
会
の
静
的
構
造
で
あ
る
が
、
こ
の
同
じ
社
会
構
造
が
又
社
会
の
動
的
展
開
を
惹
き
起
す
。
物
質

的
生
産
力
は
終
局
に
於
て
個
人
乃
至
人
間
の
意
志
と
は
独
立
に
客
観
的
に
発
達
し
て
行
く
必
然
性
を
有
っ
て
い

る
が
、
そ
の
発
達
の
結
果
、
こ
の
生
産
力
が
旧
来
の
生
産
関
係
と
矛
盾
に
陥
る
。
か
く
て
社
会
の
生
産
関
係
は

生
産
力
の
発
展
の
形
態
か
ら
、
そ
の
桎
梏
へ
と
逆
転
す
る
。
生
産
力
の
発
展
は
こ
の
桎
梏
を
打
開
し
て
新
し
い

生
産
関
係
を
自
分
に
適
し
た
形
式
と
し
て
造
り
出
す
。
か
く
て
社
会
の
基
礎
構
造
は
、
矛
盾
と
矛
盾
の
克
服
と

の
機
構
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
変
革
さ
れ
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
、
上
部
構
造
も
亦
変
革
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。
こ
れ
が
社
会
の
歴
史
的
発
展
な
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。

　
こ
れ
に
関
係
し
て
注
意
す
べ
き
第
二
の
点
は
、
社
会
科
学
が
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
必﹅
然﹅
的﹅
法﹅
則﹅
を
与
え
得

る
唯
一
の
社
会
理
論
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
こ
こ
で
云
う
法
則
と
は
単
な
る
自
然
法
則
と
は
異
っ
て
社

会
の
歴
史
的
発
展
と
共
に
そ
れ
自
身
も
亦
発
展
し
具
体
化
し
て
行
く
法
則
で
あ
り
、
そ
し
て
必
然
的
と
云
っ
て

も
機
械
的
な
必
然
性
で
は
な
く
て
正
し
い
偶
然
性
を
貫
い
て
自
ら
を
活
か
し
て
行
く
弁
証
法
的
な
必
然
性
の
こ

と
を
い
う
。
更
に
之
に
関
し
て
第
三
の
要
点
は
、
社
会
科
学
的
な
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
必
然
性
の
認
識
が
、

当
然
社
会
人
の
社
会
的
行
動
・
実﹅
践﹅
の
客
観
的
科
学
的
な
有
効
な
具
体
的
指
針
を
与
え
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
で
理﹅
論﹅
と
実﹅
践﹅
と
が
不
離
の
関
係
に
立
つ
。
実
践
の
な
い
処
に
は
歴
史
的
社
会
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
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歴
史
的
社
会
の
科
学
的
認
識
は
同
時
に
実
践
の
客
観
的
な
内
容
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
故
社
会
科
学

は
、
無
産
者
に
よ
る
社
会
革
命
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
独
裁
的
支
配
と
い
う
綱
領
に
ま
で
具
体
化
さ
れ
る
科﹅
学﹅
的﹅

社﹅
会﹅
主﹅
義﹅
・
科
学
的
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
な
り
、
又
こ
の
観
念
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
な
る
。

か
か
る
階﹅
級﹅
性﹅
乃
至
党﹅
派﹅
性﹅
は
、
例
え
ば
社
会
学
や
歴
史
哲
学
が
決
し
て
自﹅
覚﹅
し
得
な
い
点
で
あ
る
。

　
文
献
　
　E. R

. A
. Seligm

an (ed.), The Encyclopaedia of the Social Sciences, V
ol. 

Ⅰ, 1930.  K
. M

arx

　, Zur K
ritik der politischen O

ekonom
ie, hrsg. von K

. K
autsky, 1924

（
河
上
肇
・
宮
川
実
訳
『
政
治
経

　
済
学
批
判
』
昭
和
六
年
）; D

as K
apital, 3 B

de., 1867-94

（
高
畠
素
之
訳
『
資
本
論
』
新
改
訳
版
昭
和
二

　
　
三
年
）
。F. Engels, 
〔H

errn Eugen D
u:hrings U

m
w

a:lzung der W
issenschaft

〕, 11 1921

（
長
谷
部

　
文
雄
訳
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
二
巻
、
昭
和
六
　
七
年
）
。
ミ
ー
チ
ン
・
ラ
ズ
ウ
モ
フ
ス
キ
ー
監
修
『
史

　
的
唯
物
論
』
（
広
島
定
吉
・
直
井
武
夫
訳
、
昭
和
九
年
）
。

社
会
哲
学
　
【
英
】social philosophy

【
独
】Sozialphilosophie

【
仏
】philosophie sociale

　
【
意
義
及
び
歴
史
】
　
　
こ
の
言
葉
は
少
く
と
も
ト
ー
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ T. H

obbes

（1588-1679

）
に
ま

で
遡
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
デ
ュ
ロ
ソ
ア D

urosoy

（1745-92
）
の
著
書
に
ま
で
遡
る
と
い
う
。
今
日
に
至
る

ま
で
そ
の
一
定
の
明
確
な
内
容
規
定
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
結
局
は
、
社
会
・
社
会
問
題
・
社
会
生
活
等
々

に
就
て
の
先
験
的
・
超
越
的
・
形
而
上
学
的
・
思
弁
的
、
其
他
の
研
究
・
考
察
の
謂
い
だ
と
一
応
考
え
て
よ
い
。
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例
え
ば
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チL.G

um
plow

icz

（1838-1909

）
（
『
社
会
哲
学
綱
要
』
）
に
よ
れ
ば
、
社
会
を
実

証
的
に
考
察
す
る
も
の
は
社
会
に
関
す
る
科
学
と
し
て
の
社
会
学
で
あ
る
が
、
之
に
反
し
て
社
会
を
先
験
的
・

超
越
的
に
考
察
す
る
も
の
が
社
会
哲
学
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
が
如
何
な
る
意﹅
義﹅
を
も
ち
、
何﹅
の﹅
た﹅
め﹅
に﹅
あ

る
か
を
そ
れ
は
省
察
す
る
、
一
切
の
社
会
事
象
の
あ
り
得
べ
き
理
性
的
な
結
果
・
目
的
を
問
題
と
す
る
の
が
社

会
哲
学
で
あ
る
と
い
う
。
元
来
今
日
社
会
学
と
呼
ば
れ
る
科
学
は
実
は
社
会
哲
学
が
科
学
的
に
純
化
限
定
さ
れ

て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
社
会
哲
学
は
社
会
学
と
直
接
の
繋
り
を
持
っ
て
い
る
が
、
併
し
現

在
で
は
社
会
学
な
る
も
の
の
性
質
は
多
く
の
異
説
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
ほ
ぼ
共
通
な
科
学
的
特
色
を
有
っ
て

い
る
（
形
式
社
会
学
は
こ
の
特
色
を
最
も
露
骨
に
代
表
す
る
）
。
と
こ
ろ
が
所
謂
社
会
学
者
の
内
で
も
優
れ
た

学
者
の
多
く
は
、
多
少
と
も
社
会
哲
学
的
な
根
柢
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
社
会
学
と
い
う
言
葉
と
概
念
と

を
提
唱
し
た
と
一
般
に
云
わ
れ
て
い
る
コ
ン
ト
、
之
を
受
け
継
い
だ
ス
ペ
ン
サ
ー
、
之
を
ア
メ
リ
カ
に
於
て
発

展
さ
せ
た
ウ
ォ
ー
ドL.F.W

ard

（1841-1913

）
等
は
、
そ
の
社
会
的
洞
察
が
包
括
的
で
統
一
的
で
あ
る
点
で

社
会
哲
学
者
に
数
え
ら
れ
て
い
い
。
ホ
ッ
ブ
ハ
ウ
スL.T.H

obhouse

（1864-1929

）
の
形
而
上
学
的
社
会
理

論
、
ル
ー
ド
ウ
ィ
ヒ
・
シ
ュ
タ
イ
ンL.Stein

（1859-1930

）
の
哲
学
的
社
会
問
題
の
取
扱
い
、
テ
ニ
エ
ス

〔F.To:nnies

〕
（1855-1936

）
の
主
意
説
的
な
社
会
分
析
、
ミ
ヘ
ル
スR

.M
ichels

（1876-1936

）
や
グ
ン

プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
生
活
の
根
本
問
題
の
検
討
、
リ
ッ
ト
や
フ
ィ
ア
カ
ン
トA

.V
ierkandt

（1867-1953

）
其

他
の
現
象
学
的
社
会
学
、
ウ
ォ
ル
ム
スR

.W
orm

s

（1869-1926
）
の
『
社
会
科
学
の
哲
学
』
、
バ
ル
ト
の

『
社
会
学
と
し
て
の
歴
史
哲
学
』
な
ど
、
い
ず
れ
も
社
会
哲
学
の
名
に
値
い
し
或
は
自
ら
か
く
名
乗
る
処
の
社﹅
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会﹅
学﹅
に
属
す
る
。

　
併
し
社
会
哲
学
は
そ
の
名
の
示
す
通
り
、
一
種
の
哲﹅
学﹅
或
は
哲
学
の
一
部
門
に
他
な
ら
ぬ
と
い
う
意
味
を
有

つ
。
古
来
有
力
な
哲
学
の
殆
ど
す
べ
て
は
必
ず
社
会
に
関
す
る
哲
学
部
門
を
そ
の
体
系
の
重
大
な
部
分
と
し
て

有
っ
て
い
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
国
家
・
政
治
理
論
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
学
・
国
家
論
・
倫
理
学
を
始
め
と

し
て
、
近
世
で
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
『
レ
ヴ
ィ
ア
サ
ン
』
（Leviathan, 1651

）
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
政
治
論
、
ロ
ッ
ク

・
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー de M

ontesquieu

（1689-1755

）
・
ル
ソ
ー
等
の
政
治
思
想
を
経
て
カ
ン
ト
の
『
永
遠
平

和
の
た
め
に
』
（Zum

 ew
igen Frieden, ein philosophischer Entw

urf, 1795

）
や
フ
ィ
ヒ
テ
の
『
封
鎖
商
業

国
家
論
』
（D

er geschlossene H
andelsstaat, 1800

）
に
到
る
ま
で
、
社
会
哲
学
は
著
名
の
哲
学
の
大
部
分
を

一
貫
し
て
い
る
。
特
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
点
で
重
大
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
と

国
家
の
理
念
と
に
関
す
る
説
は
社
会
哲
学
の
典
型
と
見
做
さ
れ
て
よ
い
。
現
代
で
は
シ
ュ
パ
ン O

. Spann

（18

78-1950

）
が
全﹅
体﹅
性﹅
に
基
い
た
範
疇
論
に
立
脚
し
て
全
体
主
義
的
社
会
哲
学
を
代
表
し
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
生

命
論
的
で
且
つ
精
神
主
義
的
な
社
会
生
活
の
形
而
上
学
を
試
み
て
い
る
。

　
又
社
会
哲
学
は
歴
史
哲
学
と
不
離
な
関
係
に
立
っ
て
い
る
。
蓋
し
社
会
は
現
実
に
は
歴
史
的
社
会
で
あ
り
、

人
間
の
社
会
生
活
は
取
り
も
直
さ
ず
人
間
の
歴
史
に
他
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
哲
学
と
い
う
言
葉
を
最
初

に
使
っ
た
と
云
わ
れ
る
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル V

oltaire

（1694-1778
）
の
理
念
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
人
間
史
の
哲
学
の

理
念
と
な
っ
て
今
日
に
到
る
ま
で
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
系
列
に
属
す
る
所
謂
「
歴
史
哲
学
」
は
何
れ
も

同
時
に
社
会
哲
学
の
名
に
値
い
す
る
。
一
方
ヴ
ィ
ー
コ G

. B
. V

ico
（1668-1744

）
は
歴
史
哲
学
の
始
祖
に
数
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え
ら
れ
る
が
、
其
系
統
に
属
す
る
現
代
の
社
会
科
学
者
に
は
社
会
均
衡
論
の
代
表
者
パ
レ
ー
トV

.Pareto
（1848-1923

）
が
い
る
。
多
少
評
論
家
風
の
歴
史
哲
学
的
な
社
会
哲
学
者
を
挙
げ
る
な
ら
ば
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ

ーO
.Spengler

（1880-1936

）
が
代
表
的
で
あ
る
。
な
お
歴
史
哲
学
を
一
般
化
し
て
広
く
生
の
哲
学
者
に
及

ぼ
し
、
又
評
論
的
な
傾
向
を
押
し
拡
め
て
文
学
的
な
思
想
家
に
及
ぶ
な
ら
ば
、
今
日
ニ
ー
チ
ェ
は
社
会
生
活
の

哲
学
に
と
っ
て
重
大
な
地
盤
を
提
供
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
歴
史
哲
学
に
直
接
関
係
あ
る
も
の
は
社
会
思
想
乃
至
広
義
に
於
け
る
社
会
主
義
で
あ
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・

フ
ァ
シ
ズ
ム
・
共
産
主
義
・
無
政
府
主
義
・
科
学
的
社
会
主
義
の
主
張
乃
至
研
究
は
、
社
会
哲
学
の
最
も
重
大

な
且
つ
略

※

共
通
な
内
容
を
な
す
。
カ
ン
ト
主
義
に
属
す
る
社
会
理
想
主
義
と
し
て
、
ナ
ト
ル
プ
や
シ
ュ
タ
ム

ラ
ーR

.Stam
m

ler

（1856-1938
）
の
社
会
哲
学
が
あ
り
、
カ
ン
ト
的
マ
ル
ク
ス
主
義
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
マ

ル
ク
ス
主
義
）
に
は
ア
ド
ラ
ーM

.A
dler

（1873-1937

）
や
レ
ー
デ
ラ
ーE.Lederer

（1882-1939

）
の
社

会
哲
学
が
あ
る
。
ク
ー
ノ
ーH

.C
unow

（1862-1936

）
は
ラ
サ
ー
ル
的
な
傾
向
を
持
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
的

社
会
哲
学
者
で
あ
る
。
併
し
厳
密
に
云
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社
会
理
論
た
る
唯
物
史
観
＝
史
的
唯
物
論
は
、

決
し
て
歴
史
哲
学
で
は
な
か
っ
た
と
同
じ
に
又
決
し
て
社
会
哲
学
の
名
に
適
し
な
い
。
現
に
そ
れ
は
社
会
哲
学

や
社
会
学
か
ら
区
別
さ
れ
て
社
会
科
学
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ
れ
は
明
か
で
あ
る
。
併
し
そ
の
内
部

に
最
も
優
れ
た
社
会
哲
学
的
見
地
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
は
忘
れ
て
な
ら
ぬ
事
実
で
あ
る
。

　
な
お
、
政
治
学
や
社
会
学
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
経
済
学
、
特
に
古
典
経
済
学
も
亦
一
種
の
社
会
哲
学
か
ら

発
生
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
ケ
ネ
ーF.Q

uesnay

（1694-1774

）
も
ス
ミ
ス
（
ア
ダ
ム
）
も
社
会
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に
於
け
る
人
間
の
本
性
の
研
究
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
現
代
経
済
学
者
で
社
会
哲
学
に
親
し
い
も
の
と
し
て
例

え
ば
マ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー M

. W
eber

（1864-1920

）
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
【
教
育
的
意
義
】
　
　
以
上
の
よ
う
に
社
会
哲
学
な
る
も
の
乃
至
社
会
哲
学
的
な
要
素
は
、
特
色
あ
る
殆
ど

凡
て
の
社
会
理
論
の
中
核
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
と
云
っ
て
い
い
。
し
た
が
っ
て
今
教
育
が
社
会
理
論
の
一
対

象
と
な
る
限
り
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
哲
学
が
夫
々
教
育
に
就
て
の
一
定
の
イ
デ
ー
を
示
唆
す
る
こ
と
が
当
然
で
あ

る
。
プ
ラ
ト
ン
に
よ
る
哲
人
政
治
家
の
教
育
の
理
想
（
彼
の
ア
カ
デ
メ
イ
ア
や
シ
ラ
ク
サ
の
学
校
や
は
こ
の
理

想
の
実
現
を
目
的
と
し
た
）
は
そ
の
古
典
的
な
典
型
で
あ
ろ
う
。
ル
ソ
ー
の
自
然
主
義
的
教
育
理
論
は
勿
論
、

彼
の
固
有
な
社
会
文
化
理
論
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
又
例
え
ば
フ
ー
リ
エ F. M

. C
. Fourier

（1772-1837

）

の
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ス
ト
的
フ
ァ
ラ
ン
ジ
ュ phalange 

の
試
み
は
、
幼
稚
園
の
起
原
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る

等
々
。
更
に
ま
た
二
十
世
紀
の
教
育
理
論
は
社
会
学
的
・
社
会
哲
学
的
な
基
礎
の
上
に
立
つ
こ
と
を
特
色
と
し

て
い
る
。
ナ
ト
ル
プ
の
『
社
会
的
理
想
主
義
』
や
デ
ュ
ー
イ
の
教
育
理
論
は
今
日
の
代
表
的
な
社
会
哲
学
的
教

育
説
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
社
会
学
の
成
果
を
教
育
乃
至
教
育
学
に
適
用
し
た
教
育
的
社
会
学
な
ど
も
、
元
来

社
会
哲
学
的
観
点
に
立
っ
て
い
る
が
故
に
発
生
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
文
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
　
【
英
】journalism

【
独
】Journalism

us

【
仏
】journalism

e

　
【
意
義
】
　
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
一
種
の
資
本
主
義
的
商
品
生
産
現
象
と
の
み
見
る
こ
と
は
誤
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
高
々
近
代
市
民
社
会
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
就
て
だ
け
云
え
る
こ
と
で
、
近
代
的
所
産
で
あ
る
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
就
て
は
す
で
に
大
部
分
当
て
嵌
ら
な
い
規
定
で
あ
る
し
、
原
始
社
会
の
ジ
ャ
ー
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ナ
リ
ズ
ム
現
象
に
就
て
は
殆
ど
全
く
通
用
し
な
い
規
定
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
例
え
ば
文

学
と
か
法
律
と
か
が
古
来
の
各
歴
史
的
社
会
に
共
通
な
現
象
で
あ
る
よ
う
に
、
一
つ
の
共
通
な
社
会
現
象
で
あ

っ
て
、
之
を
表﹅
現﹅
報﹅
道﹅
現﹅
象﹅
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
単
に
表
現
す
る
だ
け
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
い

が
、
併
し
単
に
報
道
（
公
示
・
通
信
）
す
る
だ
け
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
い
。
報
道
の
意
図
の
下
に
表
現

す
る
こ
と
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
は
文
学
も
哲
学
も
一
般
言
論
と
同
じ
く
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
的
意
味
を
有
っ
て
い
る
。
教
育
も
亦
之
と
同
じ
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
機
能
を
果
す
。
こ
の
点

は
極
め
て
明
か
で
、
主
に
学
校
乃
至
大
学
に
於
け
る
教
育
に
就
て
云
え
ば
、
講
義
・
演
習
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
講

読
・
其
他
の
ア
カ
デ
ミ
ー
的
形
態
自
身
が
す
で
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

此
等
は
演
説
・
説
教
其
他
と
並
ぶ
一
連
の
も
の
で
あ
っ
て
、
観
念
を
表
現
し
且
つ
そ
の
表
現
を
公
示
通
達
す
る

形
態
に
他
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
近
代
資
本
主
義
的
学
校
教
育
で
は
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
機
能
が
特
に
著
る

し
く
商
品
生
産
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
【
教
育
的
機
能
】
　
　
併
し
最
も
重
大
な
の
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
教
育
機
能
で
あ
る
。
こ
の
際
主
と
し
て

社
会
教
育
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
近
代
は
こ
の
社
会
教
育
が
主
と
し
て
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
・
冊
子
・

ラ
ヂ
オ
・
レ
コ
ー
ド
・
ス
テ
ー
ジ
・
ス
ク
リ
ー
ン
等
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
プ
ロ
パ
ー
の
乗
具
を
通
し
て
与
え
ら

れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
（
記
者
・
寄
稿
家
・
評
論
家
　
　
こ
れ
は
夫
々
別
な
規
定
で
あ
る
）
は
学
校
教

育
者
と
一
般
文
筆
家
に
跨
っ
て
存
在
し
得
る
が
、
学
校
乃
至
大
学
の
教
育
に
こ
の
社
会
教
育
の
主
力
た
る
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
・
プ
ロ
パ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
は
今
日
ま
で
決
し
て
充
分
だ
と
は
云
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
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原
因
の
一
つ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
学
校
乃
至
大
学
に
於
て
の
よ
う
な
目
的
意
識
的
な
教
育
機

能
を
有
た
ず
に
殆
ど
全
く
社
会
に
於
け
る
自
然
発
生
的
な
所
産
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
市
民
的
学
校
教

育
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
さ
え
敬
遠
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
社
会
に
於
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
使
命
か
ら
浮
き
上
っ
て
行
く
と
い
う
法
則
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
之
ま
で
多
く
の
場
合
、
一
つ
の
矛
盾
を
含
ん
で
い
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
そ
の
商
品
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
そ
の
本
来
の
社
会
的
使
命
で
あ
る

ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
或
る
限
度
に
於
て
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
各
種
の
反
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
（
自
由
主
義
的
・
社
会
主
義
的
）
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
表
現
報
道
の
余
地
が
残
さ
れ
る
。
こ
こ
に
現
代
資
本

主
義
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
特
有
な
教
育
機
能
の
一
応
の
進
歩
性
が
横
た
わ
る
。
だ
が
之
は
無
論
ま
だ
所
謂
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
い
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
進
歩
的
教
育
機
能
に
於
て

著
る
し
く
発
達
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

進
化
論
　
の
う
ち

　
【
進
化
論
と
社
会
学
】
　
　
生
物
学
及
び
古
生
物
学
・
地
質
学
等
の
博
物
学
（
自
然
史
）
は
十
九
世
紀
の
後

半
に
著
る
し
い
進
歩
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
結
果
第
一
に
発
達
し
た
も
の
は
社
会
の
生
物
学
的
有
機
体
説
で
あ
る
。

一
般
の
社
会
有
機
体
説
ま
た
は
全
体
説
は
旧
く
か
ら
広
く
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
特
に
生
物
学
的
な
実
証
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的
根
拠
を
与
え
た
よ
う
に
見
え
る
。
リ
リ
エ
ン
フ
ェ
ル
ト P. v. Lilienfeld

（1829-1903

）
・
シ
ェ
フ
レ 

〔A
.

 E. P. Scha:ffle

〕
（1831-1903

）
・
ヴ
ォ
ル
ム
ス R

. W
orm

s

（1869-1926

）
・
ノ
ヴ
ィ
コ
フ J. N

ovikov
（1849-1912

）
等
に
よ
れ
ば
、
社
会
現
象
は
一
種
の
生
物
的
有
機
体
の
現
象
に
他
な
ら
ぬ
。
だ
が
こ
れ
は
結

局
、
社
会
を
生
物
体
に
類
推
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
第
二
は
人
種
論
的
社
会
理
論
で
あ
る
。
人
種
・
淘
汰
・

遺
伝
等
が
社
会
の
最
大
な
決
定
要
因
だ
と
い
う
の
で
あ
っ
て
ゴ
ビ
ノ
ー J. A

. de G
obineau

（1816-82

）
や
ラ

プ
ー
ジ
ュ V

. de Lapouge

（1854-1936

）
等
が
之
を
代
表
す
る
。
こ
の
理
論
に
よ
る
と
世
界
の
人
種
の
間
に

は
先
天
的
に
優
劣
の
差
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
今
日
の
人
種
的
排
外
主
義
の
理
論
的
根
拠
の
有
力
な
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
だ
が
元
来
、
社
会
関
係
が
こ
の
よ
う
な
生
物
的
関
係
に
還
元
出
来
な
い
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。

第
三
は
生
存
闘
争
（
生
存
競
争
）
に
関
す
る
生
物
学
的
理
論
を
任
意
に
社
会
機
構
に
あ
て
は
め
る
場
合
で
あ
っ

て
、
ノ
ヴ
ィ
コ
フ
や
ヴ
ァ
ッ
カ
ロ M

. V
accaro 

が
之
を
代
表
す
る
。
今
日
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
一
支
柱
と
な

り
好
戦
主
義
の
根
拠
と
な
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
（
例
え
ば
ヘ
ッ
ケ
ル
）
。
だ
が
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン P. A

. K
rop

otkin

（1842-1921

）
や
バ
ジ
ョ
ッ
ト W

. B
agehot

（1826-77

）
の
相
互
扶
助
論
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
こ

れ
は
生
物
界
の
事
実
に
も
合
わ
な
い
し
、
又
元
来
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
の
非
科
学
的
な
濫
用
に
他
な
ら
な
い
。

　
進
化
論
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
の
科
学
的
核
心
は
、
自
然
界
の
歴
史
的
発
展
の
思
想
に
実
証
的
な
根
拠
を
与
え
た

こ
と
で
あ
る
が
、
之
を
最
も
正
当
に
社
会
理
論
に
適
用
し
た
も
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
他
な
ら
な
い
、
そ
の
意

味
で
唯
物
史
観
は
「
社
会
の
自
然
史
（
博
物
学
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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３
　
『
現
代
哲
学
辞
典
』

自
然
科
学

　
　
（
英naturalscience,
独N

aturw
issenschaft,

仏science
naturelle

）

　
一
　
自
然
科
学
の
概
念
　
自
然
科
学
と
は
社
会
科
学
か
ら
区
別
さ
れ
た
一
群
の
諸
科
学
を
指
す
。
社
会
科
学

が
人
間
の
歴
史
的
社
会
を
研
究
対
象
と
す
る
に
反
し
て
、
自
然
科
学
は
、
こ
の
歴
史
的
社
会
の
自
然
物
的
基
礎

と
な
り
又
そ
の
歴
史
的
発
達
の
先
行
段
階
で
あ
る
処
の
自
然
を
研
究
対
象
と
す
る
。
自
然
科
学
が
或
る
一
定
の

共
通
な
研
究
方
法
に
基
く
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
逆
に
こ
の
一
定
の
研
究
方
法
に
基
く
も
の
を
凡
て
自
然
科
学

と
呼
び
、
之
を
之
と
は
異
っ
た
研
究
方
法
に
基
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
文
化
科
学
に
対
立
さ
せ
る
種
類
の
見
解

は
、
色
々
の
形
で
相
当
広
く
行
わ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
ド
イ
ツ
西
南
学
派
）
。
併
し
之
は
科
学
の
単
な
る
研
究

主
体
側
の
主
観
に
由
来
す
る
研
究
方
法
だ
け
を
目
標
と
し
て
科
学
を
分
類
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
一
般

に
科
学
の
、
従
っ
て
又
自
然
科
学
の
、
特
色
を
人
工
的
な
も
の
の
内
に
認
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
処
が
自
然

科
学
の
特
色
は
云
う
ま
で
も
な
く
そ
の
人
為
的
な
研
究
態
度
や
観
念
上
の
観
点
に
集
中
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な

い
。
自
然
科
学
は
そ
の
研
究
の
対
象
を
自
然
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
自
然
科
学
の
名
に
値
い
す
る
の
で
あ
る
。
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云
う
ま
で
も
な
く
自
然
と
い
う
観
念
は
多
義
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
云
い
表
わ
さ
れ
る
所
謂

自
然
な
る
も
の
自
身
が
何
で
あ
る
か
は
単
純
に
は
判
明
で
な
い
。
人
間
や
動
物
の
心
理
現
象
や
人
文
地
理
現
象

な
ど
は
果
し
て
自
然
で
あ
る
か
な
い
か
、
単
純
に
は
断
定
出
来
な
い
と
い
う
だ
ろ
う
。
だ
が
之
は
実
は
、
最
も

プ
ロ
パ
ー
な
意
味
に
於
け
る
所
謂
自
然
と
、
自
然
な
ら
ぬ
而
も
自
然
か
ら
の
発
展
で
あ
る
処
の
人
間
史
的
社
会

と
の
、
中
間
領
域
又
は
そ
の
中
間
領
域
か
ら
抽
象
さ
れ
た
諸
断
面
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
却
っ
て
之
に
よ

っ
て
自
然
な
る
も
の
の
プ
ロ
パ
ー
な
意
義
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
（
哲
学
者
が
古
来
様
々

に
考
え
て
来
た
フ
ュ
ー
ジ
ス
と
か
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
と
か
を
こ
の
際
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
）
今
日
の

所
謂
自
然
科
学
が
対
象
と
す
る
自
然
な
る
も
の
が
ど
う
い
う
領
域
の
も
の
を
指
す
か
は
、
寧
ろ
常
識
的
に
知
れ

亘
っ
て
い
る
。
吾
々
は
か
か
る
所
謂
自
然
を
頭
の
中
心
に
置
い
て
、
こ
の
自
然
に
関
す
る
多
義
な
諸
観
念
を
整

理
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
吾
々
人
間
の
存
在
と
そ
の
意
識
の
成
立
と
に
関
係
な
く
運
動
す
る
世
界
が
広

く
自
然
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
こ
の
自
然
は
哲
学
的
範
疇
と
し
て
の
物
質
と
呼
ば
れ
て
よ
い
も
の
で

あ
る
。
　
　
自
然
科
学
と
は
、
で
あ
る
か
ら
第
一
義
的
に
物
質
と
呼
ば
れ
る
も
の
（
第
二
義
的
以
下
に
物
質
と

呼
ば
れ
る
も
の
は
沢
山
あ
る
が
）
を
研
究
対
象
と
す
る
科
学
で
あ
る
。

　
二
　
諸
分
科
科
学
の
関
係
　
自
然
科
学
は
そ
の
研
究
の
対
象
で
あ
る
自
然
の
種
類
に
従
っ
て
、
即
ち
自
然
の

夫
々
の
発
展
段
階
に
従
っ
て
、
分
類
さ
れ
る
。
第
一
に
有
機
体
を
除
く
限
り
の
無
機
界
を
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
。
（
但
し
こ
こ
で
い
う
無
機
界
と
は
所
謂
無
機
物
の
世
界
の
こ
と
で
は
な
く
て
有
機
物
質
も
そ
れ
が
有
機
体

の
組
織
か
ら
離
れ
て
あ
る
限
り
無
機
界
に
ぞ
く
す
る
。
）
有
機
界
と
無
機
界
と
の
区
別
は
、
自
然
科
学
が
進
歩
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す
る
に
従
っ
て
段
々
不
分
明
に
な
っ
て
行
く
だ
ろ
う
と
考
え
る
人
が
或
い
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
実
は

そ
う
で
は
な
い
の
で
、
之
は
例
え
ば
か
つ
て
有
機
物
質
と
考
え
ら
れ
て
い
た
尿
素
が
無
機
物
か
ら
無
機
的
に
製

造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
場
合
と
問
題
は
根
本
的
に
異
っ
て
い
る
。
（
有
機
体
は
単
な
る
有

機
物
で
は
な
い
。
）
有
機
体
と
無
機
物
と
を
区
別
す
る
も
の
は
生
命
現
象
の
あ
る
無
し
で
あ
る
。
原
生
動
物
を

無
機
物
か
ら
人
工
的
に
造
り
出
す
こ
と
は
現
在
す
で
に
不
可
能
で
は
な
い
が
、
之
は
一
種
の
原
始
的
な
生
命
現

象
を
生
じ
る
よ
う
な
無
機
体
の
高
度
の
結
合
を
発
見
出
来
た
と
い
う
ま
で
で
あ
っ
て
、
生
命
現
象
が
無
機
界
現

象
に
還
元
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
生
命
現
象
は
そ
の
生
物
学
的
解
釈
、
即
ち
機
械
論
又
は

活
力
説
に
よ
る
解
釈
の
当
否
に
拘
ら
ず
、
生
命
現
象
で
あ
っ
て
、
之
と
無
機
現
象
と
の
区
別
が
こ
の
解
釈
の
如

何
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
の
で
は
な
い
。
少
く
と
も
生
命
現
象
と
無
機
現
象
と
の
間
に
は
根
本
的
な
区
別
が
あ
る

の
で
あ
っ
て
、
生
命
現
象
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
有
目
的
的
に
見
え
る
行
動
的
運
動
現
象
が
、
仮
に
単
に
極
め

て
高
度
に
複
雑
な
原
因
に
基
く
機
械
的
運
動
に
他
な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
こ
の
高
度
の
複
雑
さ
そ
の
も
の
が
、
生

命
現
象
を
他
の
無
機
現
象
か
ら
区
別
す
る
本
質
的
な
契
機
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
の
無
機
界
の
自
然
を
対
象
と
す
る
も
の
が
物
理
学
で
あ
る
。
尤
も
常
識
的
に
云
え
ば
化
学
現
象
と
物

理
現
象
と
い
う
よ
う
に
、
物
理
学
は
化
学
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
夫
は
全
く
常
識
的
な
便
宜
に
基
く
こ
と

で
、
化
学
プ
ロ
パ
ー
の
発
達
は
実
は
、
物
理
学
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
本
来
の
物
理
学
に
帰

着
し
つ
つ
あ
る
の
が
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
物
理
学
と
化
学
プ
ロ
パ
ー
と
は
今
日
で
は
本
質
上
全
く
同
一
の
自

然
科
学
で
あ
る
。
特
に
無
機
自
然
界
の
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
物
質
、
特
に
又
物
質
構
造
・
原
子
構
造
の
理
論
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に
就
い
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
点
最
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
た
だ
物
理
学
の
方
が
物
質
の
一
般
的
な
そ
し
て
本
質
的

な
関
係
か
ら
問
題
を
出
発
さ
せ
る
の
を
そ
の
歴
史
的
な
伝
統
と
す
る
に
反
し
て
、
化
学
の
便
宜
上
の
目
標
は
物

質
の
夫
々
特
殊
な
場
合
の
そ
し
て
現
象
上
の
関
係
を
、
さ
し
当
り
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
る
、
と
い
う
区

別
は
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
が
こ
の
事
実
は
二
つ
の
科
学
が
そ
の
本
質
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
こ
と
の
証

明
に
こ
そ
な
れ
、
二
つ
の
も
の
の
根
本
的
な
差
異
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
だ
が
こ
の
点
に
連
関
し
て
、
物
理
学
乃
至
化
学
と
数
学
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
物

理
学
の
対
象
は
物
質
の
一
般
的
の
本
質
関
係
に
関
し
、
之
に
対
し
て
化
学
の
対
象
は
今
の
処
何
と
云
っ
て
も
さ

し
当
り
物
質
の
夫
々
特
殊
な
現
象
関
係
に
関
す
る
と
云
っ
た
が
、
少
く
と
も
こ
の
区
別
は
、
物
理
学
が
化
学
に

較
べ
て
数
学
の
応
用
に
於
て
卓
越
し
て
い
る
と
い
う
事
情
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
一
体
物
理
的
と
云
え
ば

数
学
的
と
い
う
こ
と
に
対
立
す
る
の
で
あ
り
、
単
な
る
数
量
的
空
間
的
な
も
の
で
は
な
く
て
正
に
物
質
的
な
性

質
を
云
い
表
わ
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
物
理
学
の
根
柢
或
い
は
頂
点
に
力
学
な
る
も
の
が
控
え
て

い
る
。
力
学
（D

ynam
ics, M

echanik

）
は
元
来
物
質
の
持
つ
力
関
係
乃
至
運
動
関
係
を
最
も
一
般
的
に
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
が
（
運
動
論
の
方
は
特
に Phoronom

ie 

と
か K

inem
atik 

と
か
呼
ば
れ
る
）
、
併
し
そ

の
実
こ
の
力
関
係
乃
至
運
動
関
係
を
物
質
の
其
他
の
物
理
的
性
質
か
ら
抽
象
し
て
了
っ
て
い
る
の
で
、
一
見
非

物
理
的
な
従
っ
て
可
な
り
に
純
数
学
的
な
部
門
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
数
学
は
こ
の
力
学
を
通
じ
て
最
も
原
則

的
に
組
織
的
に
物
理
学
に
適
用
さ
れ
る
。
之
は
化
学
プ
ロ
パ
ー
に
於
て
は
必
ず
し
も
常
に
そ
う
だ
と
は
云
え
な

い
こ
と
だ
、
尤
も
理
論
化
学
＝
物
理
化
学
な
る
化
学
の
特
別
な
部
門
は
別
と
し
て
。
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或
る
哲
学
学
派
は
そ
こ
で
、
物
理
学
が
化
学
な
ど
に
較
べ
て
何
等
か
ア
プ
リ
オ
リ
な
立
場
を
含
む
も
の
だ
と

主
張
す
る
。
数
学
は
理
性
や
悟
性
か
ら
ア
プ
リ
オ
リ
に
由
来
す
る
と
考
え
て
、
従
っ
て
こ
の
数
学
が
数
量
的
に

又
空
間
的
に
適
用
さ
れ
る
処
の
力
学
を
根
柢
と
す
る
物
理
学
は
、
そ
れ
だ
け
先
天
的
＝
先
験
的
な
も
の
だ
と
云

う
の
で
あ
る
。
だ
が
力
学
が
数
学
の
殆
ん
ど
完
全
な
支
配
下
に
立
つ
の
は
、
数
学
が
理
性
や
悟
性
か
ら
ア
プ
リ

オ
リ
に
由
来
す
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
実
は
単
に
力
学
が
物
質
の
抽
象
的
で
又
最
も
一
般
的
で
あ
る
諸
属
性

（
数
・
空
間
・
時
間
・
運
動
）
を
専
ら
対
象
と
す
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
い
う
物
質
の
よ
り
一
般

的
な
又
よ
り
抽
象
的
な
関
係
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
、
他
な
ら
ぬ
数
学
な
る
も
の
の
所
謂
先
天
性
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
（
但
し
こ
の
点
多
く
の
異
論
を
期
待
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
。
）
だ
か
ら
つ
ま
り
物
理
学
乃
至
力
学
が

数
学
の
適
用
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
物
理
学
が
物
質
の
最
も
一
般
的
で
又
最
も
抽
象
的
な
関
係

か
ら
問
題
を
提
起
し
て
、
之
を
次
第
に
よ
り
特
殊
な
よ
り
具
体
的
な
物
質
の
属
性
に
及
ぼ
す
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
を
末
端
の
方
か
ら
見
れ
ば
化
学
と
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
だ
が
云
う
ま
で
も
な
く
一
般
的
、
抽
象
的
な
物
質
の
属
性
か
ら
問
題
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
の
発
足
を

い
つ
も
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
約
束
す
る
。
よ
り
特
殊
な
よ
り
具
体
的
な
物
質
の
属
性
に

わ
け
入
っ
て
行
っ
た
結
果
、
も
う
一
遍
物
質
の
一
般
的
、
抽
象
的
な
属
性
を
抽
象
し
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

こ
と
が
必
ず
出
て
来
る
。
こ
の
現
象
は
物
理
学
の
革
命
と
か
危
機
と
か
と
し
て
云
い
表
わ
さ
れ
る
。
相
対
性
理

論
に
よ
る
空
間
・
時
間
の
観
念
の
変
革
や
、
量
子
理
論
に
よ
る
因
果
律
の
観
念
の
変
革
や
が
之
で
あ
る
。

　
物
理
学
乃
至
力
学
が
最
も
精
密
な
自
然
科
学
だ
と
い
う
の
は
以
上
の
消
息
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
化
学
と
な
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れ
ば
も
は
や
こ
の
精
密
性
は
信
用
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
他
で
は
な
い
の
で
、
化
学
は
物
質
の
諸
関
係

を
従
来
単
に
現
象
的
に
し
か
定
式
化
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
処
が
生
命
現
象
、
有
機
体
を
対
象
と
す
る

生
物
学
に
な
れ
ば
、
愈
々
そ
の
精
密
性
を
失
う
も
の
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
。
生
命
現
象
は
極
め
て
高
度
な
複
雑

な
物
質
の
特
殊
な
属
性
だ
か
ら
、
そ
の
連
関
の
研
究
は
な
お
ま
だ
現
象
的
な
観
点
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

は
や
む
を
得
な
い
。
だ
が
困
難
の
原
因
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
に
新
し
く
登
場
す
る
個
体
と
い
う

範
疇
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
物
理
学
乃
至
化
学
の
プ
ロ
パ
ー
な
場
合
に
は
、
個
体
と
い
う
観
念
は
何
等
科
学
的
な
範
疇
で
は
な
い
。
物
理

現
象
や
化
学
現
象
は
一
つ
一
つ
の
個
体
に
単
位
を
お
く
現
象
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
物
理
学
や
化
学
が
個
体

と
い
う
範
疇
を
必
要
と
す
る
場
合
は
天
文
学
や
地
理
学
と
な
る
。
そ
こ
で
は
個
々
の
名
を
つ
け
ら
れ
た
物
体
が

（
も
は
や
単
な
る
物
質
や
物
質
塊
で
は
な
い
）
、
太
陽
や
火
星
や
地
球
が
、
問
題
と
な
る
。
（
思
う
に
か
か
る

物
理
的
、
無
機
的
、
個
体
を
個
体
な
り
に
最
も
抽
象
的
に
一
般
的
に
テ
ー
マ
と
す
る
の
は
ト
ポ
ロ
ギ
ー
な
る
幾

何
学
だ
ろ
う
。
）
処
が
生
物
学
に
な
る
と
こ
の
個
体
が
そ
の
個
体
ら
し
い
特
色
を
前
提
と
し
て
登
場
し
て
来
る
。

生
命
現
象
と
は
之
で
あ
る
。
こ
こ
に
生
物
学
が
す
ぐ
様
に
は
精
密
に
な
り
得
ず
、
又
有
機
体
が
無
機
的
自
然
と

区
別
さ
れ
る
標
識
も
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
三
　
社
会
科
学
と
の
関
連
　
さ
て
以
上
の
よ
う
な
も
の
が
自
然
科
学
の
諸
部
門
で
あ
る
が
、
自
然
科
学
は
す

で
に
云
っ
た
よ
う
に
社
会
科
学
に
直
接
隣
接
し
て
い
る
。
終
局
に
於
て
社
会
衛
生
の
問
題
に
帰
着
す
る
医
学
技

術
上
の
諸
問
題
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
基
礎
医
学
に
科
学
的
根
拠
を
有
っ
て
い
る
が
、
そ
の
基
礎
医
学
の
可
な
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り
の
部
分
が
生
物
学
（
乃
至
広
義
の
生
理
学
）
に
ぞ
く
し
て
い
る
。
そ
し
て
特
に
生
物
進
化
理
論
は
社
会
の
生

物
学
的
基
礎
に
直
接
連
っ
て
い
る
か
ら
、
進
化
理
論
と
社
会
理
論
と
の
間
に
は
緊
密
な
連
関
が
横
た
わ
っ
て
い

る
。
例
え
ば
産
児
制
限
問
題
や
優
生
学
上
の
問
題
や
、
更
に
は
人
種
問
題
、
人
口
問
題
ま
で
が
、
何
等
か
生
物

学
的
解
決
に
俟
つ
と
考
え
ら
れ
易
い
。
社
会
法
則
さ
え
が
往
々
進
化
法
則
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
得
る
と
考
え
ら

れ
易
い
。
併
し
云
う
ま
で
も
な
く
社
会
は
自
然
の
必
然
的
な
発
展
物
で
は
あ
る
が
、
社
会
の
運
動
法
則
は
決
し

て
自
然
法
則
そ
の
ま
ま
で
も
な
け
れ
ば
、
又
そ
れ
の
単
な
る
変
容
で
も
な
い
。
だ
か
ら
医
師
風
の
社
会
観
や
社

会
政
策
論
や
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
な
ど
は
、
社
会
科
学
と
し
て
は
根
本
的
な
誤
り
か
ら
出
発
す
る
も
の
で
、

生
物
学
の
社
会
科
学
へ
の
無
条
件
的
な
侵
入
は
甚
だ
重
大
な
結
果
を
産
む
誤
謬
で
あ
る
が
、
併
し
か
か
る
誤
謬

が
比
較
的
安
易
に
発
生
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
の
科
学
領
域
が
如
何
に
直
接
な
連
絡
を
有
っ
て
い

る
か
を
示
し
て
い
る
。

　
だ
か
ら
例
え
ば
生
物
学
と
云
っ
て
も
、
之
を
物
理
学
（
乃
至
化
学
）
か
ら
切
り
離
し
て
問
題
に
出
来
な
い
の

は
云
う
ま
で
も
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
之
を
社
会
科
学
と
切
り
離
し
て
さ
え
充
分
な
観
点
を
失
っ
て
了
う
と
い

う
こ
と
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
こ
の
自
然
科
学
と
社
会
科
学
と
の
連
関
は
、
決
し
て
生
物
学
に

だ
け
特
有
な
も
の
で
は
な
い
。
一
切
の
自
然
科
学
が
社
会
科
学
と
或
る
根
本
的
な
連
関
に
立
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
特
に
今
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
技
術
学
（
乃
至
ル
ー
ズ
に
云
え
ば
技
術
）
と
自
然
科

学
と
の
関
係
が
最
も
重
大
と
な
る
。

　
数
学
　
物
理
学
　
化
学
が
狭
義
の
技
術
学
（Technologie

）
即
ち
工
学
（Engineering

）
と
事
実
上
密
接
に
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結
合
し
て
い
る
こ
と
は
何
人
も
知
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
結
合
に
就
い
て
の
理
解
は
、
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な

い
し
又
根
本
的
で
も
な
け
れ
ば
正
当
で
も
な
い
の
が
常
で
あ
る
。
普
通
技
術
学
は
自
然
科
学
の
応
用
だ
と
云
わ

れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
ま
ず
自
然
科
学
が
原
理
的
に
研
究
さ
れ
て
、
そ
れ
が
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
必
要
に
応

じ
て
実
際
問
題
に
応
用
さ
れ
た
時
、
そ
れ
が
技
術
学
と
い
う
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
る
程
一
応
そ
う

い
う
風
に
外
見
上
は
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
自
然
科
学
者
自
身
が
そ
の
研
究
の
主
観
的
な
意
識
に
於
て
ど
う
意

識
し
て
い
よ
う
と
、
自
然
科
学
の
原
理
的
な
研
究
は
、
概
括
的
に
云
え
ば
凡
て
直
接
に
か
或
い
は
間
接
に
か
、

社
会
の
技
術
的
従
っ
て
又
技
術
学
的
必
要
と
目
的
と
に
よ
っ
て
、
客
観
的
に
要
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
自

然
科
学
一
般
の
発
達
の
歴
史
は
、
実
は
社
会
に
於
け
る
生
産
技
術
の
要
求
に
従
っ
て
、
技
術
学
的
な
目
的
に
沿

っ
て
、
そ
れ
か
ら
又
技
術
学
的
な
与
件
に
立
脚
し
て
、
初
め
て
展
開
し
て
来
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
そ

の
要
求
な
り
目
的
な
り
与
件
な
り
が
、
自
然
科
学
の
研
究
や
発
見
や
創
意
に
ま
で
機
械
的
に
露
骨
に
は
反
映
し

な
い
か
ら
、
自
然
科
学
者
自
身
さ
え
が
之
を
主
観
的
に
は
自
覚
し
得
な
い
場
合
の
方
が
多
い
、
と
い
う
ま
で
な

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
自
然
科
学
は
技
術
学
へ
単
に
偶
然
に
付
け
た
し
の
よ
う
に
応
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、

初
め
か
ら
応
用
さ
れ
る
べ
き
約
束
の
下
に
応
用
さ
れ
る
に
他
な
ら
な
い
。

　
生
物
学
と
雖
も
之
と
少
し
も
異
る
も
の
で
は
な
い
。
生
物
学
の
発
達
は
主
と
し
て
農
業
技
術
学
上
の
必
要
と

目
的
と
の
下
に
、
農
業
技
術
学
の
発
展
段
階
を
与
件
と
し
て
、
初
め
て
行
わ
れ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
乃
至
進

化
論
も
、
そ
れ
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
よ
っ
て
実
証
的
な
根
拠
に
立
っ
た
科
学
的
理
論
と
な
る
た
め
に
は
、
こ
の
農

業
技
術
学
上
の
発
達
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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自
然
科
学
は
一
般
に
産
業
技
術
学
を
離
れ
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
云
う
ま
で
も
な
く
両
者
の
こ

の
関
係
は
決
し
て
簡
単
で
な
く
又
単
純
で
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
関
係
へ
の
注
目
を
一
貫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
、
自
然
科
学
の
生
命
が
、
そ
の
本
質
と
運
動
と
が
、
実
質
的
に
理
解
出
来
る
。
自
然
科
学
の
発
達
が
、

個
々
の
天
才
人
の
天
才
的
能
力
や
、
又
は
人
間
一
般
の
理
性
や
悟
性
や
そ
う
云
っ
た
精
神
の
発
現
に
負
う
処
は

大
き
い
に
相
違
な
い
が
、
そ
う
い
う
精
神
力
の
発
現
自
身
が
、
な
ぜ
そ
う
い
う
内
容
と
な
っ
て
又
そ
う
い
う
時

に
、
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
が
、
技
術
学
上
の
根
拠
に
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
こ
そ
自
然
科

学
の
具
体
的
内
容
が
あ
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
な
く
て
、
単
に
精
神
的
な
表
現
だ
と
云
う
な
ら
ば
、
自
然

科
学
は
な
ぜ
自
然
科
学
と
な
っ
て
芸
術
や
何
か
に
な
ら
な
か
っ
た
か
が
説
明
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
社
会
主
義
も

日
本
主
義
も
同
じ
く
頭
脳
の
産
物
に
は
相
違
な
か
ろ
う
。
だ
が
頭
脳
の
所
産
だ
と
い
う
こ
と
は
何
等
社
会
主
義

の
説
明
に
も
な
ら
ず
日
本
主
義
の
説
明
に
も
な
ら
ぬ
。
社
会
主
義
が
日
本
主
義
と
異
る
所
以





、
即
ち
社
会
主
義

が
一
つ
の
思﹅
想﹅
で
あ
る
所
以
は
、
そ
れ
が
頭
脳
の
所
産
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
正
に
社
会
人
の

生
活
の
物
質
的
根
拠
に
照
応
し
て
い
る
処
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
処
で
技
術
学
は
云
う
ま
で
も
な
く
社
会
に
於
け
る
生
産
技
術
自
身
の
内
容
に
直
接
関
係
し
た
理
論
乃
至
科
学

で
あ
る
。
そ
し
て
社
会
に
於
け
る
こ
の
生
産
技
術
を
、
社
会
の
生
産
力
と
生
産
関
係
と
の
連
関
に
於
て
、
又
社

会
に
於
け
る
観
念
的
上
層
物
と
の
連
関
に
於
て
、
取
り
上
げ
る
も
の
が
他
な
ら
ぬ
社
会
科
学
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
自
然
科
学
は
一
般
に
、
技
術
学
と
の
連
関
を
通
じ
て
、
社
会
科
学
と
本
質
的
な
連
絡
を
有
つ
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
の
で
あ
る
。
之
は
実
は
自
然
科
学
が
要
す
る
に
社
会
に
於
け
る
一
個
の
観
念
的
上
層
物
＝
イ
デ
オ
ロ
ギ
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ー
だ
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
科
学
論
的
な
断
面
に
他
な
ら
な
い
の
だ
が
、
併
し
事
実
、
技

術
学
乃
至
技
術
理
論
は
、
一
面
に
於
て
自
然
科
学
的
な
科
学
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
面
社
会
科
学
的
な
科
学
な

の
で
あ
る
。
生
産
技
術
と
は
元
来
、
自
然
と
社
会
と
の
切
り
合
っ
た
領
域
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
は
自
然
科
学
自
身
の
部
門
間
の
連
関
と
、
自
然
科
学
と
他
の
諸
科
学
と
の
連
関
で
あ
っ
た
が
、
次
に
自

然
科
学
が
一
つ
の
社
会
的
な
存
在
だ
と
い
う
点
に
ま
で
問
題
を
拡
げ
て
行
こ
う
。
ま
ず
始
め
に
生
産
技
術
と
自

然
科
学
と
の
関
係
で
あ
る
。
　
　
自
然
科
学
が
技
術
学
と
最
も
密
接
な
連
関
に
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、

そ
の
際
触
れ
た
よ
う
に
、
自
然
科
学
の
発
達
は
窮
局
に
於
て
社
会
に
於
け
る
生
産
技
術
そ
の
も
の
の
水
準
・
与

件
に
負
う
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
処
で
、
こ
の
生
産
技
術
な
る
も
の
が
何
か
に
就
い
て
は
、
多
く
の
異
論
が
あ

る
の
で
あ
る
。
観
念
論
的
な
哲
学
者
や
文
明
批
評
家
達
は
、
概
し
て
人
間
の
理
性
が
一
定
の
実
際
生
活
上
の
必

要
を
目
標
と
し
て
目
的
論
的
に
切
断
さ
れ
た
り
形
象
づ
け
ら
れ
た
り
し
た
も
の
を
、
漫
然
と
技
術
と
呼
ん
で
い

る
。
だ
が
之
で
は
ま
ず
何
よ
り
先
に
困
難
な
の
は
技
術
と
技
能
と
の
区
別
を
発
見
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
技
能
は

比
較
的
に
抽
象
的
な
人
間
能
力
の
一
つ
に
他
な
ら
な
い
が
、
技
術
の
方
は
社
会
の
一
定
の
物
質
的
与
件
（
道
具

・
機
械
・
工
場
・
交
通
設
備
・
其
他
）
と
明
白
に
結
び
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
で
こ
の
生
産
技
術
（
技

能
で
は
な
く
恐
ら
く
技
能
の
客
観
的
な
実
際
的
尺
度
と
な
る
処
の
も
の
）
な
る
観
念
も
亦
、
唯
物
論
的
観
念
か

ら
見
て
初
め
て
、
科
学
的
な
概
念
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
処
が
こ
の
生
産
技
術
に
就
い
て
の
唯
物
論
的
な
概
念
で
あ
っ
て
も
、
ま
だ
必
ず
し
も
一
定
の
輪
廓
を
得
て
い

る
も
の
と
は
断
定
出
来
な
い
。
大
体
唯
物
論
的
通
念
に
よ
れ
ば
、
技
術
と
は
「
労
働
手
段
の
体
系
」
だ
と
い
う
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の
で
あ
る
が
、
そ
の
体
系
と
い
う
こ
と
の
実
際
的
な
内
容
が
何
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
っ
て
、
も
し
こ
の
労
働

手
段
の
「
体
系
」
な
る
も
の
が
、
結
局
労
働
手
段
自
身
で
あ
る
な
ら
ば
、
夫
は
社
会
の
技
術
的
基
礎
で
は
あ
っ

て
も
、
世
間
で
云
う
所
謂
技
術
な
る
も
の
自
身
の
こ
と
で
は
な
い
。
も
し
又
体
系
と
い
う
観
念
が
単
な
る
労
働

手
段
の
総
体
以
上
に
何
か
を
プ
ラ
ス
し
た
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
プ
ラ
ス
の
秘
密
は
つ
ま
り
技
術
と
い
う
観
念
そ

の
も
の
の
秘
密
に
他
な
ら
ぬ
。
こ
の
問
題
の
解
決
は
今
そ
の
処
で
は
な
い
が
、
仮
に
技
術
と
い
う
観
念
自
身
が

問
題
を
含
む
と
す
れ
ば
、
「
社
会
の
技
術
的
基
礎
」
で
も
、
又
は
「
社
会
の
技
術
水
準
」
で
も
、
今
の
場
合
の

役
に
立
つ
。
と
に
か
く
こ
う
し
た
技
術
的
な
も
の
が
、
自
然
科
学
の
社
会
的
基
礎
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

技
術
学
的
知
識
や
技
術
学
的
技
能
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
自
然
科
学
と
夫
の
こ
の
社
会
的
基
礎
と
の
つ
な
が
り

が
具
体
化
さ
れ
主
体
化
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。

　
処
が
生
産
技
術
な
る
も
の
は
、
社
会
機
構
に
於
て
、
一
般
的
に
、
根
本
的
な
役
割
を
占
め
て
い
る
処
の
も
の

の
一
つ
で
あ
る
。
な
ぜ
と
云
う
に
、
こ
の
技
術
的
基
礎
と
、
更
に
人
的
・
社
会
的
・
政
治
的
・
結
合
を
な
す
労

働
力
と
は
、
生
産
力
の
二
つ
の
内
容
で
あ
り
、
社
会
の
生
産
関
係
を
決
定
す
る
物
質
的
内
容
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
労
働
力
が
人
的
な
主
体
的
な
要
因
で
あ
る
に
反
し
て
技
術
的
基
礎
の
方
は
物
的
な
客
体
的
な
要
因
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
、
労
働
力
に
較
べ
て
技
術
的
基
礎
の
方
が
唯
物
論
的
に
根
本
性
を
有
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
で
、
こ
の
点
だ
け
を
取
れ
ば
、
社
会
の
歴
史
的
発
達
を
技
術
（
機
械
其
他
）
の
発

達
に
帰
着
さ
せ
得
る
と
考
え
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
社
会
的
実
践
に
於
て
も
技
術
家
が
支
配
す
べ
き
で
あ
る

と
し
た
り
、
又
専
ら
社
会
の
技
術
的
、
メ
カ
ニ
カ
ル
な
、
自
然
的
変
革
を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
た
り
す
る
、
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所
謂
技
術
主
義
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
技
術
主
義
な
る
も
の
は
又
一
種
の
「
科
学
主
義
」
（
実
は

自
然
科
学
主
義
）
を
結
果
す
る
の
が
常
で
あ
る
。

　
だ
が
こ
の
よ
う
な
技
術
主
義
の
根
本
的
な
誤
り
は
、
社
会
の
物
質
的
生
産
力
に
於
け
る
労
働
力
の
重
大
な
役

割
を
忘
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
社
会
の
技
術
的
基
礎
に
よ
っ
て
だ
け
社
会
機
構
を
説
明
出
来
る
と
考
え
た
そ
の
機

械
論
に
あ
る
の
だ
が
、
所
謂
科
学
主
義
（
自
然
科
学
的
思
想
の
万
能
）
も
亦
、
そ
う
し
た
自
然
科
学
的
機
械
論

に
帰
着
す
る
。
　
　
ま
し
て
唯
物
論
を
こ
う
し
た
技
術
主
義
や
科
学
主
義
と
混
同
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、

唯
物
論
の
本
質
の
一
つ
は
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
凡
そ
こ
う
し
た
機
械
論
を
克
服
す
る
処
に
こ
そ
そ

の
特
色
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
四
　
自
然
科
学
と
文
化
　
そ
こ
で
問
題
は
第
二
に
、
自
然
科
学
と
文
化
と
の
関
係
に
移
る
。
こ
こ
で
も
亦
、

技
術
と
自
然
科
学
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
技
術
的
な
も
の
は
社
会
機
構
の
一
つ
の
根
本
的
な
基

礎
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
社
会
機
構
に
基
い
て
そ
の
上
に
発
生
、
建
設
さ
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
乃
至
文
化
は
従
っ

て
、
い
つ
も
或
る
関
係
に
於
て
技
術
的
基
礎
に
基
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
而
も
文
化
乃
至
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

技
術
的
な
基
礎
に
基
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
化
乃
至
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
内
容
機
構
が
技
術
的
な
も
の
に

よ
っ
て
一
定
の
特
色
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
処
で
今
こ
の
技
術
的
基
礎
と
自
然
科
学
と
の

元
来
の
密
接
な
連
関
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
文
化
乃
至
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
一
般
を
自
然
科
学
的
内
容
が
如
何
に
特

色
づ
け
得
る
か
と
い
う
こ
と
が
判
る
。
自
然
科
学
自
身
が
一
つ
の
文
化
乃
至
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
の
だ
か
ら
、
従

っ
て
こ
の
関
係
は
、
自
然
科
学
と
そ
の
他
の
文
化
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
一
般
と
の
内
面
的
交
渉
に
他
な
ら
ぬ
。
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今
日
の
文
化
乃
至
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
大
体
に
於
て
二
群
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
の
も
の
は
技
術
乃
至
自
然
科

学
と
の
連
帯
関
係
に
忠
実
な
文
化
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
乃
至
文
化
概
念
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
概
念
）
で
あ
り
、
第

二
の
も
の
は
技
術
乃
至
自
然
科
学
と
の
連
帯
関
係
を
積
極
的
意
識
的
に
又
は
無
意
識
的
に
破
棄
し
た
り
自
ら
そ

う
称
し
た
り
す
る
処
の
夫
で
あ
る
。
後
者
は
反
技
術
主
義
・
反
合
理
主
義
・
神
秘
主
義
其
他
の
形
の
下
に
、
今

日
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
・
哲
学
の
観
念
論
の
多
く
の
も
の
を
含
め
て
い
る
。
之
に
反
し
て
前
者
は
大

体
に
於
て
、
意
識
的
無
意
識
的
に
、
唯
物
論
の
側
に
ぞ
く
し
て
い
る
。
　
　
こ
こ
で
一
般
に
哲
学
と
自
然
科
学

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
近
代
の
文
化
史
上
の
特
色
の
一
つ
は
自
然
科
学
と
哲
学
と
の
分
離
で
あ
る
。
自
然
科
学
は
哲
学
か
ら
独
立
し
、

哲
学
を
俟
た
ず
に
発
達
・
通
用
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
之
に
応
じ
て
一
方
に
於
て
は
、
哲
学
一
般
の
否

定
と
、
自
然
科
学
（
乃
至
広
く
科
学
）
の
体
系
そ
の
も
の
こ
そ
哲
学
に
他
な
ら
ぬ
と
す
る
機
械
論
に
通
じ
る
文

化
理
論
と
が
、
発
生
す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
却
っ
て
又
、
哲
学
を
如
何
に
し
て
自
然
科
学
乃
至
一
般
に

科
学
か
ら
独
立
さ
せ
て
「
ア
プ
リ
オ
リ
」
化
す
か
と
い
う
試
み
が
行
わ
れ
た
。
自
然
科
学
（
乃
至
一
般
に
科
学
）

と
哲
学
と
の
こ
の
分
裂
を
正
常
な
必
然
的
連
関
に
齎
し
た
も
の
は
云
う
ま
で
も
な
く
現
代
の
唯
物
論
で
あ
る
。

現
代
唯
物
論
に
よ
れ
ば
、
自
然
科
学
は
哲
学
（
唯
物
論
）
的
な
世
界
観
と
範
疇
組
織
と
を
持
た
ず
に
は
、
そ
の

方
法
を
確
立
し
成
果
を
要
約
し
研
究
を
目
的
意
識
的
に
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
所
以
を
明
ら
か
に
す
る

と
共
に
、
哲
学
も
亦
、
自
然
科
学
の
健
全
な
立
場
と
具
体
的
な
成
果
と
に
注
意
を
払
う
の
で
な
け
れ
ば
、
観
念

論
的
乃
至
神
秘
論
的
な
逸
脱
を
免
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
る
。
蓋
し
哲
学
と
は
或
る
特
定
な
意
味
に
於
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け
る
論
理
学
乃
至
認
識
論
の
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
人
間
的
経
験
と
認
識
と
の
総
決
算
と
要
約
と
を
意
味
す
る
の

だ
が
、
人
間
的
経
験
乃
至
認
識
に
於
て
最
も
基
本
的
な
段
階
に
あ
る
も
の
が
自
然
科
学
的
知
識
だ
か
ら
で
あ
る
。

尤
も
そ
の
際
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
と
の
原
則
的
な
区
別
と
そ
の
連
関
と
を
見
落

す
こ
と
は
、
再
び
例
の
科
学
主
義
や
技
術
主
義
や
機
械
論
に
陥
る
こ
と
だ
が
。

　
こ
の
場
合
ま
ず
注
目
す
べ
き
要
点
は
自
然
科
学
の
方
法
に
関
し
て
で
あ
る
。
普
通
自
然
科
学
の
方
法
は
、
説

明
に
あ
る
と
か
因
果
づ
け
に
あ
る
と
か
法
則
の
付
与
に
あ
る
と
か
、
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
規
定
よ

り
も
大
切
な
も
の
は
、
一
体
自
然
科
学
の
方
法
と
は
何
を
指
す
か
、
で
あ
る
。
独
り
自
然
科
学
に
限
ら
ず
一
般

に
科
学
の
方
法
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
方
法
（M

ethode

）
の
科
学
手
段
（M

ittel

）
と
狭
義
の
科

学
方
法
（W

eise

）
と
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
科
学
は
ま
ず
観
察
実
験
し
た
り
統
計
を
取
っ
た

り
し
て
材
料
を
占
有
吟
味
し
た
上
で
、
こ
の
材
料
の
間
の
法
則
的
な
関
係
を
惹
き
出
す
べ
く
数
学
的
解
析
操
作

を
し
た
り
概
念
上
の
分
析
操
作
を
し
た
り
す
る
。
と
云
う
の
は
、
実
験
や
統
計
の
出
発
点
と
し
て
も
又
そ
の
整

理
の
た
め
に
も
、
す
で
に
自
然
科
学
的
諸
法
則
を
云
い
表
わ
す
公
式
の
方
程
式
的
処
理
や
、
根
本
概
念
の
分
析

定
着
が
必
要
で
あ
る
と
共
に
、
逆
に
こ
の
方
程
式
や
概
念
を
決
定
す
る
も
の
が
、
又
元
来
実
験
や
統
計
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
（
社
会
科
学
に
於
て
は
実
験
と
い
う
操
作
は
一
応
大
し
た
役
割
を
有
た
ぬ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
統
計
と
操
作
は
自
然
科
学
に
於
て
は
今
の
処
事
実
重
大
で
は
な
い
が
）
。
さ
て
こ
う
し
た
観
察
・
実
験

・
統
計
・
数
学
的
解
析
・
概
念
分
析
な
ど
が
自
然
科
学
の
科
学
手
段
で
あ
る
。

　
科
学
方
法
は
之
に
反
し
て
か
か
る
科
学
手
段
を
夫
々
の
必
要
な
操
作
と
し
て
選
択
・
結
合
・
活
用
す
る
処
の
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総
体
的
な
組
織
的
な
処
理
を
指
す
。
か
か
る
方
法
は
一
口
で
云
え
ば
オ
ル
ガ
ノ
ン
（
論
理
）
で
あ
る
。
こ
の
論

理
＝
科
学
方
法
は
又
研
究
方
法
（Forschungsw

eise

）
と
叙
述
方
法
（D

arstellungsw
eise

）
と
に
区
別
さ
れ

る
。
前
者
は
論
理
が
自
然
科
学
的
研
究
材
料
を
征
服
し
て
行
く
前
進
の
過
程
で
あ
り
、
後
者
は
こ
の
過
程
を
逆

に
辿
っ
て
整
頓
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
論
理
的
・
表
現
的
な
形
態
を
之
に
与
え
る
仕
方
を
指
す
。
こ
の
往
相
と
還

相
と
が
一
環
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
科
学
（
一
般
に
科
学
）
の
方
法
の
目
的
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

表
現
形
態
を
取
り
得
な
い
研
究
は
何
等
実
質
的
な
研
究
で
な
く
、
科
学
の
発
達
に
資
す
る
筈
は
あ
り
得
な
い
か

ら
だ
。
　
　
こ
の
研
究
方
法
と
叙
述
方
法
と
を
貫
い
て
論
理
が
研
究
用
具
（
オ
ル
ガ
ノ
ン
）
と
し
て
一
貫
す
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
理
に
形
式
主
義
的
論
理
（
形
式
論
理
学
）
と
弁
証
法
と
の
二
つ
の
対
立
し
た
立
場
が
あ

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
事
実
の
問
題
と
し
て
、
自
然
科
学
に
於
け
る
科
学
手
段
の
操
作
や
科
学
方
法

の
用
途
に
於
て
、
自
然
科
学
者
が
意
識
す
る
と
し
な
い
と
、
又
彼
等
の
自
分
自
身
の
作
業
に
対
す
る
自
己
解
釈

の
如
何
と
に
関
係
な
く
、
直
線
的
に
又
廻
り
途
を
し
な
が
ら
、
方
法
は
弁
証
法
を
追
跡
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

之
は
「
自
然
の
弁
証
法
」
（
所
謂
自
然
弁
証
法
）
に
関
す
る
重
大
な
一
側
面
で
あ
る
。

　
自
然
科
学
の
か
か
る
方
法
＝
論
理
は
、
そ
れ
自
身
す
で
に
哲
学
を
意
味
し
て
い
た
が
、
自
然
科
学
の
方
法
＝

論
理
は
又
一
方
に
於
て
世
界
観
に
連
っ
て
い
る
。
そ
し
て
世
界
観
と
は
他
の
意
味
に
於
け
る
哲
学
の
こ
と
を
指

す
の
で
あ
る
か
ら
、
今
度
は
こ
こ
で
も
亦
自
然
科
学
は
哲
学
に
接
続
し
て
い
る
。
蓋
し
哲
学
の
側
か
ら
云
え
ば
、

論
理
と
世
界
観
と
は
切
実
に
連
絡
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
世
界
観
を
整
理
し
た
結
果
が
論
理
で
あ
り
、
理
論

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
が
新
し
い
世
界
観
で
あ
る
。
自
然
科
学
は
哲
学
の
こ
の
構
造
に
、
恰
も
陥
ち
込
み
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で
も
す
る
よ
う
に
当
て
嵌
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
　
自
然
科
学
は
歴
史
的
に
見
れ
ば
元
来
哲
学
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
し
又
哲
学
の
一
種
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
夫
か
ら
分
離
し
て
来
た
も
の
で
あ
っ
た
。
之
は
哲
学
的
世
界

観
の
検
討
・
整
理
と
し
て
、
又
更
に
新
し
い
哲
学
的
世
界
観
の
根
拠
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
発
達
し
た
。
之

が
自
然
科
学
の
歴
史
的
発
展
で
あ
り
、
そ
の
論
理
方
法
の
発
達
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
自
然
科
学
は
、
今
日
で

も
な
お
哲
学
的
世
界
観
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
動
機
づ
け
ら
れ
て
、
そ
し
て
之
に
よ
っ
て
意
識
的
に
促
進
さ
れ
た

り
阻
害
さ
れ
た
り
し
て
い
る
と
共
に
、
同
時
に
又
夫
々
の
哲
学
的
世
界
観
を
具
体
的
に
し
、
豊
富
に
し
、
之
を

確
固
に
し
進
展
さ
せ
る
に
重
大
な
寄
与
を
な
し
て
い
る
。

　
観
念
論
的
哲
学
の
世
界
観
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
圏
に
於
て
一
半
の
勢
力
を
占
め
て
い
る
国
々
に
於
て
は
、

物
理
学
者
や
生
物
学
者
達
が
、
如
何
に
観
念
論
的
な
自
然
科
学
的
「
結
論
」
を
導
き
出
し
て
い
る
か
を
見
る
が

よ
い
。
曰
く
物
質
の
消
滅
・
因
果
律
の
否
定
・
活
力
説
・
神
秘
的
な
形
を
取
っ
た
全
体
説
な
ど
、
之
に
よ
っ
て

自
然
科
学
の
科
学
的
発
達
は
名
目
上
阻
害
さ
れ
、
廻
り
途
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
自
然
科
学
的
「
事
実
」
が
如
何
に
又
観
念
論
的
世
界
観
の
支
柱
と
な
り
つ
つ
あ
る
か
も
見
れ
ば
よ
い
。
曰
く

唯
物
論
の
陥
落
・
自
然
科
学
乃
至
科
学
の
無
能
・
必
然
性
の
否
定
、
信
仰
主
義
等
々
。
之
に
よ
っ
て
世
界
観
そ

の
も
の
が
歪
曲
さ
れ
、
例
え
ば
社
会
科
学
的
認
識
な
ど
が
極
度
に
妨
害
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
処
が
実
は
、

こ
の
自
然
科
学
的
「
事
実
」
や
「
結
論
」
は
之
を
唯
物
論
的
に
あ
り
の
ま
ま
に
見
れ
ば
、
単
に
物
質
と
そ
の
属

性
と
し
て
の
時
間
・
空
間
・
運
動
と
の
連
関
の
よ
り
以
上
の
具
体
化
や
、
実
験
的
操
作
の
実
践
活
動
と
実
験
対

象
の
夫
に
よ
る
変
化
と
の
統
一
的
な
よ
り
忠
実
な
記
述
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
実
は
唯
物
論
的
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世
界
観
は
、
自
然
科
学
の
発
達
、
そ
の
論
理
的
発
達
（
之
は
而
も
社
会
の
技
術
的
基
礎
と
技
術
学
の
発
達
水
準

に
依
存
す
る
の
だ
っ
た
）
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
愈
々
支
持
さ
れ
て
行
き
つ
つ
あ
る
の
に
他
な
ら
ぬ
。
蓋
し
自
然

科
学
は
元
来
、
自
然
科
学
者
自
身
の
素
人
臭
い
「
哲
学
」
を
抜
き
に
し
て
考
え
れ
ば
、
常
に
唯
物
論
的
な
自
然

的
立
場
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
自
然
科
学
と
文
化
と
の
関
係
に
就
い
て
次
に
問
題
に
な
る
も
の
は
、
例
え
ば
自
然
科
学
と
文
学
乃
至
芸
術
だ

ろ
う
。
主
に
文
学
を
中
心
と
し
て
考
え
て
見
れ
ば
文
学
も
亦
一
つ
の
思
想
だ
と
い
う
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
と
云
う
の
は
文
学
は
夫
々
一
つ
の
世
界
観
に
基
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、
之
を
文
学
的
方
法
（
普
通

創
作
方
法
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
に
よ
っ
て
芸
術
的
表
象
に
ま
で
具
象
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
構
造
は
形
式
的

に
は
自
然
科
学
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
て
、
た
だ
自
然
科
学
の
方
法
が
所
謂
論
理
と
し
て
、
一
般
的
な
可
移
動
的

な
通
用
性
を
も
つ
公
式
を
取
り
出
す
の
に
反
し
て
、
文
学
的
方
法
は
局
部
的
な
通
用
性
に
束
縛
さ
れ
た
性
格
や

典
型
を
取
り
出
す
だ
け
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
自
然
科
学
が
基
く
処
の
世
界
観
と
文
学
の
基
く
世
界
観
と
は
、

そ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
や
光
線
の
当
り
方
や
は
別
と
し
て
、
そ
の
実
質
に
於
て
、
同
じ
代
物
の
世
界
観
だ
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
こ
こ
に
こ
そ
自
然
科
学
と
文
学
と
の
本
当
の
連
な
り
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

自
然
科
学
的
文
学
（
実
験
的
立
場
に
立
つ
文
学
や
自
然
科
学
の
知
識
を
材
料
と
し
た
文
学
）
や
、
自
然
科
学
の

エ
ッ
セ
イ
的
表
現
や
、
自
然
科
学
に
就
い
て
の
文
学
的
・
文
筆
的
評
論
や
、
又
一
般
に
文
筆
的
評
論
の
自
然
科

学
へ
の
立
脚
や
、
そ
う
し
た
両
者
の
間
の
本
質
的
な
連
絡
が
こ
こ
か
ら
説
明
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
　
　
蓋
し

文
学
は
哲
学
と
同
じ
く
、
文
化
一
般
に
亘
る
文
化
の
一
部
門
で
あ
っ
て
、
自
然
科
学
が
文
化
一
般
に
対
し
て
有
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つ
関
係
を
求
め
れ
ば
、
必
ず
夫
と
文
学
と
の
関
係
に
行
き
あ
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
今
日
一
般

の
世
間
で
は
、
自
然
科
学
の
こ
の
「
文
学
的
」
な
社
会
規
定
が
自
然
科
学
自
身
の
本
質
の
一
つ
に
属
す
る
こ
と

を
、
必
ず
し
も
意
識
は
し
て
い
な
い
。

　
五
　
結
論
　
さ
て
第
三
に
自
然
科
学
が
一
つ
の
社
会
意
識
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
有
つ
特
色
を
明
ら
か
に

し
て
結
論
に
代
え
よ
う
。
問
題
は
自
然
科
学
の
階
級
性
乃
至
党
派
性
に
集
中
す
る
の
で
あ
る
。
元
来
階
級
性
が

よ
り
一
層
限
定
さ
れ
た
も
の
が
党
派
性
で
あ
る
の
だ
が
、
用
語
例
か
ら
云
え
ば
両
者
の
間
に
は
多
少
場
合
の
相

違
が
あ
る
。
階
級
性
と
は
主
と
し
て
社
会
階
級
人
の
主
観
に
基
く
主
観
的
規
定
を
指
す
の
を
常
と
し
、
之
に
反

し
て
党
派
性
の
方
は
よ
り
一
層
理
論
の
客
観
的
な
論
理
的
潔
癖
と
首
尾
一
貫
性
と
を
指
す
の
を
常
と
す
る
。
だ

が
党
派
性
も
亦
一
つ
の
主
観
性
（
但
し
客
観
性
を
有
っ
た
処
の
）
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
と
同
様
、

理
論
乃
至
科
学
の
階
級
性
も
亦
一
つ
の
論
理
的
規
定
で
あ
る
こ
と
を
見
失
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
理
論
乃
至
科
学
の
階
級
性
（
乃
至
党
派
性
）
は
、
普
通
理
論
乃
至
科
学
の
比
較
的
外
部
的
な
規
定
で
し
か
な

い
と
考
え
ら
れ
易
い
。
理
論
乃
至
科
学
が
歴
史
的
社
会
に
於
て
、
云
わ
ば
偶
然
に
外
か
ら
受
け
取
る
現
象
形
態

に
於
て
の
み
、
そ
の
階
級
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
理
論
乃
至
科
学
の
本
質
そ
の
も
の
に
は
階
級
性
は
な
い
。

従
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
と
か
ブ
ル
ジ
ョ
ア
科
学
と
か
い
う
言
葉
は
本
来
無
意
味
な
の
だ
、
と
往
々
云
わ
れ

て
い
る
。
だ
が
自
然
科
学
に
於
て
も
テ
ー
マ
の
選
択
一
つ
に
も
、
理
論
の
組
み
立
て
一
つ
に
も
、
科
学
的
成
果

の
解
釈
一
つ
に
も
、
又
理
論
の
発
達
条
件
に
も
、
凡
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
口
を
利
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
然

科
学
の
歴
史
的
発
達
の
促
進
阻
害
に
就
い
て
だ
け
は
階
級
性
が
見
出
さ
れ
る
が
、
自
然
科
学
の
理
論
内
容
（
即
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ち
論
理
）
に
は
階
級
性
を
見
出
し
得
な
い
と
い
う
考
え
は
、
自
然
科
学
が
そ
の
理
論
内
容
と
独
立
に
発
達
し
得

る
と
考
え
る
ナ
ン
セ
ン
ス
に
帰
着
す
る
。
自
然
科
学
の
歴
史
的
発
達
に
も
し
階
級
性
が
あ
る
な
ら
、
こ
の
発
達

を
必
然
な
ら
し
め
た
自
然
科
学
の
内
部
的
論
理
機
構
そ
の
も
の
に
階
級
性
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
も
し
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
自
然
科
学
は
全
く
偶
然
的
に
外
部
的
な
原
因
に
よ
っ
て
歴
史
的
変
化
を
遂
げ
る
も
の
だ
と
い
う
こ

と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
尤
も
自
然
科
学
は
社
会
科
学
や
哲
学
に
較
べ
て
、
そ
の
階
級
性
乃
至
党
派
性
が
或
る
意
味
に
於
て
原
則
的
に

稀
薄
で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
自
然
そ
の
も
の
と
之
を
科
学
的
に
認
識
す
る
人
間
活
動

そ
の
も
の
と
の
間
に
比
較
的
間
隙
が
あ
る
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
自
然
科
学
と
云
っ
て
も
、
之
を
社
会
の
技

術
的
基
礎
や
社
会
機
構
全
体
、
又
他
領
域
の
文
化
乃
至
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
切
り
離
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
連
関
は
自
然
科
学
に
と
っ
て
偶
然
な
外
面
的
な
も
の
な
ぞ
で
は
決
し
て
な
い
。
で
こ
の

連
関
に
於
て
自
然
科
学
の
階
級
性
を
取
り
上
げ
て
見
る
な
ら
、
こ
の
階
級
性
の
積
極
的
な
意
義
は
ハ
ッ
キ
リ
と

浮
き
出
て
来
る
。
自
然
科
学
の
階
級
性
を
原
則
的
に
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
さ
せ
る
も
の
は
、
科
学

至
上
主
義
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
一
種
の
管
見
的
「
哲
学
」
の
影
響
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
、
自

然
科
学
論
の
社
会
階
級
性
の
最
善
の
或
い
は
最
悪
の
見
本
に
他
な
ら
な
い
。

新
聞
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（
英 new

s-paper, 

独 Zeitung, 

仏 journal

）

　
単
に
新
聞
紙
に
限
ら
ず
、
広
く
新
聞
現
象
を
指
す
。
人
間
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
交
通
の
一
つ
の
契
機
で
あ

り
又
一
形
態
で
あ
る
処
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
近
代
的
様
相
と
し
て
は
、
出
版
、
ラ
ヂ
オ
、
キ
ネ
マ
、
演
台

（
舞
台
及
び
演
壇
）
、
博
覧
設
備
（
展
覧
会
・
博
覧
会
・
陳
列
台
・
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
・
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
・

ス
カ
イ
サ
イ
ン
・
ア
ド
バ
ル
ー
ン
・
其
他
）
等
の
現
象
を
そ
の
乗
具
と
す
る
が
、
こ
の
内
出
版
（
乃
至
印
刷
）

現
象
に
ぞ
く
す
る
書
籍
・
雑
誌
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ビ
ラ
・
ポ
ス
タ
ー
・
伝
単
・
等
々
と
並
ん
で
、
近
代
出
版

現
象
の
代
表
的
な
一
つ
と
し
て
新
聞
現
象
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
般
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
と
近

代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
だ
け
を
考
え
た
り
、
ま
た
極
端
な
場
合
に
は
新
聞
紙
と
連
関
し
た
行
動
だ

け
を
考
え
た
り
す
る
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
新
聞
に
較
べ
て
遥
か

に
一
般
的
な
又
歴
史
的
に
古
い
規
定
で
あ
る
。

　
近
代
新
聞
紙
が
発
生
し
た
の
は
十
七
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
大
都
市
に
於
て
で
あ
る
。
之
は
初
め

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
（Johannes G

ensfleisch G
utenberg, 1394

（-99

）-1468

）
の
手
押
機
械
を
用
い
た
四
六

版
数
頁
の
週
刊
新
聞
紙
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
十
九
世
紀
の
中
葉
ま
で
に
資
本
主
義
の
発
達
と
政
治
的
自
由
主

義
の
伸
張
と
に
沿
っ
て
極
度
の
発
達
を
示
す
に
至
っ
た
。
併
し
近
代
新
聞
紙
に
限
ら
ず
一
般
に
新
聞
現
象
と
し

て
見
る
限
り
、
そ
の
起
源
は
遥
に
古
い
。
新
聞
紙
の
初
め
と
看
做
さ
れ
て
い
る
の
は
シ
ー
ザ
ー
（
〔G

aius Jul

ius C
ae&

sar

〕, 100-44. B
. C

.

）
の A

cta D
iurna 

や
前
唐
玄
宗
帝
の
『
邸
報
』
の
如
き
官
報
類
似
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
ロ
ー
マ
貴
族
及
び
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
侯
は
、
通
信
奴
隷
や
通
信
臣
下
を
用
い
て
情
報
（
間
諜
制
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度
や
、
使
節
制
度
に
よ
る
）
を
収
集
し
た
が
、
之
が
自
由
に
回
読
さ
れ
た
り
ノ
ベ
リ
ス
ト
等
や
ゼ
ン
ガ
ー
等
に

よ
っ
て
読
売
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
が
て
手
書
き
新
聞
と
な
っ
た
。
更
に
近
世
初
期
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

は
そ
の
商
業
上
の
報
知
の
た
め
に
消
息
・
往
来
を
交
換
し
た
が
、
夫
が
今
日
の
近
代
新
聞
紙
の
初
め
を
な
す
。

　
新
聞
紙
は
新
聞
現
象
の
機
関
乃
至
乗
具
で
あ
る
。
之
を
発
行
す
る
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
は
新
聞
社
で
あ
り
、

新
聞
社
に
あ
っ
て
新
聞
紙
を
編
集
・
発
行
す
る
も
の
は
新
聞
記
者
（
広
義
の
）
で
あ
り
、
新
聞
紙
を
購
読
す
る

者
は
新
聞
紙
読
者
で
あ
る
。
新
聞
現
象
は
こ
の
四
つ
の
要
素
の
間
の
具
体
的
な
関
係
に
基
い
て
社
会
的
機
能
を

営
む
一
つ
の
社
会
現
象
な
の
で
あ
る
。
　
　
新
聞
紙
プ
ロ
パ
ー
の
他
に
多
く
の
補
助
新
聞
紙
（
例
え
ば
号
外
を

別
と
し
て
週
間
朝
日
・
サ
ン
デ
ー
毎
日
の
類
）
も
あ
る
が
之
は
新
聞
紙
が
含
む
広
義
の
文
芸
欄
（Feuilleton

）

の
延
長
独
立
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
又
新
聞
社
組
織
の
外
に
付
属
的
な
組
織
や
副
次
的
な
組
織
が
あ
る
。
通

信
社
・
広
告
取
次
店
・
販
売
取
次
店
等
々
。
又
新
聞
記
者
と
云
っ
て
も
社
長
・
出
資
者
・
株
主
其
他
の
出
版
資

本
家
と
記
者
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
記
者
の
内
に
も
顧
問
客
員
や
専
属
記
者
や
寄
稿
者
や
投
稿
者
も
あ

る
、
が
よ
り
大
切
な
の
は
編
集
部
員
（
探
訪
・
論
説
委
員
・
主
筆
・
其
他
）
と
営
業
計
画
部
員
と
の
区
別
で
あ

る
。
後
者
は
新
聞
社
組
織
の
経
済
的
・
資
本
主
義
的
・
物
質
的
基
礎
に
直
接
関
係
し
、
前
者
は
之
に
観
念
的
作

用
力
を
通
っ
て
間
接
に
関
係
す
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
社
組
織
が
行
う
資
本
主
義
的
新
聞
企
業
に
於
て
も
、
そ

の
言
論
は
必
ず
し
も
直
接
新
聞
社
自
身
の
経
済
的
基
礎
に
貢
献
し
な
く
て
も
い
い
場
合
が
あ
る
。
同
一
資
本
系

統
の
企
業
を
利
す
る
と
か
、
一
般
社
会
の
資
本
家
的
利
益
を
齎
す
と
か
す
れ
ば
足
り
る
場
合
が
、
決
し
て
少
く

は
な
い
。
　
　
読
者
は
併
し
特
別
な
要
素
で
あ
る
、
と
云
う
の
は
読
者
は
新
聞
記
者
其
他
の
よ
う
に
新
聞
社
組
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織
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
一
応
之
か
ら
独
立
し
た
人
的
要
素
で
あ
る
か
ら
。

　
新
聞
紙
の
紙
面
は
普
通
、
政
治
欄
・
文
芸
欄
・
商
業
欄
・
広
告
欄
に
分
類
さ
れ
る
（
ビ
ュ
ヒ
ャ
ー
に
よ
る
　

　
〔K

arl B
u:cher

〕, 1847-1930

）
。
だ
が
こ
れ
は
、
新
聞
紙
の
空
間
的
分
類
で
あ
っ
て
、
新
聞
現
象
の
社

会
的
機
能
に
よ
る
分
類
で
は
な
い
。
新
聞
現
象
は
内
容
的
に
報
道
（N

achrichten

）
と
文
叢
（Literatur

）
と

に
分
類
さ
れ
る
（
Ｅ
・
シ
ュ
タ
イ
ニ
ッ
ツ
ア
ァ
ー
）
。
前
者
は
時
事
性
・
現
実
行
動
性
（actuality

）
を
著
し

い
特
色
と
し
、
後
者
は
こ
の
点
あ
ま
り
顕
著
で
な
い
。
こ
れ
は
報
知
的
部
面
（A

nzeigenteil

）
と
テ
キ
ス
ト

的
・
編
集
的
・
部
面
（Texts-R

edaktionsteil

）
と
の
区
別
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。

　
報
道
と
は
私
信
・
廻
文
な
ど
と
異
り
公
共
的
な
も
の
を
云
い
、
或
る
一
定
の
限
ら
れ
た
読
者
で
な
く
、
一
般

的
に
不
定
な
読
者
を
想
定
す
る
も
の
を
指
す
。
併
し
そ
の
内
で
も
、
私
的
・
個
人
的
・
市
井
的
・
私
党
的
な
興

味
に
基
く
も
の
と
、
公
的
・
国
家
的
・
市
民
的
・
社
会
党
派
的
な
興
味
に
基
く
も
の
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
前
者
を
私
的
報
道
、
後
者
を
公
的
報
道
と
呼
ぼ
う
。
だ
が
又
こ
の
報
道
は
公
私
と
も
に
、
報
道
者
の
個

人
的
な
利
害
に
直
接
立
脚
し
な
い
こ
と
を
建
前
と
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
報
道
は
公
平
と
真
実
と
の
外
見
を

失
う
か
ら
で
あ
る
。
報
道
者
自
身
の
個
人
的
利
害
に
直
接
立
脚
す
る
特
殊
な
報
道
は
広
告
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

広
告
も
明
ら
か
に
一
種
の
報
道
＝
ニ
ュ
ー
ズ
で
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ズ
・
プ
ロ
パ
ー
と
異
る
点
は
、
ニ
ュ
ー
ズ
が

読
者
に
一
種
の
読
む
義
務
を
負
わ
せ
る
に
反
し
て
、
広
告
は
読
者
の
好
意
あ
る
閲
読
を
希
望
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
普
通
広
告
は
有
料
の
ニ
ュ
ー
ズ
で
あ
る
と
い
う
風
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
区
別
は
寧
ろ
今
云

っ
た
点
か
ら
派
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
報
道
と
広
告
と
の
ニ
ュ
ー
ズ
と
し
て
の
差
別
と
同
一
性
は
、
之
を
云
い
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表
わ
す
各
種
の
言
葉
の
内
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。Intelligenz,A

nzeige,A
nnouncem

ent

は
ど
れ
も
広
告
の
謂

で
あ
る
が
、
そ
の
言
葉
の
本
来
の
意
味
は
寧
ろ
報
道
を
指
し
て
い
る
。

　
文
叢
と
は
第
一
に
論
説
、
解
説
及
び
注
解
を
含
み
、
第
二
に
評
論
、
批
判
及
び
紹
介
を
含
み
、
第
三
に
文
芸

を
含
む
。
第
一
は
主
と
し
て
教
導
の
機
能
を
、
第
二
は
主
と
し
て
評
価
の
機
能
を
、
第
三
は
主
と
し
て
娯
楽

（U
nterhaltung

）
の
機
能
を
果
す
。
無
論
こ
の
三
つ
の
も
の
夫
々
の
間
に
、
又
三
つ
の
機
能
夫
々
の
間
に
、

一
定
の
連
関
と
移
り
行
き
が
あ
る
が
、
文
叢
を
広
く
批
評
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
さ
て
そ
こ
で
、
報
道
と
広

告
と
の
連
関
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
報
道
乃
至
広
告
と
こ
の
批
評
と
の
連
関
を
述
べ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
実
は
報
道
そ
れ
自
身
が
そ
の
意
図
と
効
果
か
ら
云
っ
て
一
つ
の
批
評
的
機
能
を
有
っ
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ズ
の
選
択
、
書
き
方
、
載
せ
方
な
ど
は
、
す
で
に
一
定
の
批
評
的
態
度
に
基
か
ざ
る
を
得
な
い
。
逆
に
批

評
記
事
が
一
つ
の
ニ
ュ
ー
ズ
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
又
広
告
の
本
質
は
元
来
自
己
推
薦
に
あ

る
が
、
そ
の
た
め
に
は
一
定
の
自
己
評
価
を
下
し
て
見
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
云
わ
ば
之
は
一
種
の
自
己
批
評
で
あ

り
、
或
い
は
少
く
と
も
そ
の
形
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
批
評
自
身
は
逆
に
又
、
広
告
の
機
能
を
営
む
場
合
が
あ

る
。
夫
は
主
に
新
聞
社
組
織
或
い
は
そ
の
背
景
を
な
す
一
定
の
資
本
、
或
い
は
広
く
資
本
主
義
社
会
そ
の
も
の

の
た
め
に
、
宣
伝
の
役
割
を
与
え
ら
れ
た
時
な
ど
で
あ
る
。

　
新
聞
現
象
の
根
本
規
定
は
時
事
性
に
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
時
事
的
と
は
世
界
の
刻
々
の
歴
史
的
運
動
に

現
実
的
に
沿
う
た
活
動
的
な
観
点
を
意
味
す
る
。
時
事
性
の
内
容
は
第
一
に
日
常
性
で
あ
る
。
日
々
（
刻
々
・

年
々
・
月
々
）
条
件
を
新
た
に
す
る
事
物
の
動
き
に
就
い
て
、
そ
の
日
々
の
特
殊
性
を
指
摘
す
る
た
め
に
は
、
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日
常
性
の
原
則
が
必
要
で
あ
る
。
之
は
超
時
間
的
な
形
而
上
学
的
原
則
の
よ
く
す
る
処
で
は
な
い
。
時
事
性
乃

至
そ
の
第
一
規
定
で
あ
る
こ
の
日
常
性
は
広
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
現
象
の
根
本
規
定
な
の
だ
が
、
新
聞
現
象
の

場
合
に
は
夫
が
報
道
の
迅
速
さ
の
問
題
と
な
っ
て
、
第
二
の
規
定
と
し
て
現
わ
れ
る
。
間
に
合
う
・
時
宜
に
適

す
る
、
と
い
う
こ
と
が
新
聞
現
象
で
は
極
め
て
大
切
な
時
事
性
乃
至
日
常
性
の
内
容
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
新
聞

現
象
の
週
期
性
な
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。
新
聞
現
象
に
関
す
る
各
国
の
法
制
は
、
寧
ろ
逆
に
、
一
定
の
週
期

性
あ
る
刊
行
物
を
、
新
聞
紙
と
定
義
し
て
い
る
。
新
聞
現
象
の
週
期
性
は
交
通
の
物
質
的
条
件
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
交
通
機
関
の
発
達
は
こ
の
週
期
を
細
か
く
す
る
。

　
だ
が
新
聞
現
象
の
根
本
規
定
で
あ
る
時
事
性
は
、
単
に
日
常
性
に
つ
き
る
の
で
は
な
い
。
或
い
は
、
日
常
性

そ
の
も
の
が
、
単
な
る
迅
速
さ
や
週
期
性
に
つ
き
る
の
で
は
な
い
。
時
事
性
の
も
う
一
つ
の
大
切
な
規
定
は
そ

の
政
治
性
に
存
す
る
。
尤
も
政
治
性
と
云
っ
て
も
広
く
社
会
性
を
意
味
す
る
場
合
と
狭
く
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
或
い

は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
政
治
活
動
を
指
す
場
合
と
は
区
別
さ
れ
る
が
、
新
聞
現
象
に
と
っ
て
は
、
い
ず
れ
の
場
合

も
必
要
で
あ
る
。
新
聞
現
象
の
時
事
性
が
も
つ
社
会
性
に
就
い
て
、
新
聞
紙
は
普
通
新
聞
と
特
殊
新
聞
と
に
そ

の
社
会
的
機
能
上
分
類
さ
れ
る
。
経
済
新
聞
・
産
業
新
聞
・
宗
教
新
聞
・
大
学
新
聞
・
文
芸
新
聞
・
等
々
は
後

者
に
ぞ
く
す
る
。
之
は
社
会
性
を
発
揮
す
る
部
面
が
普
遍
的
か
特
殊
的
か
の
相
違
で
あ
る
が
、
時
事
性
が
社
会

性
に
止
ま
る
か
或
い
は
プ
ロ
パ
ー
な
意
味
で
の
政
治
性
を
発
揮
す
る
か
の
区
別
は
、
日
本
の
例
で
云
え
ば
、
小

新
聞
と
大
新
聞
と
の
区
別
と
な
る
。
小
新
聞
は
主
に
社
会
の
市
井
事
を
報
道
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
之
に
反

し
て
大
新
聞
は
政
論
の
用
具
で
あ
っ
た
が
、
独
り
日
本
に
限
ら
ず
今
日
は
こ
の
小
新
聞
が
資
本
主
義
的
大
新
聞
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と
し
て
発
達
し
、
政
治
的
批
評
機
能
に
富
む
所
謂
大
新
聞
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
紙
と
し
て
は
事
実
上
は
小
さ

い
新
聞
紙
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
大
新
聞
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
社
会
的
政
治
的
「
輿
論
」
を
代
表
す
る

と
い
う
政
治
的
役
割
が
あ
っ
た
が
、
今
日
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
に
於
て
は
こ
の
役
割
は
全
く
の
単
な
る
扮
装
と

し
て
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
社
会
性
政
治
性
そ
の
も
の
の
内
に
、
近
世
の
階
級
社
会
に
於
て

は
判
然
と
し
た
対
立
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
紙
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
新
聞
紙
と
の
区
別
が
現

わ
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
も
は
や
単
な
る
輿
論
や
何
か
で
は
な
く
て
、
新
聞
紙
と
そ
の
読
者
層
と
の

政
治
的
文
化
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
の
で
あ
る
。
現
代
の
新
聞
現
象
に
関
す
る
最
後
の
問
題
は
こ
こ
に
あ
る
の
で

あ
る
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
の
特
色
は
新
聞
紙
と
い
う
商
品
の
製
作
販
売
に
よ
る
利
潤
の
追
求
と
い
う
過
程
の
内
に
存

す
る
。
か
か
る
制
限
を
ほ
ぼ
或
い
は
完
全
に
脱
却
し
て
い
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
新
聞
は
無
産
者
階
級
の
組
織
・
啓

蒙
・
宣
伝
・
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
指
令
其
他
の
機
関
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
新
聞
本
来
の

一
般
社
会
的
使
命
に
立
つ
こ
と
が
出
来
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
に
於
て
は
曲
り
な
り
に
も
新
聞
本
来
の
使
命
に

立
ち
帰
る
べ
く
新
聞
の
「
倫
理
化
」
を
説
く
の
を
常
と
す
る
が
、
云
う
ま
で
も
な
く
倫
理
は
利
潤
の
前
に
何
等

の
権
威
で
も
な
い
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
に
よ
る
「
自
由
新
聞
」
運
動
も
、
少
く
と
も
「
社
会
主
義
新
聞
」
運
動

（
Ｆ
・
ラ
サ
ー
ル
や
Ｋ
・
ビ
ュ
ヒ
ャ
ー
に
よ
る
）
に
ま
で
転
化
す
る
の
で
な
け
れ
ば
積
極
的
に
な
れ
な
い
。

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
新
聞
」
は
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ス
ト
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
今
日
で
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
（
『
イ
ス

ク
ラ
』
に
始
ま
る
）
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
（
『
デ
ー
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
』
）
等
に
於
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て
大
き
い
勢
力
と
絶
対
な
意
義
と
を
持
っ
て
い
る
。
尤
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
新
聞
紙
は
歴
史
的
に
も
、
理
論
的
に

も
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ス
ト
・
パ
ー
テ
ィ
ー
の
機
関
紙
に
限
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
之
は
今
日
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
最
も
有
力
な
一
部
分
を
な
し
て
い
る
。
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な
お
詳
細
は
戸
坂
、
新
聞
現
象
の
分
析
（
『
現
代
哲
学
講
話
』
【
本
全
集
第
三

　
巻
】
所
収
、
一
九
三
四
年
）
を
見
よ
。

日
本
精
神

　
一
般
的
に
云
え
ば
、
日
本
民
族
の
歴
史
が
何
等
か
の
精
神
の
表
現
で
あ
る
と
か
、
又
は
そ
の
表
現
自
身
が
こ

の
精
神
で
あ
る
と
か
考
え
る
立
場
に
立
つ
時
、
こ
の
精
神
が
日
本
精
神
と
呼
ば
れ
る
。
之
に
よ
っ
て
日
本
民
族

の
歴
史
が
も
つ
本
質
が
云
い
表
わ
さ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
精
神
と
い
う
言
葉
が
通
俗
的
に
、
も
の
の
本

質
乃
至
生
命
を
意
味
す
る
限
り
、
日
本
精
神
な
る
も
の
は
日
本
民
族
の
本
質
を
通
俗
的
に
云
い
表
わ
す
言
葉
と

し
て
不
都
合
な
く
用
い
ら
れ
て
よ
い
。
併
し
日
本
民
族
の
歴
史
そ
の
も
の
が
日
本
精
神
な
る
表
現
で
あ
る
と
か
、

又
は
日
本
精
神
の
表
現
で
あ
る
と
か
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
夫
は
も
は
や
通
俗
的
な
語
法
で
は
な
く
て
、
一
定

の
哲
学
乃
至
世
界
観
上
の
体
系
を
想
定
し
た
上
で
の
一
つ
の
理
論
的
説
明
を
意
味
す
る
。
即
ち
解
釈
学
的
な
歴
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史
哲
学
乃
至
歴
史
観
へ
夫
は
立
脚
す
る
。
こ
こ
に
す
で
に
日
本
精
神
と
い
う
概
念
自
身
の
理
論
上
の
疑
問
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
日
本
民
族
乃
至
日
本
の
、
歴
史
的
現
実
を
解
明
乃
至
解
釈
す
る
一
つ
の
原

理
と
し
て
、
日
本
精
神
な
る
も
の
を
持
ち
出
す
こ
と
は
、
一
種
の
哲
学
的
観
念
論
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
精
神
の
提
唱
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
今
日
に
始
っ
た
の
で
は
な
い
。
併
し
之
が
一
定
の
意
図
の
下
に
、

広
汎
に
提
唱
さ
れ
又
強
調
さ
れ
又
流
行
し
始
め
た
の
は
、
武
力
的
侵
略
に
よ
る
満
州
国
独
立
と
、
之
を
シ
グ
ナ

ル
と
す
る
処
の
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
急
速
な
台
頭
以
来
で
あ
る
。
日
本
精
神
は
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
諸
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
共
通
な
根
本
観
念
で
あ
り
、
又
実
に
そ
の
合
言
葉
又
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
無
論
一
般
に
フ

ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
そ
の
本
質
と
名
目
上
の
レ
ッ
テ
ル
と
が
一
致
し
な
い
と
い
う
著
し
い
特
色
を
有
ち
、
そ
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
は
何
等
そ
の
本
質
に
相
応
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
が
常
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
に
於
て
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
は
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
一
種
の
デ
マ
ゴ
ギ
ー
と
し
て
し
か
持
つ
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
日
本
精

神
な
る
も
の
も
亦
、
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
た
め
の
そ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
＝
日
本
主
義
の
根
本
観
念
な
の

で
あ
る
。

　
元
来
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
様
々
な
形
態
と
条
件
と
の
下
に
高
度
に
発
達
し
た
諸
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
に
於
け
る
独
占

・
金
融
・
大
産
業
・
資
本
主
義
の
行
き
詰
り
と
内
訌
と
腐
敗
と
の
必
然
的
な
一
つ
の
著
し
い
所
産
で
あ
っ
て
、

無
産
者
大
衆
の
社
会
主
義
的
組
織
が
鞏
固
に
社
会
変
革
的
に
発
達
し
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
無
産
大
衆
の
社

会
変
革
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
横
溢
し
て
い
る
よ
う
な
国
に
於
て
、
各
種
の
社
会
民
主
主
義
者
の
認
容
の
下
に
、

中
農
・
小
商
人
・
軍
人
・
官
吏
・
意
識
の
遅
れ
た
労
働
者
、
其
他
等
の
層
の
意
識
を
通
じ
て
、
独
占
・
金
融
・
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大
産
業
・
資
本
が
こ
の
無
産
者
の
変
革
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
力
的
に
抑
制
し
て
自
ら
の
解
体
を
延
引
し
よ
う
と

し
て
用
い
る
政
治
形
態
で
あ
る
。
日
本
に
於
て
は
、
そ
の
資
本
主
義
が
世
界
的
発
達
水
準
に
達
し
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
な
お
著
し
い
封
建
制
の
残
存
物
（
軍
閥
・
官
僚
・
国
家
的
家
族
制
度
・
其
他
）
に
依
存
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
そ
こ
で
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
こ
の
封
建
的
残
存
勢
力
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
純

然
た
る
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
道
を
開
拓
す
る
他
は
な
い
。
そ
う
で
な
く
て
も
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
民
族
主
義
・
国
粋

主
義
・
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
其
他
を
介
し
て
封
建
化
・
原
始
文
化
化
・
其
他
を
最
後
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
内
容
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
特
に
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
特
別
に
都
合
の
よ

い
根
拠
を
付
与
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
日
本
の
封
建
的
残
存
勢
力
を
利
用
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
が
必
然
に
赴

か
ざ
る
を
得
な
い
一
種
の
封
建
化
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
、
強
化
し
権
威
づ
け
る
も
の
が
、
正
に
こ
の
日
本
フ
ァ

ッ
シ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
日
本
主
義
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
中
心
観
念
が
日
本
精
神
な
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
日
本
精
神
の
各
種
の
主
張
は
、
ま
ず
第
一
に
日
本
精
神
を
高
唱
す
る
一
つ
の
精
神
主
義
と
い
う
共
通

特
色
を
有
っ
て
い
る
。
唯
物
主
義
・
唯
物
思
想
・
唯
物
論
、
乃
至
科
学
的
態
度
・
技
術
的
文
化
、
そ
し
て
最
後

に
個
人
主
義
と
資
本
主
義
、
之
に
対
す
る
も
の
が
精
神
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
尤
も
之
は
決
し
て

日
本
精
神
主
義
に
就
い
て
だ
け
に
限
る
現
象
で
は
な
く
、
各
国
の
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
独
裁
国
の
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
・

イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
共
通
な
云
い
草
で
あ
る
が
、
特
に
日
本
精
神
主
義
は
こ
の
精
神
が
特
別
に
日
本
的
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
。
と
云
う
の
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
も
ド
イ
ツ
的
精
神
を
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
も
亦
イ
タ
リ
ア
的
精
神
を

強
調
す
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
精
神
主
義
者
は
、
国
粋
的
な
国
学
の
範
疇
を
用
い
て
独
特
な
国
史
認
識
の
方
法
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を
用
意
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
或
い
は
民
族
神
話
的
、
或
い
は
儒
教
的
、
仏
教
的
或
い
は
却
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

哲
学
的
、
言
辞
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
え
、
固
有
に
日
本
的
な
も
の
を
導
き
出
す
。
そ
の
結
果
、
日
本

精
神
主
義
に
よ
る
日
本
精
神
な
る
も
の
は
、
そ
の
国
家
封
建
主
義
的
乃
至
封
建
主
義
的
な
国
史
認
識
の
方
法
と

そ
の
認
識
の
対
象
と
の
二
重
の
関
係
か
ら
云
っ
て
、
根
柢
的
に
封
建
的
な
乃
至
は
原
始
的
で
さ
え
あ
る
処
の
も

の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
所
謂
日
本
精
神
の
こ
の
封
建
性
乃
至
原
始
性
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代

日
本
の
資
本
主
義
の
露
骨
な
矛
盾
は
、
合
理
的
に
解
決
さ
れ
る
代
り
に
こ
の
矛
盾
が
無
か
っ
た
か
の
よ
う
な
原

始
的
な
諸
条
件
の
讃
美
に
す
り
か
え
ら
れ
る
。

　
日
本
精
神
主
義
の
一
つ
の
変
形
は
ア
ジ
ア
主
義
乃
至
大
ア
ジ
ア
主
義
で
あ
り
、
日
本
精
神
に
基
く
日
本
は
ア

ジ
ア
有
色
人
種
の
代
表
者
・
指
導
者
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
唯
物
思
想
・
個
人
主
義
・
資
本
主
義
等
々
に
対

抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
つ
ま
り
満
州
及
び
支
那
其
他
は
日
本
を
盟
主
と
し
て
甦
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
説

く
。
こ
の
際
日
本
精
神
に
基
く
政
治
理
想
は
法
治
国
家
の
観
念
の
代
り
に
古
代
支
那
の
封
建
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

一
つ
で
あ
る
王
道
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
　
　
そ
れ
か
ら
日
本
精
神
主
義
の
一
つ
の
特
殊
な
形
態
は
、
一

種
の
農
本
主
義
と
な
る
。
日
本
の
封
建
制
残
存
の
一
つ
の
物
質
的
地
盤
で
も
あ
る
処
の
農
業
労
働
（
特
に
零
細

農
業
労
働
）
人
口
の
圧
倒
的
多
数
と
い
う
事
実
に
仮
託
し
て
、
農
業
中
心
主
義
而
も
低
技
術
的
な
農
業
中
心
主

義
が
日
本
精
神
の
主
な
る
内
容
で
あ
る
と
し
、
唯
物
論
・
マ
ル
ク
ス
主
義
、
或
い
は
自
由
主
義
・
個
人
主
義
・

資
本
主
義
等
々
が
想
定
す
る
と
考
え
ら
れ
る
工
業
中
心
主
義
は
、
絶
対
に
日
本
精
神
と
相
容
れ
な
い
と
説
く
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
精
神
は
非
資
本
主
義
的
で
あ
る
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
社
会
主
義
は
日
本
精
神
に
と
っ
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て
有
害
無
益
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
矛
盾
を
資
本
と
労
働
力
と
の
社
会
的
対
立
に
あ

る
と
見
る
代
り
に
、
都
市
と
農
村
と
の
対
立
に
あ
る
と
見
る
の
は
、
こ
の
農
本
主
義
の
広
く
行
わ
れ
て
い
る
結

論
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
の
金
融
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
自
身
が
こ
の
農
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
結
論
に
対
し
て
絶
大
な

信
頼
を
懐
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
い
す
る
。

　
日
本
精
神
の
内
容
如
何
に
就
い
て
は
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
達
の
間
に
初
め
必
ず
し
も
完
全
な
一
致
は
な
か
っ

た
が
、
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
以
来
、
右
翼
政
治
思
想
諸
団
体
間
の
戦
線
統
一
が
お
の
ず
か
ら
行
わ
れ
る

と
平
行
し
て
、
夫
は
遂
に
国
体
明
徴
に
帰
着
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
の
国
体
の
本
義
は
こ
の
絶
対

主
義
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
日
本
精
神
と
は
取
り
も
直
さ
ず
こ
の
国
体
意
識
だ
と
い
う
こ
と
に
結
着
し
た
。
事

実
右
翼
諸
団
体
の
統
一
運
動
は
、
軍
部
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
・
反
動
諸
団
体
の
表
面
上
強
調
す
る
国
体
明
徴
の

運
動
に
よ
っ
て
、
遽



か
に
促
進
さ
れ
た
。
処
が
国
体
意
識
な
る
も
の
は
実
は
主
と
し
て
国
家
理
論
的
な
乃
至
は

政
治
学
的
な
技
術
上
の
観
念
で
あ
り
、
主
と
し
て
憲
法
の
法
律
学
的
解
釈
の
問
題
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
各
種
の
内
容
の
日
本
精
神
は
反
自
由
主
義
的
憲
法
解
釈
に
於
て
、
共
通
な
一
致
し
た
三
角
点
を
発
見

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
日
本
精
神
の
内
容
は
又
こ
の
点
に
集
中
加
重
さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
主
義
や
王
道
主

義
の
声
は
衰
え
農
本
主
義
の
教
説
は
無
用
と
な
り
、
独
り
絶
対
主
義
・
国
体
観
念
だ
け
が
日
本
精
神
の
中
心
に

置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
日
本
精
神
の
提
唱
は
一
見
自
由
主
義
に
対
す
る
抑
制
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
事
実
又
夫
は
封
建
的
勢

力
の
高
揚
に
他
な
ら
ぬ
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
も
し
日
本
主
義
を
目
し
て
単
な
る
封
建
的
勢
力
の
高
揚
だ
と
し
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か
見
な
い
者
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
主
義
の
本
質
を
見
誤
り
、
そ
れ
の
処
理
法
を
誤
る
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
ぬ
。
日
本
精
神
は
明
ら
か
に
日
本
に
強
力
に
残
存
し
つ
つ
あ
る
封
建
的
勢
力
を
材
料
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
も
し
こ
の
材
料
に
頼
ら
ぬ
と
す
れ
ば
全
く
成
立
し
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
問
題
は
、
何
故

に
、
何
の
目
的
の
た
め
に
、
何
の
意
義
に
基
い
て
、
か
か
る
封
建
的
勢
力
が
日
本
精
神
の
材
料
と
さ
れ
た
か
、

と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
日
本
精
神
の
意
義
と
本
質
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
単
な
る
封
建
制
の

高
揚
は
反
資
本
主
義
的
反
動
で
こ
そ
あ
れ
、
資
本
主
義
の
矛
盾
の
隠
蔽
と
し
て
は
何
等
の
用
を
な
す
も
の
で
は

な
い
。
そ
う
い
う
も
の
が
日
本
の
資
本
主
義
の
特
別
に
危
険
な
ク
リ
シ
ス
に
際
し
て
遽
か
に
高
揚
す
る
理
由
は

な
い
。
そ
れ
が
高
揚
し
得
た
の
は
他
な
ら
ぬ
資
本
主
義
そ
の
も
の
の
焦
眉
の
急
に
夫
が
何
よ
り
役
立
つ
も
の
と

意
識
的
無
意
識
的
に
資
本
主
義
自
身
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
即
ち
日
本
型
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム

の
何
よ
り
有
力
な
而
も
不
可
欠
な
材
料
と
し
て
こ
そ
、
封
建
的
残
存
勢
力
が
こ
の
ク
リ
シ
ス
に
際
し
て
特
に
遽

か
に
動
員
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
日
本
精
神
は
だ
か
ら
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
＝
日
本
主
義

の
根
本
観
念
で
あ
り
合
言
葉
で
あ
る
。

　
日
本
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
決
し
て
純
資
本
制
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
で
は
な
く
、
そ
れ
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
で
あ
る
こ
と
自
身
の
内
に
、
封
建
的
残
存
物
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
二
重
性
の
統
一
を
有
っ
て

い
る
。
従
っ
て
日
本
で
は
徹
底
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
未
だ
か
つ
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
し
、
従
っ
て
純
正
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
も
充
分
に
根
柢
的
な
伝
統
を
有
っ
て
い
な
い
。
日
本
に
於
け

る
自
由
主
義
そ
の
も
の
が
、
封
建
性
に
依
存
し
て
初
め
て
高
度
に
発
達
し
得
た
資
本
主
義
の
、
か
の
二
重
性
の
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統
一
と
い
う
烙
印
を
帯
び
て
い
る
。
従
っ
て
日
本
精
神
の
提
唱
即
ち
日
本
主
義
が
自
由
主
義
の
打
倒
を
叫
ぶ
に

し
て
も
、
夫
は
寧
ろ
自
由
主
義
の
（
日
本
に
取
っ
て
は
）
一
つ
の
誇
張
に
他
な
ら
ぬ
処
の
純
正
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア

自
由
主
義
を
打
倒
す
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
、
日
本
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
自
身
の
打
倒
を
決
し
て
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
日
本
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
殆
ん
ど
何
等
の
転
向
と
改
心
を
経
る
こ
と
な
し
に
、
お
の
ず
か
ら

自
由
主
義
者
と
な
り
又
は
初
め
か
ら
日
本
主
義
者
で
あ
る
こ
と
が
出
来
る
。
極
端
な
戯
画
的
な
形
態
を
さ
え
取

ら
な
け
れ
ば
、
日
本
主
義
こ
そ
そ
の
本
質
と
真
髄
か
ら
云
え
ば
、
日
本
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
、
又
は
日
本
ブ
ル

ジ
ョ
ア
社
会
の
、
常
識
で
あ
り
通
念
で
あ
る
。
こ
の
常
識
と
通
念
が
誇
張
さ
れ
た
も
の
こ
そ
、
正
に
日
本
精
神

な
の
で
あ
る
。
主
観
的
な
意
図
に
於
て
自
由
主
義
の
精
神
と
日
本
精
神
と
が
如
何
に
対
立
対
抗
し
よ
う
と
も
、

そ
の
客
観
的
な
本
質
に
於
て
は
、
二
つ
の
間
に
お
の
ず
か
ら
の
移
行
と
連
絡
と
協
定
と
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

特
に
自
由
主
義
の
精
神
に
立
脚
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
者
は
、
迅
速
に
日
本
精
神
へ
傾
斜
し
て
行
く
こ
と

が
出
来
る
条
件
を
持
っ
て
い
る
。

論
理
学

　
　
　
（
英 logic, 

独 Logik, 

仏 logique

）

　
通
常
論
理
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
オ
ル
ガ
ノ
ン
」
（
研
究
方
法
の
機
関
・
用
具
を

意
味
す
る
）
か
ら
始
ま
る
、
と
云
わ
れ
て
い
る
。
之
は
認
識
の
手
続
・
学
問
研
究
の
方
法
・
議
論
の
仕
方
、
其

117



他
に
関
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
諸
考
察
を
、
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ

ス
、
ガ
レ
ノ
ス
等
の
手
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
は
、
こ
の
諸
考

察
を
実
地
に
移
す
こ
と
に
と
っ
て
、
そ
の
第
一
哲
学
た
る
『
メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
』
（
形
而
上
学
）
其
他
を
展
開
し

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
例
え
ば
そ
の
動
物
学
的
研
究
な
ど
に
於
て
は
、
観
察
や
実
験
と
い
う
実
証
的
な
研
究

態
度
を
採
り
、
又
政
治
学
其
他
の
社
会
科
学
的
考
察
に
於
て
も
実
地
の
報
告
と
歴
史
的
検
討
と
に
よ
っ
て
実
証

的
な
研
究
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
こ
れ
等
の
研
究
の
基
底
に
横
た
わ
る
哲
学
的
省
察
自
身
に
就
い
て
は
、

そ
の
文
献
学
的
態
度
を
別
に
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
実
証
的
な
方
法
を
用
い
て
は
い
な
い
。
夫
は
第
一
に
ロ
ゴ
ス

（
言
葉
）
を
通
じ
て
の
概
念
の
分
析
に
よ
る
事
物
の
分
析
で
あ
る
点
に
於
て
、
概
念
分
析
的
な
論
理
で
あ
っ
て
、

近
代
の
科
学
的
研
究
法
の
精
神
と
全
く
異
っ
て
い
る
。
第
二
に
夫
は
、
従
っ
て
又
演
繹
の
論
理
を
中
心
と
す
る

点
に
於
て
、
（
但
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
オ
ル
ガ
ノ
ン
自
身
に
於
て
は
決
し
て
演
繹
だ
け
が
オ
ル
ガ
ノ
ン
の
全

部
で
は
な
い
こ
と
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
）
、
近
代
自
然
科
学
の
自
然
観
察
の
精
神
に
基
く
論
理
と
相
対
立

し
た
も
の
を
示
し
て
い
る
。

　
尤
も
彼
の
所
謂
論
理
な
る
も
の
は
、
後
世
普
通
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
意
味
に
於
て
は
、
そ
し
て
又
そ

う
い
う
極
端
な
形
に
於
て
は
、
決
し
て
た
だ
の
分
析
論
理
で
も
な
け
れ
ば
た
だ
の
演
繹
論
理
で
も
な
い
。
寧
ろ

そ
う
し
た
も
の
と
、
総
合
論
理
・
帰
納
論
理
と
の
、
複
合
・
混
合
物
だ
っ
た
と
見
て
い
い
。
之
を
純
然
た
る
分

析
的
演
繹
の
論
理
に
ま
で
仕
上
げ
た
の
は
、
実
は
ス
コ
ラ
哲
学
な
の
で
あ
っ
た
。
実
際
ス
コ
ラ
哲
学
は
主
と
し
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て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
の
組
織
立
て
と
そ
れ
の
解
釈
を
中
心
課
題
と
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
哲
学
乃
至
神
学
に
必

要
な
オ
ル
ガ
ノ
ン
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
名
に
於
け
る
分
析
的
演
繹
論
理
で
充
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　

所
謂
形
式
論
理
は
そ
れ
故
実
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
の
も
の
で
は
な
く
て
、
ス
コ
ラ
論
理
か
ら
始
ま
る
と
見

る
べ
き
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
は
存
在
を
運
動
に
於
て
捉
え
よ
う
と
す
る
根
本
的
な
試
み
に
於
て
、

（
彼
自
身
の
用
語
に
反
す
る
が
）
弁
証
法
家
の
一
人
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
オ
ル
ガ
ノ
ン
も

存
在
に
対
す
る
こ
の
弁
証
法
的
な
見
解
か
ら
離
れ
て
は
無
意
味
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
形
式
論
理
学
の
一
般
的
な
特
色
は
、
後
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
そ
れ
か
ら
之
に
従
っ
て
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス

と
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
事
物
を
そ
の
固
定
性
に
於
て
把
握
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
従
っ
て
形
式
論
理
は
、

諸
事
物
間
の
ひ
た
す
ら
の
区
別
と
対
立
と
を
、
無
条
件
に
絶
対
的
に
墨
守
す
る
建
前
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
同
一
律
（
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
）
、
矛
盾
律
（
Ａ
は
非
Ａ
に
非
ず
）
、
排
中
律
（
Ａ
は
Ｂ
か
又
は
非
Ｂ
で
あ
っ

て
そ
の
他
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
）
、
が
こ
の
立
場
を
最
も
端
的
に
表
わ
す
論
理
法
則
と
な
る
。
事
物
を
こ

の
論
理
に
よ
っ
て
認
識
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
勢
い
、
単
に
諸
事
物
の
精
細
煩
瑣
な
区
別
と
機
械
的
な
関
係
づ
け

し
か
、
そ
の
内
容
と
な
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
う
し
た
機
械
論
は
形
式
論
理
学
の
最
も
著
し
い
特
色
で
あ
る

が
、
そ
の
た
め
の
方
法
が
極
め
て
精
細
に
又
大
規
模
に
発
達
し
た
の
が
ス
コ
ラ
哲
学
に
於
て
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
は
概
念
の
分
析
方
法
と
既
知
概
念
か
ら
の
演
繹
の
方
法
と
が
、
唯
一
の
問
題
と
な
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
三

段
論
法
の
格
（Figur

）
に
関
す
る
形
式
的
な
整
備
な
ど
が
夫
で
あ
っ
た
。

　
ス
コ
ラ
哲
学
の
解
釈
哲
学
（
聖
書
・
教
理
・
文
献
の
解
釈
）
に
反
対
し
、
従
っ
て
そ
の
方
法
た
る
ス
コ
ラ
的
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形
式
論
理
の
分
析
的
演
繹
の
論
理
に
反
対
し
た
も
の
は
、
自
然
を
支
配
す
る
た
め
に
実
験
に
よ
っ
て
之
を
認
識

す
る
こ
と
こ
そ
、
唯
一
の
知
識
乃
至
学
問
の
途
だ
と
考
え
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合

ベ
ー
コ
ン
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
エ
リ
ザ
ベ
ス
王
朝
に
よ
っ
て
云
い
表
わ
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
の
論
理
学
的
代
表
者
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
聖
書
や
ド
グ
マ
の
代
り
に
自
然
そ
の
も
の
を
認
識
す
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
の
唯
一
の
手
段
は
、
実
験
・
観
察
に
他
な
ら
な
い
。
処
が
之
に
よ
っ
て
得

た
諸
結
果
を
総
合
す
る
た
め
に
は
、
例
の
概
念
分
析
的
・
演
繹
的
・
論
理
で
は
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
。
必
要
な

の
は
従
っ
て
、
帰
納
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
こ
の
帰
納
法
こ
そ
新
し
い
研
究
機
関
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
そ
の

著
『
ノ
ヴ
ム
・
オ
ル
ガ
ヌ
ム
』
　
　
新
方
法
機
関
）
。

　
こ
の
新
し
い
形
式
論
理
は
、
一
方
に
於
て
ガ
リ
レ
イ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
自
然
の
数
学
的
研
究
方
法
と
の

疎
遠
を
別
に
す
れ
ば
、
全
く
近
代
科
学
乃
至
近
代
自
然
科
学
の
根
本
的
な
認
識
目
的
に
照
応
し
て
い
る
。
だ
が

之
に
よ
っ
て
、
従
来
の
所
謂
演
繹
論
理
学
が
成
立
し
な
く
な
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
又
全
く
無
用
に
な
っ
た
わ

け
で
も
な
い
。
爾
来
形
式
論
理
学
の
教
程
は
、
演
繹
論
理
学
と
帰
納
論
理
学
と
の
二
つ
の
部
分
（
主
と
し
て
論

理
法
則
・
論
理
要
素
の
教
説
の
部
分
と
研
究
法
の
教
説
の
部
分
）
を
併
せ
含
む
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
形
式
論
理
の
一
応
最
後
の
形
の
も
の
を
、
後
に
整
頓
し
統
一
し
て
大
成
し
た
も
の
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
のA

System
ofLogic

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
段
階
に
立
つ
立
場
か
ら
取
り
扱
え
る
限
り
の
一
切
の

論
理
学
的
諸
問
題
を
網
羅
し
て
、
組
織
立
て
、
そ
の
間
往
々
独
自
な
研
究
と
見
解
と
が
揷
入
さ
れ
て
い
る
。
特

に
社
会
科
学
に
於
て
そ
の
総
合
乃
至
折
衷
の
才
を
擅





に

し
た
彼
は
、
形
式
論
理
学
を
如
何
に
社
会
科
学
に
適
用
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す
べ
き
か
と
い
う
社
会
科
学
方
法
論
を
、
お
の
ず
か
ら
こ
こ
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
之
は
社
会
科
学
方

法
論
の
古
典
的
な
成
果
の
代
表
的
な
も
の
と
看
做
し
て
よ
い
。

　
だ
が
、
こ
の
時
ま
で
に
、
所
謂
論
理
学
（
形
式
的
論
理
学
・
一
般
論
理
学
）
以
外
の
領
域
に
於
て
、
す
で
に

一
種
の
根
本
的
な
論
理
上
の
問
題
が
、
多
く
の
哲
学
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の

デ
カ
ル
ト
は
如
何
に
し
て
確
実
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
認
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
就
い
て
、

そ
の
方
法
論
上
の
懐
疑
説
を
提
出
し
た
。
そ
の
結
果
彼
は
観
念
の
先
天
性
の
主
張
に
帰
着
し
て
い
る
。
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
Ｊ
・
ロ
ッ
ク
（
ホ
ッ
ブ
ズ
を
経
て
ベ
ー
コ
ン
の
後
裔
で
あ
り
ヒ
ュ
ー
ム
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
等
を
経

て
ミ
ル
の
祖
先
に
当
る
処
の
こ
の
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
）
は
之
に
反
し
て
、
観
念
が
凡
て
経
験
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
生
具
観
念
は
あ
り
得
な
い
と
主
張
す
る
。
大
陸
の
ラ
イ
プ
ニ
ツ
は
ロ
ッ
ク
の
こ
の
人
間
悟
性
に
関
す

る
経
験
論
的
エ
ッ
セ
イ
を
、
一
つ
一
つ
先
天
主
義
＝
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
反
駁
し
た
。

　
な
お
、
デ
カ
ル
ト
と
ス
ピ
ノ
ザ
と
は
、
夫
々
認
識
の
方
法
と
知
性
の
改
善
と
を
問
題
と
す
る
。
　
　
そ
し
て

ラ
イ
プ
ニ
ツ
は
、
真
理
に
就
い
て
、
永
久
真
理
と
事
実
真
理
と
を
区
別
し
、
前
者
が
数
学
的
真
理
で
あ
る
に
反

し
て
、
後
者
は
物
質
的
な
、
そ
し
て
特
に
歴
史
的
な
真
理
だ
と
考
え
る
。
前
者
は
必
然
に
立
脚
す
る
真
理
で
あ

り
、
後
者
を
偶
然
に
立
脚
す
る
真
理
だ
と
い
う
。
（
ポ
ー
ル
・
ロ
ア
イ
ヤ
ー
ル
の
僧
院
の
論
理
学
な
る
も
の
が

あ
る
が
、
こ
の
僧
院
に
暮
し
た
一
人
で
あ
る
パ
ス
カ
ル
は
、
幾
何
学
的
精
神
と
繊
細
な
精
神
と
を
区
別
し
た
。

夫
と
之
と
の
間
に
は
一
脈
共
通
な
も
の
が
発
見
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
）
そ
こ
か
ら
ラ
イ
プ
ニ
ツ
は
、
こ
の

事
実
真
理
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
形
式
論
理
学
に
新
し
い
法
則
を
つ
け
加
え
た
。
充
足
理
由
の
原
理
が
夫
で
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あ
る
。
こ
こ
に
す
で
に
従
来
の
形
式
論
理
学
に
対
す
る
或
る
根
本
的
な
修
正
の
動
き
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来

る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
所
謂
論
理
学
の
領
域
外
に
於
て
、
論
理
上
の
根
本
問
題
が
、
認
識
理
論
が
、
展
開
さ
れ
、

当
時
（
十
七
世
紀
）
の
科
学
の
水
準
に
照
応
し
て
、
課
題
の
提
出
と
解
決
と
を
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

認
識
に
関
す
る
論
理
的
省
察
は
実
は
遠
く
ル
ネ
サ
ン
ス
（
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
サ
ヌ
ス
　
　
ク
ー
エ
の
ニ
コ
ラ
ス
）

以
来
、
系
統
的
に
発
達
し
て
来
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
さ
て
そ
こ
で
、
前
に
述
べ
た
大
陸
の
ラ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
乃
至
先
天
主
義
と
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
論
と
の
、
認
識
理
論
上
の
例
の
対
立
を
総
合
す
べ
く
、
新
し
い
論

理
学
の
方
向
を
開
拓
し
た
の
が
カ
ン
ト
で
あ
る
。

　
カ
ン
ト
が
こ
の
認
識
論
上
の
問
題
を
論
理
学
と
い
う
軌
道
に
乗
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
根
本

的
な
理
由
の
一
つ
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
自
然
科
学
に
就
い
て
の
論
理
的
考
察
を
必
要
と
感
じ
た
こ
と
か
ら
で
あ

る
。
元
来
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
科
学
上
の
功
績
と
そ
の
組
織
的
な
方
法
（
夫
は
『
自
然
哲
学
の
数
学
的
原
理
』
と
い

う
主
著
の
名
称
が
よ
く
説
明
し
て
い
る
）
は
、
広
く
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
其
他
の
啓
蒙
学

者
を
、
動
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
数
の
啓
蒙
学
者
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
就
い
て
の
考
察
を
書
い
た
。
カ
ン
ト
も

亦
そ
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
だ
が
恐
ら
く
カ
ン
ト
は
誰
に
も
増
し
て
最
も
深
く
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
動
か
さ
れ
た

十
八
世
紀
の
哲
学
者
で
あ
ろ
う
。
と
云
う
の
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
数
学
的
方
法
に
よ
る
自
然
研
究
は
、
そ
れ
が

数
学
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
限
り
、
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
必
然
的
で
普
遍
的
な
認
識
（
認
識
を
カ
ン
ト
は
経
験
と

い
う
言
葉
を
辿
っ
て
理
解
し
て
い
る
）
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
経
験
の
必
然
性
と
普
遍
性
と
の
説
と
、
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例
の
経
験
論
乃
至
そ
れ
に
由
来
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
的
懐
疑
論
と
が
、
如
何
に
折
り
合
う
こ
と
が
出
来
る
か
が
、
カ

ン
ト
の
何
よ
り
の
関
心
を
集
中
し
た
問
題
で
あ
る
。

　
従
来
の
論
理
学
の
常
識
に
よ
れ
ば
、
先
天
的
な
判
断
を
下
し
得
る
も
の
は
分
析
的
（
演
繹
的
）
判
断
だ
け
で
、

総
合
的
な
判
断
は
凡
て
経
験
的
な
通
用
性
し
か
持
た
な
い
。
処
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
数
学
的
方
法
に
よ
る
自
然
科

学
の
根
柢
に
は
、
先
天
的
で
総
合
的
な
判
断
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
判
断
を
理
解
し
得
る

よ
う
な
新
し
い
論
理
学
が
必
要
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
之
を
カ
ン
ト
は
先
験
的
論
理
学
と
名
づ
け
た
。

　
先
天
的
な
而
も
総
合
的
な
判
断
は
ま
ず
第
一
に
数
学
に
於
け
る
諸
判
断
で
あ
る
、
と
カ
ン
ト
は
主
張
す
る
。

数
学
の
判
断
は
概
念
だ
け
で
は
出
来
上
ら
な
い
。
そ
れ
が
構
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
直
覚
＝
直
観
（
そ
れ

は
全
く
感
性
に
属
す
る
も
の
で
悟
性
や
そ
の
概
念
に
は
属
さ
な
い
）
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
三
角
形
と
い
う
概

念
か
ら
は
、
そ
の
内
角
の
和
が
二
直
角
だ
と
い
う
判
断
は
分
析
的
に
は
出
て
来
な
い
。
三
角
形
の
直
観
が
吾
々

に
三
角
形
と
い
う
形
の
表
象
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
判
断
は
総
合
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
処
が
こ
の

直
観
は
感
性
に
属
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
カ
ン
ト
に
よ
る
と
先
天
的
（
ア
プ
リ
オ
リ
）
な
直
観
な
の
で
あ
る
。
即

ち
経
験
を
俟
た
な
い
と
こ
ろ
の
直
観
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
こ
の
総
合
的
判
断
は
経
験
的
な
通
用
性
に
止
ま

ら
ず
、
経
験
か
ら
独
立
し
た
通
用
性
を
有
つ
と
こ
ろ
の
先
天
的
な
判
断
で
あ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
数
学
が
適
用
さ
れ
る
限
り
に
於
け
る
、
一
切
の
経
験
的
認
識
の
根
柢
も
亦
、
総
合
的
で
あ
り
な
が

ら
、
単
な
る
そ
の
場
そ
の
場
の
経
験
に
よ
っ
て
は
も
は
や
制
約
さ
れ
な
い
処
の
、
先
験
性
を
有
つ
こ
と
が
出
来

る
。
こ
う
し
て
初
め
て
、
一
般
に
認
識
（
経
験
的
科
学
）
の
客
観
性
が
保
証
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
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カ
ン
ト
が
問
題
に
し
た
論
理
上
の
課
題
は
、
だ
か
ら
、
も
は
や
従
来
の
形
式
論
理
学
の
よ
う
に
単
に
学
問
の

手
続
や
思
惟
の
法
則
に
局
限
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
科
学
的
認
識
の
客
観
性
を
如
何
に
し
て
保
証
し
得
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
之
は
科
学
的
認
識
と
い
う
具
体
的
な
内
容
を
そ
の
論
理
学
の
内
容
と
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
も
は
や
単
な
る
従
来
の
形
式
論
理
学
で
は
な
く
て
、
云
わ
ば
内
容
的
な
「
具
体
的
論
理
学
」
な
の
で

あ
り
、
そ
の
意
味
に
於
て
形
式
論
理
学
か
ら
区
別
さ
れ
て
、
先
験
論
理
学
な
の
で
あ
っ
た
。

　
之
は
従
来
の
形
式
論
理
学
に
対
す
る
一
つ
の
決
定
的
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
。

少
く
と
も
形
式
的
に
止
ま
っ
て
い
た
論
理
学
に
改
め
て
内
容
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
之
に
そ
の
ま
ま

内
容
を
揷
入
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
こ
の
形
式
そ
の
も
の
を
変
改
す
る
必
要
を
意
味
し
て
い
る
。
　
　
だ
が

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
カ
ン
ト
の
先
験
論
理
学
は
矢
張
一
種
の
形
式
論
理
学
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
見
ね
ば
な

ら
ぬ
。
な
る
程
カ
ン
ト
の
論
理
学
は
形
式
論
理
学
の
形
式
性
を
一
応
打
破
し
た
。
例
え
ば
同
一
律
と
か
矛
盾
律

と
か
い
う
極
め
て
形
式
的
な
論
理
法
則
の
代
り
に
、
図
式
（
シ
ェ
ー
マ
　
　
認
識
が
構
成
さ
れ
る
た
め
の
プ
ラ

ン
）
と
か
原
則
（
経
験
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
諸
根
本
命
題
）
な
ど
が
提
出
さ
れ
る
。
こ
の
論
理
学
の
問
題
は

そ
の
限
り
形
式
的
で
は
な
く
て
、
科
学
的
認
識
と
い
う
具
体
的
事
情
に
照
応
し
て
い
る
。
だ
が
之
は
、
何
も
同

一
律
や
矛
盾
律
そ
の
も
の
の
批
判
で
も
な
け
れ
ば
制
限
づ
け
で
も
な
く
て
、
単
に
之
と
は
殆
ん
ど
全
く
別
な
課

題
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
形
式
論
理
学
の
根
本
的
な
最
後
の
立
場
そ
の
も
の
は
、
カ
ン
ト
の
先

験
論
理
学
に
よ
っ
て
は
少
し
も
疑
問
と
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　
現
に
彼
は
そ
の
有
名
な
範
疇
の
表
を
、
判
断
の

表
か
ら
導
い
て
テ
ー
マ
と
し
て
提
出
す
る
の
だ
が
、
こ
の
判
断
表
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
形
式
論
理
学
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が
整
備
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
カ
ン
ト
の
先
験
論
理
学
が
依
然
と
し
て
一
種
の
形
式
論
理
学
で
あ
り
、
形
式
論
理
学
の
根
本
想
定
の
上
に
立

っ
て
い
る
所
以
を
、
克
明
に
指
摘
し
た
の
は
ヘ
ー
ゲ
ル
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
に
弁
証
法
的
論
理
学
の
場
合
に

見
よ
う
。
　
　
カ
ン
ト
の
先
験
論
理
学
の
課
題
（
認
識
の
客
観
性
を
如
何
に
説
明
す
る
か
の
問
題
）
を
、
近
代

に
於
て
再
び
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
で
あ
る
。
そ
の
一
派
で
あ
る
マ
ル
ブ
ル
ク
学
派
の
Ｈ
・
コ

ー
エ
ン
は
『
純
粋
認
識
の
論
理
学
』
に
於
て
、
論
理
な
る
も
の
が
夫
自
身
の
根
源
か
ら
、
み
ず
か
ら
の
た
め
の

「
方
法
」
を
生
産
し
、
そ
れ
が
「
体
系
」
を
展
開
す
る
と
考
え
、
こ
こ
に
科
学
的
認
識
の
成
立
と
客
観
性
と
の

根
柢
を
発
見
し
よ
う
と
し
た
。
他
の
一
派
の
新
カ
ン
ト
学
派
、
バ
ー
デ
ン
学
派
（
西
南
学
派
）
は
、
一
方
に
於

て
認
識
の
対
象
が
実
在
で
は
な
く
て
客
観
性
と
い
う
一
個
の
要
求
さ
れ
た
価
値
で
あ
る
と
見
て
、
先
験
論
理
学

を
徹
底
さ
せ
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
こ
の
先
験
論
理
学
の
立
場
に
立
っ
て
、
歴
史
学
的
認
識
の
方
法
論
を

展
開
し
た
。
カ
ン
ト
の
論
理
学
に
於
て
欠
け
て
い
た
課
題
は
歴
史
学
の
方
法
の
問
題
で
あ
っ
て
、
カ
ン
ト
は
多

く
の
代
表
的
な
同
時
代
者
と
同
様
に
、
科
学
一
般
の
典
型
を
自
然
科
学
に
於
て
し
か
見
な
か
っ
た
。
そ
こ
を
補

っ
て
カ
ン
ト
か
ら
来
る
文
化
理
論
を
論
理
学
に
結
び
つ
け
た
も
の
が
、
こ
の
歴
史
学
の
方
法
論
で
あ
っ
た
。

（
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
、
ラ
ス
ク
等
。
）
　
　
か
く
て
新
カ
ン
ト
学
派
に
よ
れ
ば
、
先
験
的
論

理
学
は
、
内
容
か
ら
云
っ
て
認
識
論
乃
至
科
学
方
法
論
・
乃
至
科
学
論
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
こ
の

「
認
識
論
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
に
。
）

　
西
南
新
カ
ン
ト
学
派
は
Ｈ
・
ロ
ッ
ツ
ェ
の
『
論
理
学
』
（
特
に
そ
の
「
認
識
に
就
い
て
」
の
部
分
）
に
由
来
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し
て
い
る
。
ロ
ッ
ツ
ェ
は
判
断
の
問
題
を
、
判
断
の
対
象
の
内
に
求
め
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
判
断
が
心

理
的
判
断
作
用
と
い
う
よ
う
な
も
の
か
ら
問
題
に
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
う
主
観
的
な
観
点
に
立

つ
代
り
に
、
客
観
的
な
立
場
に
立
っ
て
、
判
断
の
対
象
に
論
理
学
の
最
後
の
目
標
を
お
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
従
来
の
多
く
の
近
代
的
論
理
学
が
云
わ
ば
主
観
的
論
理
学
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
之
は
客
観
的
論
理
学

と
な
る
。
こ
の
立
場
は
云
う
ま
で
も
な
く
前
述
の
新
カ
ン
ト
学
派
の
凡
て
を
貫
い
て
い
る
。

　
最
も
徹
底
し
た
客
観
的
論
理
学
は
、
Ｂ
・
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
のW

issenschaftslehre

の
そ
れ
で
あ
る
。
カ
ン

ト
の
先
験
論
理
学
は
彼
の
経
験
理
論
を
一
貫
し
て
、
実
は
極
め
て
精
緻
な
意
識
の
分
析
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
之
は
先
験
論
理
学
に
対
し
て
カ
ン
ト
の
先
験
心
理
学
の
部
分
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ

は
之
に
反
対
し
て
、
徹
底
的
に
問
題
を
客
観
的
な
観
点
へ
持
っ
て
行
っ
た
。
心
理
学
的
な
表
象
に
対
し
て
は
論

理
学
的
に
表
象
自
体
な
る
も
の
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
は
そ
れ
自
身
真
理
で
も
虚
偽
で
も
な
い
。
之
が

結
成
さ
れ
て
生
じ
る
命
題
自
体
に
し
て
初
め
て
真
偽
の
区
別
を
生
じ
る
。
真
理
も
心
理
的
な
意
識
と
は
独
立
な

真
理
自
体
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
う
し
た
「
自
体
」
の
世
界
は
一
般
に
意
識
か
ら
も
形
而
上
学
的
な
実
在
か

ら
も
独
立
な
意
味
の
世
界
に
他
な
ら
ぬ
、
と
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
は
主
張
す
る
。

　
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
の
こ
の
客
観
主
義
を
認
識
作
用
に
照
応
す
る
対
象
一
般
に
適
用
し
た
も
の
は
、
マ
イ
ノ
ン
グ

の
「
対
象
論
」
で
あ
り
、
之
を
却
っ
て
再
び
心
理
学
に
適
用
し
た
と
も
看
做
さ
れ
る
の
は
Ｆ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

や
Ｅ
・
フ
ッ
セ
ル
ル
で
あ
る
。
後
の
二
者
に
よ
れ
ば
、
意
識
作
用
の
本
質
は
、
主
観
に
ぞ
く
す
る
に
も
拘
ら
ず

対
象
を
客
観
的
に
指
し
得
る
と
い
う
点
に
存
す
る
。
　
　
こ
の
系
統
の
論
理
学
乃
至
論
理
研
究
は
大
体
に
於
て
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反
カ
ン
ト
主
義
的
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
主
義
自
身
か
ら
出
発
し
て
、
矢
張
徹
底
的
な
客
観
的
論
理
学
に
到
着
し

た
も
の
は
、
Ｅ
・
ラ
ス
ク
（
西
南
学
派
）
で
あ
る
。
論
理
学
は
真
理
価
値
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
真

理
と
云
え
ば
ま
だ
何
等
か
主
観
的
な
観
点
が
混
入
す
る
の
で
、
真
偽
を
絶
し
た
無
対
立
の
価
値
が
最
後
の
論
理

学
的
な
も
の
だ
、
と
彼
は
考
え
る
。

　
其
他
近
代
の
論
理
学
に
数
え
ら
れ
る
も
の
に
は
内
在
論
者
の
シ
ュ
ッ
ペ
や
、
ヴ
ン
ト
、
ラ
ン
ゲ
、
リ
ー
ル
、

其
他
を
数
え
得
る
が
、
最
後
に
、
形
式
論
理
学
の
最
も
徹
底
し
た
形
態
と
し
て
、
数
学
的
論
理
学
を
挙
げ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
形
式
的
論
理
学
本
来
の
形
式
性
と
機
械
的
性
質
と
を
、
最
も
露
骨
に
強
調
し
た
も
の
は
恐
ら
く
Ｗ
・

Ｓ
・
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
だ
ろ
う
。
彼
は
Ｗ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
や
Ｇ
・
ブ
ー
ル
の
影
響
を
受
け
て
、
論
理
学
上
の
操
作

を
数
学
的
な
記
号
に
よ
っ
て
ひ
た
す
ら
矛
盾
律
の
み
に
手
頼
っ
て
行
お
う
と
い
う
思
想
を
展
開
し
、
遂
に
論
理

学
的
計
算
機
ま
で
も
設
計
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
種
の
論
理
学
は
一
般
に
記
号
的
論
理
学
と
か
数
学
的
論
理
学

と
か
、
乃
至
は
論
理
計
算
と
か Logistik 
と
か
呼
ば
れ
る
。
（
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
自
身
は
之
を
純
粋
論
理
学
と
呼

ん
で
い
る
。
）
現
代
に
於
て
こ
の
立
場
を
代
表
す
る
も
の
は
Ｂ
・
ラ
ッ
セ
ル
や
Ｌ
・
ク
ー
チ
ュ
ラ
ー
等
で
あ
り
、

ラ
ッ
セ
ル
の
如
き
は
従
来
の
一
切
の
論
理
学
を
伝
統
的
論
理
学
と
名
づ
け
て
、
之
を
自
分
の
近
代
論
理
学
か
ら

区
別
す
る
。
所
で
こ
の
種
の
論
理
学
者
は
多
く
数
学
者
で
あ
る
が
（
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
ブ
ー
ル
を
始
め
ラ
ッ
セ
ル
、

ク
ー
チ
ュ
ラ
ー
）
、
現
在
数
学
の
新
し
い
運
動
と
し
て
こ
の
論
理
計
算
に
結
合
し
つ
つ
あ
る
も
の
は
Ｄ
・
ヒ
ル

バ
ー
ト
の
数
学
的
形
式
主
義
で
あ
る
。

　
併
し
同
時
に
注
目
す
べ
き
現
象
は
、
ラ
ッ
セ
ル
も
ク
ー
チ
ュ
ラ
ー
も
斉
し
く
現
代
の
優
れ
た
ラ
イ
プ
ニ
ツ
研
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究
家
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
連
続
や
無
限
に
関
す
る
数
学
的
論
理
学
的
研
究
が
ラ
イ
プ
ニ
ツ
に
出
発

し
て
い
る
こ
と
に
も
根
拠
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
夫
と
直
接
の
繋
が
り
の
あ
る
こ
と
な
の
だ
が
、

数
学
的
論
理
学
は
ラ
イ
プ
ニ
ツ
の
「
普
遍
文
字
」
の
思
想
に
基
い
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ツ
は

国
語
の
相
違
に
よ
っ
て
論
理
の
普
遍
的
な
通
用
が
妨
げ
ら
れ
る
の
を
不
合
理
と
し
て
、
論
理
的
表
現
を
ば
、
最

も
普
遍
的
に
国
語
を
超
越
し
て
通
用
す
る
代
数
記
号
で
以
て
、
云
い
表
わ
そ
う
と
企
て
た
。
之
は
一
面
に
於
て
、

言
語
学
上
で
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
の
観
念
の
先
駆
で
も
あ
る
が
、
他
方
に
於
て
今
日
の
所
謂
「
近
代
論
理
学
」

の
先
蹤
を
な
す
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
　
論
理
学
が
機
械
的
に
形
式
的
に
合
理
化
さ
れ
た
極
端
な
形
が
之
で
あ

る
。

　
さ
て
以
上
は
広
義
に
於
け
る
形
式
論
理
学
の
、
系
統
と
諸
分
派
の
特
色
と
で
あ
っ
た
が
、
之
に
対
立
す
る
も

の
は
、
弁
証
法
的
論
理
学
乃
至
簡
単
に
弁
証
法
で
あ
る
。
（
弁
証
法
と
い
う
言
葉
を
一
般
的
に
広
義
に
取
れ
ば
、

何
も
論
理
学
の
こ
と
に
限
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
事
物
の
順
序
か
ら
行
け
ば
寧
ろ
存
在
の
法
則
を
意
味
す
る
方

が
本
来
な
の
だ
が
、
併
し
こ
の
言
葉
の
歴
史
と
普
通
の
使
用
習
慣
か
ら
云
う
と
、
本
来
論
理
乃
至
思
惟
法
則
の

名
な
の
で
あ
る
。
で
思
惟
の
論
理
以
外
の
も
の
を
弁
証
法
と
名
づ
け
る
の
は
、
言
葉
の
上
か
ら
だ
け
見
れ
ば
、

ア
ナ
ロ
ジ
ー
だ
と
云
っ
て
も
い
い
。
尤
も
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
却
っ
て
最
後
の
真
理
が
あ
る
の
で
あ
る
が
。
）

　
弁
証
法
を
広
義
に
解
す
れ
ば
、
事
物
の
存
在
法
則
そ
の
も
の
を
も
含
む
の
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
云
わ
ば
客
観

的
な
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
、
遠
く
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
に
ま
で
溯
る
。
こ
う
し
た
客
観
の
弁
証
法
は
や
が
て

重
大
な
問
題
と
は
な
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
今
一
応
所
謂
論
理
（
思
惟
の
法
則
）
に
問
題
を
限
定
す
る
と
す
れ
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ば
、
そ
こ
に
必
要
な
云
わ
ば
主
観
の
弁
証
法
は
、
最
初
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
形
を
与
え
ら
れ
た
と
云
っ
て
よ
い
。

矛
盾
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
理
に
到
達
す
る
科
学
的
方
法
が
プ
ラ
ト
ン
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ッ
ク
で
あ

る
。
プ
ラ
ト
ン
的
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
、
他
面
に
於
て
例
の
客
観
的
な
弁
証
法
を
持
っ
て
い
た
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
（
存
在
は
生
成
変
化
す
る
）
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
矛
盾
に
充
ち
た
常
識
的
信
念
に
特
有
な
非
科
学
を
意

味
す
る
も
の
と
し
て
斥
け
ら
れ
た
。
プ
ラ
ト
ン
が
ま
ず
掲
げ
た
弁
証
法
に
、
或
る
意
味
で
そ
の
裏
面
か
ら
近
づ

い
た
の
は
、
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
で
あ
る
カ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
カ
ン
ト
が
そ
の
認
識
論
の
構
造
の
示
唆
を
受
け
た
も
の
は
、
彼
が
ア
ン
テ
ィ
ノ
ミ
ー
（
二
律
背
反
）
と
呼
ぶ

一
つ
の
論
理
学
的
現
象
で
あ
っ
た
。
宇
宙
の
無
限
や
最
後
の
単
位
部
分
や
其
他
に
就
い
て
は
、
人
間
の
悟
性
乃

至
理
性
は
、
全
く
同
一
の
確
実
さ
を
以
て
、
全
く
相
容
れ
な
い
肯
定
判
断
と
否
定
判
断
と
を
、
同
時
に
下
す
こ

と
が
出
来
る
。
こ
の
特
有
な
矛
盾
が
二
律
背
反
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
之
は
理
性
が
経
験
乃
至
感
性
的

直
観
と
の
協
定
を
必
要
と
す
る
と
い
う
認
識
手
続
の
上
の
約
束
を
無
視
す
る
か
ら
起
る
の
で
、
こ
の
約
束
を
守

る
以
上
、
元
来
今
云
っ
た
よ
う
な
宇
宙
論
的
な
観
念
は
抑



々
認
識
な
る
も
の
の
内
容
と
な
り
得
る
も
の
で
は
な

い
、
そ
う
い
う
意
味
に
於
て
こ
う
し
た
宇
宙
論
的
諸
観
念
は
イ
デ
ー
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
　
　
処
が
悟

性
乃
至
理
性
の
こ
の
不
当
な
使
用
法
か
ら
生
じ
る
幾
多
の
論
理
的
矛
盾
を
、
検
討
し
、
之
か
ら
免
れ
る
に
は
理

性
乃
至
悟
性
を
如
何
に
適
切
に
使
用
す
べ
き
で
あ
る
か
を
研
究
す
る
の
が
、
カ
ン
ト
の
謂
う
処
の
、
デ
ィ
ア
レ

ク
、
テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
あ
る
。

　
で
つ
ま
り
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
弁
証
法
な
る
も
の
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
ど
で
も
そ
う
で
あ
り
、
又
そ
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の
言
葉
自
身
が
元
来
往
々
そ
う
使
わ
れ
て
来
た
よ
う
に
、
論
理
の
云
わ
ば
消
極
面
、
否
定
的
な
面
を
云
い
表
わ

す
も
の
で
、
夫
は
論
理
学
の
正
面
に
位
置
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
処
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
も
は
や
従
来

の
所
謂
形
式
論
理
学
に
止
ま
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
こ
の
弁
証
法
は
、
論
理
学
の
正

面
を
云
い
表
わ
す
そ
の
「
分
析
論
」
と
並
ん
で
、
そ
の
裹
を
検
討
す
る
た
め
に
、
表
面
に
出
て
来
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
こ
の
現
象
は
、
カ
ン
ト
の
先
験
的
論
理
学
に
於
け
る
根
本
的
な
不
整
頓
を
意
味
す
る
わ

け
で
、
先
験
論
理
学
が
形
式
論
理
学
の
欠
陥
を
こ
う
い
う
形
で
云
い
表
わ
す
と
い
う
点
を
、
無
意
識
な
が
ら
判

然
と
さ
せ
た
の
は
、
カ
ン
ト
の
卓
越
し
た
見
識
に
数
え
て
い
い
。

　
処
で
カ
ン
ト
の
こ
の
云
わ
ば
消
極
的
な
弁
証
法
を
積
極
的
な
も
の
と
考
え
直
し
た
も
の
が
、
取
り
も
直
さ
ず

ヘ
ー
ゲ
ル
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
弁
証
法
は
決
し
て
単
に
論
理
が
矛
盾
に
陥
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
処

の
論
理
で
は
な
い
。
形
式
論
理
学
の
矛
盾
律
に
従
え
ば
、
論
理
は
常
に
一
切
の
矛
盾
か
ら
超
越
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
論
理
を
全
く
形
式
的
に
無
内
容
に
考
え
る
か
ら
で
、
実
際
の
事
物
に
相
応
す

る
よ
う
な
内
容
を
持
っ
た
論
理
を
考
え
れ
ば
、
事
物
が
運
動
し
変
化
し
生
成
消
滅
す
る
通
り
、
そ
の
論
理
的
把

握
と
し
て
の
概
念
は
、
決
し
て
同
一
の
内
容
に
止
ま
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
同
一
律
は
無
条
件
に
は
通

用
し
な
い
か
ら
、
従
っ
て
又
矛
盾
律
も
そ
こ
で
は
無
条
件
に
は
適
用
さ
れ
な
く
な
る
。
寧
ろ
矛
盾
す
る
こ
と
こ

そ
、
現
実
性
を
持
っ
た
理
論
の
本
性
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
矛
盾
を
止
揚
す
る
た
め
に
動
き
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
初
め
て
論
理
は
活
き
て
働
く
の
で
あ
る
。
論
理
は
矛
盾
を
通
じ
て
で
な
け
れ
ば
統
一
に
も
真
理
に
も
到
着

出
来
な
い
。
否
定
に
初
め
か
ら
触
れ
な
い
よ
う
な
肯
定
は
、
極
め
て
薄
弱
な
肯
定
で
あ
り
、
従
っ
て
実
は
何
等
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の
活
き
た
肯
定
で
も
な
い
。
否
定
を
一
旦
通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
初
め
て
、
こ
の
否
定
そ
の
も
の
が
否

定
さ
れ
う
る
。
そ
こ
に
初
め
て
本
当
の
肯
定
が
生
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
　
真
理
は
具
体
的
だ
、
と
云
う
の

は
否
定
を
否
定
し
て
到
達
し
得
た
も
の
こ
そ
、
偏
局
し
な
い
全
体
的
な
真
理
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ

ル
に
よ
れ
ば
弁
証
法
と
は
矛
盾
・
否
定
・
対
立
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
処
の
、
真
理
に
向
っ
て
の
論
理
の
運
動

の
こ
と
だ
。

　
形
式
論
理
学
（
機
械
論
的
論
理
）
は
事
物
を
固
定
化
し
、
絶
対
化
し
機
械
的
な
区
別
と
結
合
と
を
与
え
る
こ

と
し
か
出
来
な
い
。
だ
が
弁
証
法
的
論
理
は
事
物
を
そ
の
運
動
発
展
に
於
て
見
る
か
ら
、
事
物
が
固
定
化
さ
れ

絶
対
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
自
身
が
、
こ
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
之
を
流
動
化
し
相
対
化
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

機
械
的
な
区
別
の
代
り
に
生
き
た
相
互
浸
透
が
あ
り
、
機
械
的
な
結
合
の
代
り
に
、
対
立
し
た
も
の
の
間
の
統

一
が
あ
る
。
　
　
つ
ま
り
弁
証
法
は
形
而
上
学
の
反
対
な
の
だ
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
説
く
の
で
あ
る
。
（
但
し
こ

こ
に
形
而
上
学
と
い
う
の
は
カ
ン
ト
が
批
難
し
よ
う
と
し
て
果
し
得
ず
又
徹
底
的
に
は
排
除
し
よ
う
と
欲
し
な

か
っ
た
あ
の
形
而
上
学
の
意
味
で
あ
る
が
、
併
し
新
カ
ン
ト
学
徒
達
が
、
認
識
論
に
対
立
さ
せ
て
い
る
処
の
哲

学
の
暗
黙
に
公
認
さ
れ
て
い
る
一
分
科
と
し
て
の
、
あ
の
形
而
上
学
で
は
な
い
。
）

　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
形
而
上
学
を
批
判
し
よ
う
と
試
み
た
カ
ン
ト
自
身
、
依
然
と
し
て
こ
の
形
而
上
学
の
立

場
（
即
ち
形
式
論
理
学
・
機
械
論
）
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
著
し
い
例
は
カ
ン
ト
の
物
自
体
の
概
念
で
あ
っ
て
、

之
は
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
現
象
か
ら
絶
対
的
に
隔
絶
さ
れ
て
了
っ
て
い
る
。
物
そ
の
も
の
は
カ
ン
ト
の
よ
う
に
機

械
的
に
之
を
現
象
か
ら
隔
絶
孤
立
し
て
了
え
ば
こ
そ
、
形
而
上
学
的
観
念
と
な
る
の
で
、
物
そ
の
も
の
と
そ
の
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現
象
と
の
関
係
を
こ
の
よ
う
に
絶
対
化
す
る
こ
と
自
身
が
、
形
而
上
学
的
だ
っ
た
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
を
今
茲
に
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
併
し
注
目
す
べ
き
は
、
多
く
の

ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
的
論
理
学
者
が
、
一
種
の
全
体
主
義
に
立
ち
、
弁
証
法
的
論
理
を
全
体
主
義
的
論
理
で
以
て
置

き
換
え
て
い
る
、
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
Ｂ
・
ボ
ー
ザ
ン
ケ
ト
や
Ｂ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
等
が
そ
の
代
表
者
で
あ
る
。

（
一
般
の
ヘ
ー
ゲ
リ
ヤ
ン
や
新
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
は
今
は
論
外
で
あ
る
。
）
即
ち
こ
の
種
の
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
的
論

理
学
者
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
の
内
に
、
弁
証
法
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
有
機
体
説
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
之
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
自
身
に
責
任
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
体
系
　
　
そ
れ
は
往
々
汎
論
理
主
義
と
か
論
理
学
的
発
出
説
と
か
云
わ
れ
て
い
る
　
　

は
、
決
し
て
卒
然
と
し
て
思
い
つ
か
れ
た
も
の
や
何
か
で
は
な
い
。
そ
の
前
に
、
代
表
的
な
ド
イ
ツ
古
典
観
念

論
者
の
フ
ィ
ヒ
テ
と
、
そ
の
ロ
マ
ン
派
的
な
強
調
と
し
て
の
シ
ェ
リ
ン
グ
（
そ
の
後
期
は
別
だ
が
）
と
が
あ
っ

た
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
自
我
の
自
発
的
な
必
然
的
展
開
の
内
に
、
彼
の
弁
証
法
を
見
た
し
、
初
期
乃
至
中
期
の
シ
ェ

リ
ン
グ
は
自
然
の
分
極
性
と
自
然
の
勢
位
の
上
昇
過
程
の
内
に
、
彼
独
特
の
弁
証
法
を
見
た
。
だ
が
何
れ
も
之

は
全
く
解
釈
の
上
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ッ
ク
で
し
か
な
か
っ
た
。
と
云
う
の
は
、
自
我
や
自
然
は
こ
う
し
た
弁

証
法
に
よ
っ
て
、
単
に
解
釈
さ
れ
た
だ
け
で
、
何
等
現
実
的
な
説
明
を
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の

解
釈
の
た
め
の
観
念
論
的
弁
証
法
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
を
制
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
元
来
事
物
そ
の
も
の
の
運
動
を
弁
証
法
的
に
把
握
し
よ
う
と
欲
し
た
。
そ
の
把
握
に
は
概
念
を

必
要
と
す
る
。
従
っ
て
弁
証
法
は
概
念
に
固
有
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
処
が
元
来
ヘ
ー
ゲ
ル
に
は
事
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物
を
現
実
的
に
処
理
す
る
こ
と
よ
り
も
、
事
物
の
持
っ
て
い
る
意
義
を
、
世
界
の
有
つ
意
味
を
解
釈
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
世
界
史
は
だ
か
ら
彼
に
よ
る
と
、
神
の
世
界
計
画
が
如
何
に
合
理
的
に
実
現

し
た
か
と
い
う
神
義
論
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
世
界
の
現
実
の
始
ま
り
は
、
神
の
世
界
計
画
な
ど
に
は
な
く
て
、

星
雲
の
横
た
わ
る
空
間
か
何
か
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
、
そ
れ
を
神
の
世
界
計
画
に
始
ま
る
と
考
え
る
の
は
、

世
界
に
向
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
押
し
与
え
て
い
る
処
の
意
義
を
ば
、
始
原
の
問
題
と
す
る
か
ら
こ
そ
だ
。

　
処
で
事
物
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
例
の
概
念
で
あ
る
が
、
今
こ
の
意
味
の
解

釈
だ
け
が
そ
の
認
識
目
的
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
然
こ
の
概
念
の
解
釈
が
唯
一
の
認
識
手
段
と
な
る
だ
ろ
う
。

事
物
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
事
物
の
意
味
を
云
い
表
わ
す
概
念
そ
の
も
の
が
、
テ
ー
マ
と
な
り
主
題
と
な
り

主
体
と
な
る
。
か
く
て
概
念
は
観
念
的
な
主
体
に
ま
で
独
立
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
こ
う
や
っ
て
ヘ
ー
ゲ

ル
の
弁
証
法
は
、
概
念
の
独
立
な
（
事
物
そ
の
も
の
か
ら
は
独
立
し
た
秩
序
界
に
ぞ
く
す
る
処
の
）
運
動
の
法

則
と
な
る
の
で
あ
る
。
論
理
は
か
く
て
論
理
そ
れ
自
身
と
し
て
他
の
一
切
の
事
物
か
ら
独
立
化
す
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
現
実
の
事
物
も
亦
、
こ
の
体
系
か
ら
云
え
ば
論
理
そ
の
も
の
の
自
己
発
展
の
所
産
だ
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
明
白
す
ぎ
る
形
を
と
っ
た
カ
リ
ケ
チ
ュ
ア
化
し
た
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
が
、
こ
の
ナ
ン

セ
ン
ス
の
一
つ
の
内
容
が
例
の
有
機
体
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
当
然
な
こ
と
な
の
で
、
事
物
の
動
き
を
云
い
表
わ
す
概
念
で
は
な
く
て
、
概
念
そ
れ
自
身
と
し
て
の

概
念
で
あ
る
な
ら
ば
、
正
反
の
総
合
と
し
て
の
合
は
、
無
条
件
な
全
体
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
凡
て
の
対

立
や
矛
盾
は
そ
の
ま
ま
で
組
織
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
論
理
的
な
有
機
体
が
出
現
す
る
他
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
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純
論
理
的
に
、
即
ち
概
念
そ
の
も
の
の
解
釈
だ
け
か
ら
云
え
ば
、
合
の
内
に
は
常
に
正
と
反
と
が
そ
の
ま
ま
這

入
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
う
で
あ
る
以
上
、
何
と
云
っ
て
も
正
と
反
と
は
調
和
あ
る
妥
協
を
保
っ
て

い
る
に
相
違
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
的
論
理
は
、
だ
か
ら
ま
だ
純
然
た
る
弁
証
法
で
は
な
い
。
そ
し
て
先
に
、
論
理
学
が
弁

証
法
的
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
以
上
、
こ
の
観
念
的
弁
証
法
は
論
理
学
と
し
て
決
し
て
充
分
で
は
あ
り
得
な
い
。

解
釈
の
弁
証
法
、
独
立
の
主
体
に
化
し
た
概
念
そ
れ
自
体
の
弁
証
法
の
代
り
に
、
必
然
的
に
要
求
さ
れ
る
も
の

は
、
現
実
の
弁
証
法
、
事
物
を
現
実
に
把
握
す
る
限
り
の
概
念
の
、
弁
証
法
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
か
か
る
弁

証
法
的
論
理
は
、
マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
徹
底
さ
れ
た
処
の
、
唯
物
論
的
弁
証
法
な
の
で
あ
る
。

　
唯
物
弁
証
法
的
論
理
は
、
単
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
を
観
念
論
的
な
夾
雑
物
か
ら
純
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
と

云
っ
て
も
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
結
果
に
於
て
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
組
織
を
根
本
的
に
逆
転
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
で
は
夫
は
所
謂
汎
論
理
主
義
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
併
し
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
で
は
、

概
念
の
独
立
主
体
化
、
即
ち
論
理
学
の
絶
対
的
独
立
化
は
、
許
さ
れ
な
い
。
所
謂
論
理
学
は
、
だ
か
ら
こ
こ
で

実
在
そ
の
も
の
と
の
限
界
に
逢
着
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
又
そ
の
逢
着
の
必
然
性
を
豫
め
論
理
学
自
身
の
機
構
の
内

に
蔵
し
自
覚
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
論
理
学
が
本
当
に
論
理
学
で
あ
る
た
め
に
は
、
却
っ
て
自
分
自
ら
の

制
限
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
が
弁
証
法
的
論
理
学
の
弁
証
法
的
で
あ
る
所
以
で
あ
り
、
真
の
論
理
学

の
宿
命
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
弁
証
法
的
論
理
は
存
在
そ
の
も
の
の
弁
証
法
的
法
則
に
接
す
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
例
の
云
わ
ば
客
観
的
な
弁
証
法
の
世
界
に
結
び
つ
い
て
来
る
の
で
あ
る
。
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マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
弁
証
法
的
論
理
学
は
多
く
の
自
称
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
よ
っ
て
色
々
に
歪
曲
さ

れ
た
。
或
い
は
之
を
社
会
の
歴
史
の
運
動
に
於
て
し
か
適
用
例
を
見
出
し
得
な
い
関
係
で
あ
る
と
云
っ
て
、
之

を
主
観
主
義
化
し
た
り
（
ル
カ
ー
チ
・
コ
ル
シ
ュ
等
）
、
或
い
は
之
を
単
に
事
物
の
客
観
的
法
則
に
過
ぎ
ぬ
も

の
と
し
て
、
之
が
人
類
の
実
践
と
共
に
進
ん
で
来
た
認
識
の
歴
史
の
要
約
で
あ
る
点
を
無
視
し
た
り
（
プ
レ
ハ

ー
ノ
フ
、
デ
ボ
ー
リ
ン
等
）
、
之
が
人
間
の
目
下
の
思
惟
の
論
理
学
的
な
用
具
で
あ
る
と
い
う
方
法
論
と
し
て

の
役
割
を
忘
れ
た
り
（
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
）
し
て
、
之
を
客
観
主
義
化
し
た
り
し
た
。
併
し
レ
ー
ニ
ン
の
哲
学
的

労
作
が
次
第
に
公
表
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
弁
証
法
と
は
論
理
学
の
こ
と
で
あ
り
又
認
識
論
の
こ
と
で
あ
る
と
い

う
点
が
、
再
び
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
弁
証
法
と
論
理
学
と
認
識
論
と
の
同
一
の
こ
の
再
認
識
は
、

今
日
「
哲
学
に
於
け
る
レ
ー
ニ
ン
的
段
階
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
問
題
は
こ
の
三
者
の
同
一
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
之
を
本
当
に
絶
対
的
な
同
一
と
見
る
な
ら
ば
、
議

論
は
そ
こ
で
打
ち
切
り
に
な
る
。
そ
し
て
単
に
、
改
め
て
、
認
識
論
や
弁
証
法
や
論
理
学
が
夫
々
何
で
あ
る
か

と
い
う
、
旧
に
帰
っ
た
原
始
的
な
疑
問
の
出
る
の
が
落
ち
だ
ろ
う
。
思
う
に
こ
の
三
者
は
本
質
に
於
て
同
一
な

の
だ
。
従
っ
て
そ
の
言
葉
の
上
で
の
区
別
は
何
で
も
い
い
。
併
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
弁
証
法
的
論
理
（
即
ち

弁
証
法
）
に
、
認
識
論
と
し
て
の
契
機
と
論
理
学
の
契
機
と
を
認
め
る
な
ら
ば
、
一
切
の
論
理
学
的
問
題
は
極

め
て
系
統
的
に
理
解
出
来
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
弁
証
法
的
論
理
学
と
形
式
論
理
学
と
の
関
係
で
あ
る
。
も
し
前
者
が
正
当
な
ら
ば
後

者
は
成
り
立
た
な
い
筈
で
あ
る
。
全
く
そ
の
通
り
で
、
弁
証
法
的
論
理
学
と
い
う
立
場
は
、
形
式
論
理
学
と
い
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う
立
場
を
許
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
が
そ
う
だ
か
ら
と
云
っ
て
、
同
一
律
や
矛
盾
律
が
誤
謬
だ
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
ぬ
。
之
は
弁
証
法
的
論
理
　
　
矛
盾
の
論
理
　
　
の
一
断
面
、
一
契
機
を
云
い
表
わ
す
限
り
、
真
理

な
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
形
式
主
義
的
論
理
法
則
が
、
一
つ
の
形
式
主
義
と
い
う
立
場
の
支
柱
に
数
え
ら
れ
る

時
、
そ
の
法
則
の
運
用
が
誤
謬
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
問
題
に
な
る
の
は
、
哲
学
と
論
理
学
と
の
関
係
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
今
後
哲
学
は
形
式
論
理
学

と
弁
証
法
だ
け
に
な
る
だ
ろ
う
と
云
っ
て
い
る
が
、
こ
の
弁
証
法
（
夫
は
形
式
論
理
学
の
法
則
を
止
揚
し
保
持

し
て
い
る
筈
だ
っ
た
）
な
る
も
の
が
今
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
内
容
の
極
め
て
豊
富
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
豊

富
な
哲
学
の
根
本
原
則
は
、
凡
て
こ
の
弁
証
法
的
論
理
学
の
内
容
と
し
て
初
め
て
生
命
を
与
え
ら
れ
得
る
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
論
理
学
は
最
も
厳
密
な
意
味
に
於
け
る
　
　
科
学
性
を
有
っ
た
　
　
哲
学
と
、
哲
学
的
世
界
観
の

科
学
的
立
脚
点
に
他
な
ら
な
い
。
　
　
さ
て
そ
こ
で
、
人
が
如
何
な
る
哲
学
を
採
用
す
る
か
は
、
或
る
観
念
論

者
の
有
名
な
言
葉
の
よ
う
に
、
人
々
の
性
格
に
よ
る
、
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
何
よ
り
先
に
彼
が
如
何
な
る
社

会
階
級
と
如
何
な
る
階
級
文
化
と
に
ぞ
く
し
て
い
る
か
に
依
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
人
が
如
何
な
る
論
理
学
を

採
用
す
る
か
、
形
式
論
理
学
を
固
執
す
る
か
、
弁
証
法
の
立
場
に
立
つ
か
は
、
彼
の
ぞ
く
す
る
社
会
階
級
と
階

級
文
化
と
、
そ
し
て
実
は
又
彼
の
心
理
的
素
質
の
高
低
に
さ
え
、
よ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
（
論
理
学
の
歴
史
に
就
い
て
は
、K

.v.Prautl;G
eschichte

derLogik
im

A
bendland.

F.Enriques;L'Evo

　lution
de

la
Logique.

イ
タ
リ
ヤ
原
文
、
其
他
）
。
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